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『国立暁あかつき学園』設立。

　月影つきかげ総理が七星剣武祭しちせいけんぶさい開幕寸前に切り出したそのカードは、世間に大きな衝撃を与えた。

　当然だ。

　国際騎士連盟参加国は、連盟本部に国家の戦力である伐刀者ブレイザーの育成を委任するのが約束事。

　それを月影は反故ほごにし、国立──すなわち日本という国家そのものが主権を握り、伐刀者ブレイザー教育を行う機関を設立することを公おおやけの場で宣言したのだから。

　これは連盟に対する宣戦布告に他ほかならない。

　この月影の行動に、国内の世論は真っ二つに分かれた。

　一つは否定派。

　日本は連盟の中で平和に半世紀以上の時を過ごしてきたのだから、その仕組みをいたずらに変えるべきではないという慎重意見や、七星剣武祭という学生の祭典を政治的に利用し、破軍はぐん学園を半壊させるという強硬手段を取った月影に対する純粋な反発などがその内訳だ。

　そしてもう一つは肯定派。

　国家の守り手である伐刀者ブレイザー育成を、国外の機関に委ねるのはおかしい。もともと日本国そのものが主導し行われるべきことであり、月影は半世紀にわたって続いてきた間違いを正しただけだという意見から、日本はロシアや米国などと同じ、一つの独立した大国として存在できる国であり、連盟のような弱者の集まりに参加するべきではないという過激なものまで。

　普段政治に興味を持たない者たちも、皆が各々に自らのスタンスを主張した。




『月影のやり方は強引すぎる。反感を覚える』

『破軍学園襲撃は否定派のデマ。現に暁学園側は『幻想形態げんそうけいたい』を使用し、怪我けが人を出していない』

『自分の子供が他国同士の戦争に駆り出されるのはイヤ。連盟から独立して平和国家になるべき』

『独立して主権を維持できるだけの戦力をこの国は持っていない。連盟の中に留とどまるべきだ』

『月影が《解放軍テロリスト》と繫がっている噂うわさがある。あの男は信用できない』

『そもそも半世紀前、連盟に参加したことが間違っていたのだ』




　ある者は友人同士の飲み会で。ある者は井戸端いどばた会議で。

　あるものはもっと活動的に運動を起こし、路上で声を張り上げて──

　おそらく、誰だれも彼もが感じていたのだろう。

　今まさに押し寄せようとしている、巨大な時代のうねりを。

　国際騎士連盟の中の日本という国としてこれからも在り続けていくのか。

　独立した一つの国家として起たつこととなるのか。

　その全すべてが、これからまさに始まろうとしている七星剣武祭で決せられるということを。

　その場で月影率いる国立暁学園が、大言たいげんに見合う実力を示せば、世論は一気に『脱連盟』へと傾かたむく。

　逆に暁学園を既存の七校が打ち破れば、もはや月影の言葉には誰も耳を貸さなくなる。

　国の未来すらも左右する、異質な七星剣武祭。

　かつてない興奮と関心を集める学生たちの祭典は、──もう目前に迫っていた。
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　大阪おおさかの中心部から離れた、湾岸の埋め立て地。

　そこに無人のビル群が存在する。

　数十年前の都市開発の折、建物だけは建てるだけ建てたものの、肝心の企業誘致が上手うまくいかず、テナントが入らないまま新品同然で打ち棄すてられた失策の名残なごりだ。

　だが普段は人っ子一人いないその灰色のゴーストタウンは今、活気に溢あふれていた。

　立ち並ぶ露店ろてん。日本列島全国から集つどった人々の空まで届くざわめき。

　何故なぜそこまで人が集まっているのか。

　その理由はただ一つ。

　二日後。──このゴーストタウンに存在する『湾岸ドーム』で年に一度の学生騎士の祭典、七星剣武祭しちせいけんぶさいが開催されるからだ。

　七星剣武祭はもともと、プロの魔導騎士まどうきしの格闘興行ＫＯＫKing Of Knightsリーグよりも国民の注目を集める一大イベントだ。

　例年でもチケットはもちろん、周辺にある宿泊施設の競争率は非常に高い。

　だが今年はその注目度に輪をかけて、破軍はぐん学園襲撃に端を発した国立暁学園に纏まつわる騒動が絡んでいる。

　となれば、その競争率が跳ね上がることは必至だ。

　国内外の様々な人々が我先にと現地に駆けつけ、会場周辺は開始二日前から異様な熱気に包まれていた。

　そして、早々と現地入りしているのは観客たちだけではなかった。

　七星剣武祭に出場する選手たちの多くもまた、開会式よりも早く現地に集まり、提供された選手宿舎で羽を休めている。

　破軍学園代表団団長として校旗を預かった《落第騎士ワーストワン》黒鉄くろがね一輝いっきもまた、その一人だ。




「……うーん。なんだかすごい違和感だなぁ」




　瀟洒しょうしゃな調度品が並ぶ品のいいホテルの一室。

　アンティーク調の姿見の前で、一輝はそこに映った自らの姿に首を捻ひねる。

　彼の格好はいつもの制服ではなかった。

　暗い紺色こんいろの燕尾服えんびふくに同じ色の蝶ちょうネクタイ。靴も艶つやのある革靴で固めた、上から下まで気取った装よそおいだ。

　もちろんそれは一輝の趣味ではない。

　彼がこのような格好をしているのには事情がある。

　開会式を二日後に控えた今日。

　連盟の七星剣武祭運営委員会が、先んじて現地入りしている選手たちを招き立食パーティを開く。

　その催もよおしに出席するための正装を今一輝は選んでいたのだ。

　しかし、それは難航していた。

（さすがにシーンがシーンだけに普段着というわけには行かないんだけど）

　でも、どうにも礼服というものに慣れていないせいか、運営が貸し出してくれている礼服のどれを着ても、なんだかしっくり来ない。

　笑えてくるほどに似合っていない、と一輝には思えてしまうのだ。

（このとんがった髪がまずいのかな）

　そう思い、手櫛てぐしでいつも逆立っている髪を七三に整えてみる。

　その上で改めて姿見を覗のぞくと、

「あ、さっきよりはまだ似合う感じが──」

　したのだが、それも一瞬のこと。

　手櫛で整えた髪は『お前の言うことなど聞くか。俺おれは俺の道を往いく』とばかりに『ビンッ』『ビンッ』と勢いよく立ち上がり、再びもとの髪型に戻ってしまう。

「この強情ごうじょうっぱりめ」

　一体誰だれに似たんだか。

　そう恨みがましく呟きながら、一輝は燕尾服を脱ぐ。

（とりあえず、これは無し、と）

　最上級の礼装で、とりあえずこれを着ていけば間違いはないだろうと思ったのだが、ここまで似合っていないとマナーとして恥ずかしくなくても、自分の気持ちとしてアウトだ。

　そして色々悩んだあげく、

「やっぱりこのくらいが一番かな……」

　と、一輝は貸し出された衣装の中にある、ライトグレーのスリーピースを手に取った。

　ザ・無難ではあるが、個性を演出するだけのセンスも技量も無いのだから仕方がない。

　それに何よりもうパーティがはじまるまで時間も無かった。

　だから一輝は手早くスリーピースのスーツに着替え直す。

　と、そのときだ。

「お兄様。入っていいですか？」

　部屋の扉がノックされ、外から彼の妹であり、同じ七星剣武祭代表生の黒鉄珠雫しずくの声が聞こえてきた。

　自分があまりにも時間をかけているので、心配して見にきたのだろう。

　女性である珠雫よりも準備が遅いとは情けない話だと思いながら、一輝は「入ってきていいか」という珠雫の問いかけに、姿見で自分の今の格好を確認する。

　白のワイシャツのボタンはまだ全すべて閉じられておらず、胸板や腹筋が丸見えになっているが、下はちゃんとズボンを穿はき終えている。

　相手が女友達とかなら少し躊躇ためらう格好だが、血の繫つながった妹である珠雫ならば問題ないだろう。

　一輝はそう判断し、

「ああ、ごめん。もうすぐに用意できるから、入ってきていいよ」

　と、扉の外の珠雫に返した。

　その言葉と同時に扉が開かれ、

「失礼します」

　銀色の髪の少女・珠雫が部屋に入ってきた。──のだが、

「お兄様、こちらの用意はできまし──、た……」

　珠雫は一輝の姿を見るや、言葉を途中で詰まらせ、部屋の入り口で立ち止まる。

　まるで何かに驚いたように、翠みどり色の両目を見開いたまま。

　一体何に驚いているのだろうか、と一輝は一瞬首をかしげるも、すぐに彼の興味は他ほかへと移る。

　他とは珠雫の装いだ。

（うわ……すごいや）

　珠雫もまた、代表選手としてパーティに出席すべく、貸し出されたドレスを着用していた。

　光を反射しない高級感漂う黒地に、精緻せいちなレース地のフリルが花びらのようにあしらわれたビスチェ。

　ネックラインは両肩が全て露出するほどに大きく開き、雪のように白い肌と衣装のコントラストが眩まぶしい。

　ともすれば珠雫の幼い容姿には大人っぽすぎる装いだが、品良く施された化粧が普段よりも数段彼女を大人っぽくみせ、一切の違和感をかき消していた。

　おそらく……というか間違いなく、彼女の友人でありルームメイトの有栖院ありすいん凪なぎがコーディネートしたのだろう。

　まさに『淑女しゅくじょ』と呼ぶにふさわしい妹の美しい装いを、一輝は素直に賞賛する。

「月並みだけど……すごく綺麗きれいだよ。珠雫」

「はう」

　その瞬間、珠雫の顔色が真まっ赤かになり、「ぷっ」と小さな鼻の穴から鮮血を迸ほとばしらせて後ろに倒れた。

「し、珠雫ッ!?」

「キャー！　大変！」

　後ろ向きに倒れた珠雫の身体からだを、おそらく部屋の外にいたであろう有栖院が飛び出してきて、右手で慌てて支えながら反対の手にハンカチを握り、鼻血がドレスに落ちないようにすぐさま珠雫の鼻を押さえる。

「ど、どうしたんだ珠雫！　大丈夫かい!?」

　突然の妹の変調に一輝は驚き、駆け寄ろうとするも、

「あ、ああ、あっ」

　近づくほどに珠雫はぷるぷると身体を震わせ、その顔色とハンカチをますます赤くする。

　──まあ、無理もないことだ。

　黒鉄珠雫は実の兄、黒鉄一輝を一人の女として愛している。

　そんな大好きで大好きで仕方のない異性が、胸元をはだけさせた乱れた装いで自分のことを「綺麗だよ」などと言ってきたのだから、正直たまらない。

　着エロに男も女も違いはない。

　もっとも一輝本人はそんなことに全く気づかずに近づいてこようとするのだが、

「ちょっと一輝、これ以上近づかないで！　まず胸元をしまいなさいっ！」

　一輝とは違い、すぐに珠雫の気持ちに気づいた有栖院が一輝に待ったをかけた。

「え？　ええ!?」

「はやくっ！　ドレスが血だらけになっちゃうわ！」

「あ、うんわかった！」

　自分の何がいけないのか、一輝は全く気づいていなかったが、有栖院のものすごい剣幕に追い返され、慌てて自分の着衣を整える。

　そのおかげで、珠雫はどうにか落ち着きを取り戻した。


「はぁ、ハァ……、お見苦しいところをお見せしました。ですがお兄様……さっきのはすこしセクシー過ぎます…………」



「な、なんかよくわからないけどごめん。何を着ればいいか今一決まらなくってさ」

「お気に召さないのですか？　今のスーツ姿もとっても素敵だと思いますが」

「そ、そうかな。僕はなんだか無理して大人の真似事まねごとしてる子供みたいで落ち着かないんだけど」

「そんなことないわよ。一輝は良く鍛えてて肩幅がしっかりしているから、そういう服もよく似合っているわ」

　そう珠雫の後ろから有栖院も一輝の着こなしを賞賛する。

　だが長身で姿勢もよい有栖院のスーツ姿は、これでもかというほど板についており、まるでホストのようだ。いや本物のホストなど会ったこともないのだが、イメージ的に。

　だからそんな有栖院に『似合っている』と言われても、一輝は素直に喜べなかった。

　というかこの自分よりも背の高い友人は本当に一つ年下なのだろうか。

　経歴を偽いつわっているとのことなので、案外一輝よりも年上だったりするのかもしれない。

　そんなことを内心で考えつつ、一輝は有栖院の装いを指し尋たずねた。

「アリスもパーティに参加するのかい？」

「まさか」

　問いに、有栖院は首を横に振って否定を示す。

「あたしはもう代表選手じゃないもの。ただこれからかがみんと一緒に民間報道の人たちのパーティに出席することになっててね」

「もうすっかり日下部くさかべさんの助手ね」

「それだけの貸しがあるもの。仕方ないわ」

　珠雫の言葉に肩をすくめて返す有栖院。

　彼が言う貸しとは、少し前に起こった暁あかつき学園による破軍襲撃事件のことである。

　有栖院凪は元々暁学園の間者かんじゃであり、敵方の人間だった。

　特に加々美かがみに関しては、『幻想形態げんそうけいたい』といえど直接手にかけた過去がある。

　その償つぐないとして、今有栖院は学園新聞の記者である加々美の右腕としてこき使われているのだ。

　──だがまあ、それは加々美なりの優しさだと、一輝は確信していた。

　暁学園による破軍襲撃は徹底して『幻想形態』で行われた。それは彼らの背後に存在したのがこの国の総理大臣・月影つきかげ獏牙ばくがであり、彼に国民を傷つける意志がなかったからであるが、──しかし身体は傷つかずとも、心に残る恐怖という傷は消えがたい。

　現に同じ破軍代表だったはずの葉暮はぐれ姉妹は心を折られて棄権きけんし、また《風かぜの剣帝けんてい》の一撃を受けた東堂とうどう刀華とうかと、御祓みそぎ泡沫うたかたの二人は昏睡こんすい状態から未だに目を覚ましていない。

　極度の疲労による一時的な昏睡であり、命に別状がないことはわかっているものの、やはり当事者の一人であった有栖院は、生い立ち故の自分を過度に卑下ひげする性格も手伝い、非常に責任を感じていた。

　そんな有栖院を思い詰めさせないために、加々美は償いという名目をあえて与えているのだ。

　もっとも、有栖院もまた人の心の機微きびに聡さとい。

　そんな加々美の気づかいにも、彼は気づいているだろう。

　気づいてあえて、気づかぬふりをして加々美に償つぐないを続けるのは、

（……加々美さんがアリスにとって、素直に甘えられる相手、だからだろうなぁ）

　一輝は思う。

　少しずつ、また以前のような関係に戻れたら、それは素晴らしいことだと。

　と、そのときだ。

　ごーん、ごーん。と、部屋に備え付けられている柱時計が重く響く音を立て、鳴った。

　午後六時──パーティの時間を知らせる音だ。

「ああ、もうこんな時間だったのか。じゃあ行こうか珠雫」

「はい。お兄様」

「あ。ちょっと待って二人とも」

　珠雫と並び、会場へ向かおうとした一輝を有栖院が呼び止める。

　そしてなんだろうかと一輝が足を止めた瞬間、有栖院は持っていた電子生徒手帳のカメラで二人の姿を撮った。

「折角せっかくおめかししているんだもの。記念にね」

　言いながら有栖院は手早く手帳を操作して、珠雫と一輝のツーショットを二人の手帳に送信する。

　それを見た珠雫は、白い頰ほおを紅潮させて喜んだ。

「わぁ……ありがとうアリス。一生の宝物にするわ！」

（……一生かぁ）

　一方で一輝のテンションは低かった。

　やはりどうしても自分のフォーマルな格好は違和感がある。

　似合いすぎている珠雫と並ぶとことさら滑稽こっけいだ。

　こういうのも、もっと大人になればいい記念になるのだろうか。

　そんな複雑な気持ちを抱えながらも、




『暁はパーティには出てこないと思うけど、一応気をつけてね』




「ありがたく受け取っとくよ」

　写真と共に送られてきたメッセージに対して礼を述べ、会場へ向かって歩き出した。





◆◇◆◇◆






　パーティは選手宿舎であるホテルの最上階にあるレセプションルームで行われる。

　階段を上っていくような距離ではないので、一輝と珠雫はエレベーターを使い、最上階へと上る。

　その途中、珠雫は終始ご機嫌な表情で先ほどの写真を見つめていた。

「ふふ」

「そんなに気に入ったのかい？」

「はい。もう待ち受けにしちゃいました」

「しちゃったんだ……」

　一輝は苦笑いを浮かべ心に誓う。

　次もしこういうパーティに招かれる機会があったら、次は制服で出席しよう、と。

　もうこんな無理に格好つけた服は二度と着ないと。

「ステラさんに自慢できるかと思うと笑いが止まりません」

　誓った傍そばから、もう一度無理矢理着替えさせられる未来が見えた気がした。

「あまりステラを刺激しないでね……」

「それは約束しかねますね。そもそもこの場にいないあの人が悪いのですから」


「…………」



　この場にいない。

　そう、珠雫の言うとおり、実はステラはまだ大阪に着いていなかった。

　本来、破軍代表は今日にはもう現地入りを終えている予定だったのだが、時間ギリギリまで《夜叉姫やしゃひめ》との修行を行いたいと理事長・黒乃くろのに連絡があったらしい。

　暁学園が破軍学園を襲撃した折、ステラは暁学園の《風の剣帝》黒鉄王馬おうまに不覚をとった。

　それも、絶対の自信を誇る『パワー』の勝負で力負け。

　その事実は、ステラの自信を大きく傷付けた。

　今ステラは、その自信を取り戻そうと必死に足搔あがいている。

　おそらくは破軍学園で一番強い《夜叉姫》との修行を以もって、何かを摑つかもうと。

　だけど──

「お兄様、ステラさんはこの修行で強くなると思いますか？」

　珠雫がふと一輝に投げかけた問い。

　その声音には、どこか心配げな音色ねいろが籠こもっていた。

「もう七星剣武祭は二日後です。本来は疲労を抜く時期のはず。そんな時期にする付け焼き刃の修行に意味があるとは、私には思えません。確かに焦あせる気持ちは理解できますが……この判断は浅はかなのではないでしょうか」

　いや、心配げ、ではない。

　珠雫は真剣にステラのことを案じているのだ。

　彼女が無理な修行で体調を崩すのではないかと。

　肝心の七星剣武祭にベストコンディションで臨のぞめないのではないか、と。

「優しいね。珠雫は」

「なっ」

　その一輝の言葉に、珠雫は火がついたように顔を赤くしてそっぽを向く。

「べ、別にあんな人のことを心配してるわけじゃありません。ただ、お兄様はステラさんと戦うことを楽しみにしておられるようですから。だから気にしているだけです」

　心外だと反論する珠雫だが、それがただの強がりであることは明白だった。

　普段いがみ合っていても、二人の間に友情があることは一輝も理解しているところだ。

　しかし、それに触れられることをこの優しい少女は望まないだろう。

　だから一輝は、

「このギリギリになっての修行で強くなれるか、か」

　珠雫の問いかけに自分の見解を正直に返した。

「そうだね。厳しいと思うよ。なにしろ時間がなさ過ぎる。無駄に疲労をため込んで、肝心の七星剣武祭に臨のぞむコンディションを悪くしてしまうだけだろう」

　そう。一輝もまたステラの判断に珠雫と同じ懸念を抱いていたのだ。

　確かに短期間の集中修行で強くなる場合はある。

　あるにはある──が。

　それは、未熟な場合のみ。

　一輝は思う。何かを極めるとは、山登りに似ていると。

　麓ふもとから一合目までの道のりは、緩やかだ。走り抜けることができるほどに。

　それ故に、未熟な者は短期間に劇的に力を付けることができる。

　しかし。それが七合目、八合目になれば──別。

　山が山頂に近づくにつれ、その傾斜を厳しくするように、強さという頂いただきもまた、登れば登るほどにその傾斜を増す。

　同じ一歩。同じ１メートル。されど進む労力は比例上昇。

　何かを極めるとはそういうことだ。

「そしてステラは、未熟とはほど遠い」

　だからこそ、今以上に強くなることには相応の労力と時間が必要になる。

　それが一輝の考えだ。

　約一週間の集中修行。その荒行は、ステラの実力を考えれば……あまりに短すぎる。

「……です、よね」

　一輝の見解に、珠雫の眉まゆが僅わずかに下がる。

　自分でも無謀だと思っていたこと。

　それを信頼する兄から裏打ちされたのだから、当然だ。

「まったく。あの人は何をやっているんだか……」

　呆あきれたように、哀あわれむように呟く珠雫。だが──しかし、

「だけど。──それは並の人間なら、という話だ」

「え!?」

　一輝の見解には続きがあった。

　確かに無謀。自分ならこの選択はしない。できない。

　そこまでは一輝も珠雫と同意見だ。でも、

「《紅蓮ぐれんの皇女こうじょ》ステラ・ヴァーミリオンの潜在能力ポテンシャルで言えば、……彼女の今の実力は、一合目にも満たないはず」


「っ…………！」



　一輝は誰よりも知っている。

　才能とは不平等だと。

　個々の人間が持ちうる限界値には、大きな幅があると。

　その中でもステラは一級品だ。

　彼女が登れる山の巨大さ、雄大さは、自分たちとは比較にならない。

　それは雲を突くほどに高く、険しく、およそ自分たちの尺度で測れるものではない。

「なら、この一週間で爆発的に力をつけることは可能だ」

　誰よりもステラを愛し、ステラの近くに居た一輝だからこそ、彼はそれを確信していた。

　──彼女は必ず戻ってくる。

　以前とは比較にならないほどの力を付けて。

「それはきっと、二日後に彼女自身が証明してくれると思うよ」

「……そうであることを願いたいですね。私も……あの人とは一度戦ってみたいですから。調子を崩して消えられては拍子抜けです」

　そう、珠雫が少し明るくなった声音で返したとき、エレベーターは最上階へ到着した。
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　鉄の扉が開くとそこには二人のボーイが立っており、一輝たちをうるさくない自然な笑顔で出迎えた。

「破軍学園の黒鉄一輝様と黒鉄珠雫様ですね。この先がパーティ会場になっております。どうぞお進みください」

「ありがとうございます」

　礼を述べて、一輝と珠雫は臙脂えんじ色のカーペットの上を歩きながら、前方の扉へ向かう。

　その奥からは大勢の人間の話し声が重なり合ったざわめきが漏もれ聞こえてきていた。

　パーティはすでにはじまっているのだろう。

（この扉の向こうに……、各校の代表たちがいるわけか）

　ゴクリ、と喉のどを鳴らす一輝。

　その事実に、一輝の胸は高鳴った。

「嬉うれしそうな顔ですね。お兄様」

「……去年は憧あこがれることしかできなかった舞台だからね」

　先ほど話したように、ステラとの戦いも楽しみではある。

　だが、それだけではない。

　この扉の向こうにいる者たち。

　全国から選び抜かれた強豪。その全てが、Ｆランクの一輝からすれば格上だ。

　存分に自分の力を試せる相手。そんな者たちと戦えると思うと、たまらなく滾たぎる。

　気持ちが逸はやり、落ち着かなくなる。

　参加不参加が自由なパーティに苦手なスーツを着てまでやって来たのは、自分が戦うことになるであろう者たちの顔を少しでも早く、直じかに見ておきたかったからだ。

「ま、向こうの方はＦランクぼくなんて眼中にないだろうけどさ」

　何しろステラに王馬。Ａランクが二人もエントリーしている七星剣武祭だ。

　それは仕方がない。むしろ好都合と考えるべきだろう。

　敵は全員が全員、全国屈指。もともと地力の差がある。《落第騎士ワーストワン》の戦いとは、及ばぬ才能をどれだけ上手く使い、立ち回り、格上を討ち取るかにかかっている。

　向こうからこちらを見くびり、差を縮めてくれるならば結構な話だ。

　そんなことを考えながら一輝は、楽しげなざわめきが漏れ聞こえてくる扉を押し開き──




　瞬間、──自らの考えが誤りであることを知った。




　なぜなら、一輝が扉を開きパーティ会場に姿を見せた途端、

　全てのざわめきがピタリとやみ、何重もの視線が一輝の身体を貫つらぬいたから。

「ッ……!?」

　衝撃すら感じるほどの視線の束。

　もっともその注目も沈黙も束つかの間のこと。

　すぐにざわめきが戻ってくる。が──

『あれが《雷切らいきり》を倒した破軍の《落第騎士ワーストワン》か』

『さすがにいい雰囲気を纏まとっているわね。研とぎ澄まされた刃みたいに冴さえ冴ざえとしていて、とっても素敵』

『間違いなく全国クラス……それもかなり上の方だな』

『これだけ雰囲気もってりゃひと目で強いことはわかるだろうに。こんな騎士を留年させたなんて破軍の前理事長はマジで何を考えていたんだ？』

　ざわめきの中から確かに漏れ聞こえてくる会話は、先ほど一輝を貫いた視線がただの偶然でなかったことを物語っていた。

「へえ。さすがに全国クラスにもなると一目でお兄様の実力を見抜いてくるんですね」

　一輝の隣で珠雫が場の雰囲気を察し、嬉しそうに顔かんばせを綻ほころばす。

　対し一輝は、

（……見くびっていたのは僕の方、か）

　珠雫には気づかれない程度に、小さく苦笑する。

　油断してくれるかもしれない。

　なんて甘い目論見もくろみだったのだろうか。

　ここに居るのは全国から選よりすぐられ、なおかつ暁学園という巨大勢力の登場にも臆おくさずに残った猛者たちだ。

　ランクというステイタス一つに踊らされて、油断するような馬鹿ばかがいるはずもない。

　相手の実力など、一瞥いちべつの下に見極めることができる。

　ここではそれができて当たり前なのだ。

　そんな、学園での戦いとは明らかに異なる空気に触れ、一輝はいよいよ実感した。

（ついに、ここへ来たんだ）

　日本の学生騎士、その頂点を決する戦いの場へ。

　この場所なら間違いなく、自分の可能性を極限まで試せるに違いない。

　と、そのような実感に一輝が武者震いしていると、

「あっ！　お、お兄様！」

　突如、隣の珠雫が焦ったような声でスーツの裾すそを引いてきた。

「どうしたんだい？」

「あ、あれを！」

　ピッ、と珠雫が指さすのは、パーティの料理が並べられているテーブル。

　その前に立ち、誰かを捜すようにあたりをキョロキョロと見回している女性だ。

（あの人は……！）

　すぐに一輝も珠雫が驚いた理由を悟る。

　その女性の、様々な色の絵の具が散ったざんばらなブロンド。

　女性だというのに上はトップレスで、絵の具のかかった小汚いエプロンだけで大きな乳房を隠しているという常識的にあり得ない服装。

　忘れるはずがない。なぜならそれは、母校を襲撃してきた者の一人なのだから。

「暁学園の、《血塗ちまみれのダ・ヴィンチ》サラ・ブラッドリリーさん……！」

「まさかあれだけのことをしておいてパーティに来ていたなんて思いませんでしたね」

　確かに珠雫の言うとおりだ。

　暁学園の生徒はそのほぼ全員が《解放軍リベリオン》というテロ組織から派遣されている裏世界の実力者だ。

　月影総理と日本政府直々の情報操作により、その真実を知る者はごく僅かではあるのだが……、しかしそれを差し引いても破軍という一校を半壊させるという暴挙を行っておいて、こういった行事に顔を出すというのは大胆としか言いようがない。

　あの事件は破軍だけではなく七校全てに衝撃をもたらし、数多くの棄権者を出した。

　それ故に、破軍以外の学園のヘイトも決して低くないのだから（それを裏打ちするように、参加者たちは皆サラに近づこうともしていない）。

　だから一輝も暁がこの行事に出席するとは思っていなかったのだが──

（……不敵というか、肝きもが太いというか）

　と、そのときだ。

　キョロキョロとあたりを見回していたサラの視線が、ピタリと一輝の元で止まった。

　そして次の瞬間──

「えっ」

　あろうことか、サラは早足で一直線に一輝に向かってきた。

　ようやく見つけた、と言わんばかりに。

　そしてサラは一輝の目の前、息がかかる程の距離で立ち止まると、無言のままとても真剣な表情でじっと一輝を見つめる。

「じぃー」

（な、なんだなんだ!?）

「あの、僕に何か？」

　突然の接近に一輝は困惑する。

　サラの瞳ひとみは確実に一輝だけを映しており、彼女が自分に何か用があることは明らか。

　しかし自分とサラに接点などはなく、何の用なのかまるで予想がつかないからだ。

　一方でサラはそんな動揺する一輝の顔を見つめ──


「………………いい」



　無表情のままぽつりと呟くや、次の瞬間、一輝の肩や胸板を自身の手でぺたぺた、まるで持ち物検査でもするように触り始めた。

「うわっ、ぶ、ブラッドリリーさん!?」

「こ、こら！　貴女あなた突然なにをしているんですか!?」

「黙ってて。今集中してる」

　一輝や珠雫の驚く声にも耳を貸さず、サラは服の上から一輝の身体の輪郭をなぞる。

　相手はテロリスト。その上一度牙きばを剝むいてきた敵だ。

　無防備に身体を触らせるのは危険。

　それは一輝もわかっているのだが──

（すごい集中力を感じる……）

　どうにも、サラのこの行動からは悪意や害意といった負の感情は感じなかった。

　むしろ、邪魔するのを躊躇うほどに真剣な感情を感じる。

　だから一輝はサラを無理矢理引き剝はがしはせずに、躊躇いながらも彼女が何をそう真剣に確かめようとしているのか聞き出そうとし──

　次の瞬間、サラによってスーツの下に着ていたシャツを力任せに破られた。

「えええええッ!?」

「お、お兄様ァアッ!?」

　さすがにこれには一輝もサラから距離を取り、無理矢理晒さらされた胸板を庇かばいながら強く問う。

「何をするんだ、いきなり！」

　対し、サラは、

「……これなら文句なしに合格」

　やや熱ねつっぽく頰を染め、そんな意味のわからないことを呟く。

「ご、合格って一体なに!?　なんだかサッパリ話が見えないんだけど！」

「あの日……初めて会ったときから一目惚ぼれしてた。美しさと優しさを感じさせる一方で、確かな芯しんの強さを思わせる顔立ち。真まっ直すぐ背筋の伸びた綺麗な姿勢。……それになにより、この無駄に膨らむことなく合理的に鍛えられた逞たくましい筋肉の形……。どれもこれもとっても素敵。貴方あなたはまさに私の理想の男性」

「え、ええ!?」

　突然歯の浮くような賛辞を送られ、一輝は困惑する。

　コレは本当にどういう状況なのだ。

　もしかして自分は今、告白されているのか？

（ど、どうしよう、これ！）

　サラの熱の入った視線に見つめられ、一輝はたじろぐ。

　あまりに突然すぎて、どう切り返せばいいのかわからない。

　いや、一輝にはステラがいるのだがら答えは決まっている。

　決まっているのだが──

　サラの表情は怖いくらい真剣で真摯しんしで、いくら彼女が《解放軍リベリオン》の人間だとしても、これほど真っ直ぐな気持ちを『迷惑』とバッサリ切って捨てるようなことは一輝の性格的に躊躇いを覚え──

「だから貴方は私のヌードモデルにふさわしい。文句なしに合格」

　思いの外ほか、大迷惑だった。

「というわけで、今から私の部屋で脱いで欲しい」

「どういうわけだよ!?　いやだよ！　断るよ！　そもそもそんなオーディション受けた覚えないし！」

「ダメ。断るのを断る」

「わがままか！」

「どうしても脱いでくれないなら、力尽くで脱がすしかない」

　言うや、サラの全身から魔力の気配が猛たけり、両手に霊装デバイスである『筆』と『パレット』が具現する。

（ほ、本気だ、この人……ッ！）

　本気で、そんな理由のために霊装デバイスまでつかって自分の服を剝はぎに来るつもりだ。

　だがここはパーティ会場。

　戦闘騒ぎを起こすわけにもいかず、一輝はどう対応すればいいのか決めかねて狼狽ろうばいし──

「お兄様から離れなさい、この変態ッッ!!!!」

「あうっ！」

　瞬間、珠雫のドロップキックでサラの身体は横に吹っ飛んだ。

「お兄様！　大丈夫ですか!?」

　兄に襲いかかろうとしていた変質者を蹴けり飛ばし、兄を庇かばうように立つ珠雫。

　ただ蹴りつけるのではなく、身体全体でドロップキックなあたりがすごい。

　なんとも頼もしい味方だ。

　彼女の心配げな問いに、一輝は頷うなずきと共に答えを返す。

「うん。大丈夫。シャツのボタンがちぎれちゃっただけだから……」


「────ッ！」



　だがその答えを聞いた瞬間、ぞわりと、珠雫の総身そうみの毛が逆立った。

「……ゆるせない」


「し、珠雫…………？」



「私だってお兄様にシャツ破り押し倒しプレイとかしたことないのに……！」

　頼もしい妹は思ったより味方ではなかった。

　が、そんなちょっと微妙な心境になる一輝を尻目しりめに、珠雫は怒りのまま自らの霊装デバイスを顕現けんげんさせる。

「殺してやる！」

「うわああ！　珠雫ダメだって！　さすがにこんなところで霊装デバイスは不味まずいって！」

　事ここに至っては対応を躊躇っている場合ではなかった。

　一輝は素早く珠雫の背後を取り、彼女を羽交い締めにする。

　体重も軽く非力な珠雫にはこれを解くことはできず、ひとまず惨事は起こらなかった。が、

（うう、なんか周りの視線が痛い……！）

　まあこれだけ騒げば当然だが。

　着替える必要もあるし、一度帰ったほうがいいだろう。

　そう一輝が思い始めたときだ。

「ククク……。何の騒ぎかと思えばまたお前か。《血塗れのダ・ヴィンチ》」

　横合いから、ずいぶんと威厳を繕つくろったような大仰おおぎょうな抑揚を付けたソプラノボイスが耳に届いた。
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　声の先。視線を向ければ、そこには真紅しんくのドレスと眼帯を着けた少女と、彼女の背後に控える一人のメイドがいる。

　その二人にも、一輝は覚えがあった。

　他でもない。サラと同じく破軍学園を襲撃した者たち──

「君は確か、元廉貞れんてい学園の風祭かざまつりさん、でよかったかな？」

　その問いに眼帯少女は頷きを返す。

「ククク。そうだ、と言っておこう。その名とこの姿は次元管理局を欺あざむくための仮初かりそめだが……、我が真名は人間の口で発音できる言語ではないからな」

「お嬢様は『そうだよ。よろしくー』とおっしゃっています。そして申し遅れましたがわたくしはお嬢様の専属メイドを務めております、シャルロット・コルデーと申します。以後お見知りおきを」

「あ、これはどうもご丁寧ていねいに」

　風祭のあとに続き、一輝と珠雫に対し美しい所作で一礼するシャルロット。

　その自己紹介で一輝は、破軍襲撃時この少女だけ顔を見た覚えがなかったことに納得した。

　何しろ他の面子は他校で代表枠を取った生徒であり、加々美から写真を見せてもらっていたが、そもそもシャルロットはただの付き人であり、代表生どころか伐刀者ブレイザーですらないのだから。

「我が同胞が失礼した。《落第騎士ワーストワン》。この者、『美の女神ミューズ』に取り憑つかれている故、インスピレーションが湧わくと止まらなくなるのだ。悪気があってのことではないので許してやってくれ。《深海の魔女ローレライ》も刃を収めよ。勝負はすでに決しておる」
















「なんですって？」

　風祭の言葉に一輝と珠雫の二人は一緒に飛んでいったサラの方を見る。

　そこには絨毯じゅうたんの上で大の字になって伸びているサラがいた。

「もしかして、気絶してるのか……？」

「シャル。《血塗れのダ・ヴィンチ》を《転生の棺ひつぎ》へと運んでやるのだ」

「お任せを。……大丈夫ですか、サラ様。すぐにカプセルに連れて行ってあげますからね」

「きゅう～」

　シャルロットに抱き起こされるサラは目を回して、本当に気を失っていた。

　ドロップキックとはいえ、非力で体重もおそらくは七星剣武祭最軽量級であろう珠雫の一発で。

　裏の世界の実力者であろう者が。

　そう、あまりに予想外のサラの弱さに驚きの表情を隠せない一輝と珠雫。

　そんな二人に風祭は言う。

「《血塗れのダ・ヴィンチ》は芸術家であって戦士ではない。故にひ弱なのも仕方なきことよ。この会場に来る時も、地獄よりの亡者の手に足を取られ、白衣の天使どもに運ばれてきたほどだ」

「お嬢様は『サラさんは大阪に来たときも、歩道の段差に躓つまずいて骨折して救急車で運ばれてきたんだよ』と仰っております」

「スペ○ンカーか!?」

「故に二つ名は《血塗れのダ・ヴィンチ》という」

「自分の血だったの!?　ものすごい格好悪い事実を聞かされてしまった！」

「……《解放軍リベリオン》ってもしかして人材不足なの？」

　腕の中で珠雫が訝いぶかしげに呟くが、一輝も同じ気持ちだった。

　よくそんなことで七星剣武祭に出る気になったものだ。

　だがその二人の反応を──

「ククク。──それはずいぶんと的を外した考えだぞ」

《魔獣使いビーストテイマー》風祭凛奈りんなは嘲あざけるように笑う。

「確かに《血塗れのダ・ヴィンチ》は恐ろしくひ弱だ。しかしその現実が示すところは彼女の弱さではない。……そのひ弱さを踏まえてなおこの作戦に選ばれるだけの『力』を、彼女が持っているという事実なのだから」

「……っ」

「通常『芸術』とは精密か抽象的かの差はあれど、いずれもあの忌々いまいましき神が作り上げた『現実』という作品の贋作がんさくに過ぎぬ。だがあの者の『芸術』は例外だ。《血塗れのダ・ヴィンチ》の『芸術』は『現実』を淘汰とうたする。神などあの者の前では三流芸術家でしかない。……なめてかからんほうが身のためだぞ」

　風祭の言葉に、一輝も珠雫も思い出した。

　破軍が襲撃された折にサラが見せた、己の技の片鱗へんりん。

　あの暁の木偶でくは本物にしか見えなかった。

　あまりに本物であるが故に、その正体を見破れたほどに。

（……確かに、侮あなどれる相手じゃない）

　彼女の『芸術』がどう戦闘に生かされるのかは未知数だが、だからこそ不気味。

　警戒は怠おこたらないべきだ。

（特に僕は、ブラッドリリーさんと同じブロックだ）

　順当に行けば、三回戦で戦う可能性があるのだから。

　そう、サラの予想外のひ弱さに緩みそうになった気を締めていると、

「しかし《血塗れのダ・ヴィンチ》もさすがにいい趣味をしている。近くで見るとなかなか美しいな。《落第騎士ワーストワン》」

　ぴょん、と。

　小動物のような仕草で風祭が低い視点から一輝の顔を見上げてきた。

「え……っ」

「無駄に威圧的でないマスクも、そこからは想像もつかぬほどの強さも、我の好みだ。──なあ卒業したら我が家の執事しつじとならんか？　待遇は弾はずむぞ」

「くっ！　貴女も私のお兄様を狙ねらう気ですか！　許しませんよ！」

「いや許してくれても、さすがにテロリストの仲間入りをする気はないよ……」

「別に《解放軍リベリオン》になれというわけではないぞ。屋敷で我の身の回りの世話をしてくれるだけでよいのだ」

「騙だまされてはいけませんお兄様！　こんなの口実に決まってます。きっとお嬢様と執事という主従関係を利用していやらしいことをする気に違いありません。私ならそうします！」

（どうしよう。自分の妹がテロリストより危ない気がしてきた）

　まあそれはさておき、

「折角のお誘いで悪いけど、遠慮させてもらうよ。スーツとか苦手なんだ」

　風祭の勧誘を一輝はそう辞退した。

　もちろん、風祭が《解放軍リベリオン》というテログループの一員であることも理由の一つだが、

　それ以上に──

「むぅ……、でもお前の成績ではろくな就職は望めぬだろう。我が軍門に下れば一生食うに困ることにはならんぞ？」

「お嬢様。無理強むりじいはいけませんよ。一輝様が困っておられます」

　それ以上に、今まさに風祭に対して常識ぶった忠告をしたシャルロットが、勧誘の瞬間、今まで小揺るぎもさせなかった静かな表情を一変させ、親の敵を見るような妬ねたましそうな顔で自分を睨にらんできたからだ。

（あれ頷いてたら絶対いつか殺されてたよね……）

　どんなに待遇が良くても暗殺の危険がある職場は遠慮したい。

　しかし風祭本人は諦あきらめきれないのか、名残惜しそうに唇を尖とがらせて、

「むー。わかった。……でも気が向いたらいつでも連絡をよこすがよい。《落第騎士ワーストワン》のような有能な人材ならば、いつでも歓迎しよう」

　一輝に対して自らの名刺を差し出した。

　執事になる気はサラサラないが、差し出された名刺を突き返すのも失礼なので、一輝はそれを受け取り礼を述べる。

　そのやりとりを最後に、風祭はシャルロットと共に気絶したサラを連れてパーティ会場を後にした。

　一輝は三人の背を見送ってから、受け取った名刺を見て小さく苦笑する。そこには名前だけでなく、携帯番号からメールアドレス、さらには住所まで記載されていたからだ。

「まさかテロリストから名刺をもらうことになるなんて思わなかったな」

「確かに……風変わりな連中ですね。犯罪者のくせに平然とパーティに出てくるわ、脱がそうとしてくるわ、就職の斡旋あっせんをしてくるわ。……《解放軍リベリオン》はあんな変なのばかりなんでしょうか」

「まあアリスも相当変わってたしね……」

　あまりに一般的な『裏社会の刺客』とはイメージが異なる暁の代表者たち。

　ぱっと見の印象で実力の全てを判断するべきではないとわかりつつも、実害を被こうむったこともあって、もっと凶暴で恐ろしいモノを想像していたために、……やや毒気を抜かれた感は否めない。

　だが、二人のそんな感想に──

「あんな馬鹿どもと一緒にするな。不愉快だ」

　反論する声が後ろから届いた。

　やや怒気を孕はらんだ声に振り返ると、そこには趣味の悪い仮面で目元を隠した、長い黒髪の少女が一人立っていた。





◆◇◆◇◆






「まったくどいつもこいつもはしゃぎやがって。テメェがカタギじゃねえことの自覚が足りねェ」

　オペラ座の怪人のようなマスクで顔を隠した少女は、風祭たちが去っていったレセプションルームの入り口を見て苦々しく呟く。

　この少女が何者なのか、珠雫はすぐにはぴんと来なかったが、

「……君は、もしかして暁の多々良幽衣たたらゆいさんかな？」

　兄・一輝の言葉で遅ればせながらその正体に気づいた。

「ああ、あの夏だというのに防寒着を馬鹿みたいに着ていた変な人ですか」

　着込んだ防寒着のせいで顔は全く見えなかったが、言われてみれば身の丈がぴったり一致する。

　そう納得する珠雫に対し、多々良は不機嫌そうな声で、

「アタイが変なんじゃねェ。どう考えても公衆の面前でテメェの素顔を晒す殺し屋の方がどうかしてるだろうが」

（暁の人から初めて正論が……！）

　軽く衝撃を受ける珠雫。

　どうも前の二人と比べて、多々良は比較的まともな殺し屋（？）っぽかった。

　だけど──

「殺し屋だって認めていいの？　一応公おおやけには普通の学生ってことになっているのでしょう？」

　そう思ったことを素直に問いかけると、多々良は小馬鹿にするように喉で嗤わらう。

「ギギギ。お前らはもう《黒の凶手きょうしゅ》から聞いて知っているだろう。それに月影の情報操作はこの国の中においては完璧かんぺきだ。お前らがどれだけ騒ごうが、世間にゃ与太よたにしか聞こえねェさ。問題ねェよ」


「…………」



　返された答えに珠雫は眉根まゆねを僅かに吊つり上げる。

　それは多々良の言葉が言い返せない真実だったからだ。

　一応、暁の生徒たちがテログループ《解放軍リベリオン》からの傭兵ようへいであるという話は黒乃を通してしかるべき機関へ報告がなされたはず。

　だがその真実は世間に知れ渡らなかった。

　政府が本腰をあげて情報操作をしているせいでもあるが、何よりも『自分たちの国の首相がテロリストと通じている』というのは真実としては荒唐無稽こうとうむけいすぎたのだ。

　故に暁の生徒たちが《解放軍リベリオン》のテロリストであることを知り、なおかつ信じているのは、当事者である自分たちくらい。

　……真実を知る珠雫たちとしては非常に歯がゆい状況だ。

　敵の思惑に頭から爪先つまさきまではまったようなものなのだから。

　それだけでも気分が悪いというのに、あげつらうように言われれば不快になるのも当然のこと。

　そんな珠雫の表情の変化に対し、

「……キキ。まあそうおっかねェ顔すんなよ、黒鉄妹。おちょくるようなこと言って悪かった。こっちだって今日はオフなんだ。折角のパーティなんだからお互い楽しもうぜ」

　テーブルから皿に料理をいくらか取り分け、珠雫に差し出した。

　態度だけ見れば友好的。

　だが言葉の端々や口唇には隠そうともしない嘲りがある。

　そんな態度での、言葉だけの謝罪。実に気分が悪かった。

　だがこんな安い挑発に乗せられて嚙かみつくのは、それはそれで不愉快だ。

　ここはさっと流してしまえ。珠雫はそう判断し、

「どうも──」

　差し出された料理を受け取ろうとした、──その瞬間だった。

　手渡された皿が宙を舞い、大理石の地面に落ちるや音を立てて砕けた。

　何故か。

　横にいた一輝が、受け渡されようとしていた皿を手の甲で払い飛ばしたからだ。

「お、お兄様？」


「────」



　突然の兄の行動に驚き目を丸くする珠雫。

　いや珠雫だけではない。

　周囲にいた他の生徒たちも皆、突然の出来事に目を剝く。

　対し一輝は何も言葉を発さずに、サラや風祭たちと話しているときとは別人のような、鋭く冷たい光を宿した瞳で多々良を睨んでいた。

　一体なにがどうしたというのか。

　疑問に思った珠雫が払い落とされた料理に目を向け──

「こ、これは……！」

　一輝の行動の理由を知った。

　多々良が差し出した皿の上にあった骨付き鶏もも肉。

　その肉の中に、ギラリと輝くカミソリの刃が入っていたのだ。

　おそらくは落下の衝撃で肉を突き破って出てきたのだろう。

　こんなものが調理の過程で混入するはずがない。

　明らかな悪意を以て、何者かが仕込んだもの。

　そしてそんなことをするのは──、目の前のテロリストしかいない。

　一輝はそれに気づいていたから、料理を払い落としたのだ。

「なかなか刺激的なトッピングだね。多々良さん」

「ギギギ、もったいねえ。数種類のアルカロイドを配合した、ひと舐なめで象も殺せる毒付きの特別製だったのによぉ」

　多々良は一輝の刺すような視線に怯ひるむこともなく、肩を震わせて嗤う。

「見えないように仕込んだってのに。妹とは違ってカンのいい野郎だなァ」

「別に褒ほめられるようなことじゃないさ。そこまで『悪意』を振りまいていればね」

　返す一輝の言葉は謙遜けんそんではなかった。

　珠雫は気づかなかったが、──一輝は初めから理解していた。

　この多々良幽衣という女が、先ほどまでの三人とは違うことを。

　先ほどまでの三人は変わり者ではあったが『悪意』を感じさせることはなかった。

　しかし、多々良は違う。

　この女からは、およそ『悪意』以外の感情を微塵みじんもくみ取ることができなかった。

　そしてそんな女が珠雫に渡す食べ物を取り分けるときに、自分の身体をさりげなく動かして一輝と珠雫の視線を遮さえぎるスクリーンを作った。

　──なにかしていないはずがない。

　一輝はそう確信したからこそ、料理をたたき落としたのだ。

　そして結果は一輝の予測通り、案の定、だ。

「今日はオフなんじゃなかったのかい？」

「ギギギ。そうとも。オフだ。だからストレス解消に一人くらい殺っておこうと思ってなァ。ったく、もーすこしだったのになァ」

　多々良は悪びれる様子を微塵も見せず、むしろ自らの企たくらみを邪魔されたことに舌打ちする。

「まったくこんなタルい仕事は初めてだぜ。学園を襲え。でも一人も傷付けるなって？　アタイは他のバカどもとは違う。ガキのころからずっと殺しをやってきてんだ。そんなプロに『殺しちゃいけません』なんて仕事よこしてくんじゃねえよ。欲求不満でイライラすンだろうが……！　もう二日も待ってられねェんだ。今すぐにでもぶっ殺してェ！」

　牙のような歯を覗かせて不気味な笑い声を発する多々良。

　その右手にゆっくりと、禍々まがまがしい魔力が集まり形を成す。

　鮫さめの歯を思わせる獰猛どうもうな形をした刃が幾重にも連なったチェーンソー型の霊装デバイスだ。

『お、おい本気かよあの女……！』

『こんなところでおっぱじめる気か!?』

　多々良の場を弁わきまえない蛮行に、会場が響どよめきに満ちる。

　対し、一輝は何も言葉を返さずに、そっと珠雫を庇かばうように前に立つ。

　彼はもう理解していたのだ。

　多々良は、話してわかるような種類の人間じゃないことを。

　そしてなにより──

　妹にあんなマネをした人間を許しておけるほど、一輝も人間ができてはいない。

　だから一輝自身も多々良を迎え撃つべく、《陰鉄いんてつ》を構えようとし──




「やめとけや。《無冠の剣王アナザーワン》」




「っ！」

　突如、後ろから掛けられた声に全ての動きを止めた。

　いや、止められた、のだ。

　その声は、怒鳴りつけるわけでもなく、特別怒気どきを孕んでるわけでもない静かなものだった。

　だが、相手を否応なく従わせる強制力と圧迫感、そしてなによりも存在感を持っている。

　一輝は知っていた。

　直接その音を聞いたことはなかったが、幾たびもＴＶなどを通して聞いた声だからだ。

　そう、その声の主は──

「そない安い喧嘩けんかをするために、ここまで勝ち上がってきたわけやないやろ。なぁ？」

「……諸星もろぼしさん！」

　他でもない。

　前七星剣武祭覇者にして、《落第騎士ワーストワン》が一回戦で刃を交える相手──

　武曲ぶきょく学園三年、《七星剣王しちせいけんおう》諸星雄大もろぼしゆうだいだ。
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　肉食獣を思わせる、鋭く威圧的な視線。

　有栖院と同じく、身の丈１８０センチはあろうかという上背うわぜい。
















　そしてその身長に見劣りしない肉厚な筋肉を備えた、バンダナの似合う偉丈夫いじょうふ。

　それが日本の学生の頂点。諸星雄大だ。

　彼の一声で、殺伐さつばつとした空気は硬直した。

　見れば、一輝たちに近づいてきたのは、諸星だけではない。

　彼の背に従うように付いてきている男女が二人。

　共に諸星と同じ、スーツではなく武曲学園のモダンで特徴的な制服に身を包んだ二人を、一輝は当たり前のように知っていた。

　制服を微塵も着崩さず、襟えり元までしっかりと正した姿勢のいい眼鏡の男は武曲学園三年・城ケ崎じょうがさき白夜びゃくや。隣に立つ頰に絆[image: 創]膏ばんそうこうを貼り付けた、少年のようにやんちゃな瞳をした少女は同じく武曲三年・浅木あさぎ椛もみじ。去年の七星剣武祭の二位と三位だ。

　そう、一輝と多々良の間に割り込んだのは、去年の表彰台に登った三人だったのだ。

（なるほど……身体が硬直するのも無理はない）

　居並ぶ三人は、いずれも並々ならぬ雰囲気オーラを纏っている。

　この三人が側そばに居るだけで、レセプションルームそのもののが狭くなったと錯覚するほどの圧迫感を感じるのだ。

　こんな存在感を無視できるわけがない。

「しっかし殺すの殺さんだの物騒ぶっそうな女やのぉ。まあ七星剣武祭も目の前やし血が滾るんはわからんでもないが、……もうちょっと落ち着いたらどうや？」

　おそらくは少し前から様子を窺うかがっていたのだろう。

　諸星は一輝を責める様子は見せずに、高い視点から多々良を見下し、呆れたように忠告する。

　そして、それに追随するように、

「全くだ。こんな場所で霊装デバイスを抜くとは、品性を疑います。……まあ、下品な霊装デバイスの持ち主は品性も下劣ということですかね」

　後ろの城ヶ崎も多々良の行動を攻める。

　対し、それでも多々良は悪びれる様子を見せず、

「品性じゃ戦いはできねェんだよスカした坊や。なんなら身体に直接教えてやろうかァ？」

　手に持つチェーンソー型の霊装デバイスのエンジンを起動させ、回転する刃を三人に、──一番前に立つ諸星に向けた。

　しかし諸星はその行動にことさら冷めた視線を向け、




「そう賢さかしらに牙をちらつかせるなや。弱い犬にそっくりやで」




「……ッッ！」

　ため息をつくように告げられた侮蔑ぶべつ。

　それはもともと気性の荒い多々良の感情を沸騰ふっとうさせるには十分だった。

　多々良は引きつったような笑い声を上げ、

「ギギギ、クソガキがァ。……いいぜ。だったらアタイが弱よえェかどうか今この場で、」

　もはや『悪意』などではすまない、確かな殺意を発しながら諸星に向かって歩を踏み出し、

「──ッ!?」

　唐突に、

　諸星との距離３メートルほどの位置で、まるで感電したかのようにその歩みを止めた。

　その行動に……「ほぅ」と感心したようなため息を漏らしたのは、諸星だ。

「伊達だてにいちびっとるわけでもないな。せや、そこがワイの間合いの境界や。不用意に踏みこんどったら……コイツでズドン、やったで」

　見れば、諸星の手にはいつの間にか細長い黄槍おうそうが握られていた。

　真っ直ぐな刃の根本に虎とらの毛を模した飾りのついたその槍やりこそ、《七星剣王》の霊装デバイス《虎王とらおう》だ。

「テメェ、いつ抜きやがった……！」

　驚きの声を上げ、数歩後ろに下がる多々良。

　だが、驚いたのは彼女だけではない。側に居た一輝もだ。

（すごいな……）

　一輝の目を以てしても、いつ槍を顕現したのか見えなかった。

　それに何より、

（──まるで踏み込む隙すきがない）

　槍を構えているわけでもないのに、諸星の間合いには死角が存在しなかった。

　どこからどう踏み込んでも、確実に迎撃される。

　その未来がはっきりと、手に取るようにわかる。

（生で初めて見た。……これが噂うわさに聞く、《七星剣王》の《八方睨み》か）

　あの《雷切》の踏み込みすら許さなかった、絶対的な間合いの支配力。

　何処どこにいても、どこから仕掛けても真っ直ぐ眼光を向けられているような隙の無さを讃たたえ、諸星の眼光はそう称されている。

　これには多々良も踏み込みを躊躇わざるを得なかった。

　当然だ。諸星の間合いとはすなわち、日本一の学生騎士の間合いなのだから。

　……そして、




「がははははっ！　やれやれ今年の一年は、なまら威勢がええんでないかい？　結構結構！」




　騒ぎを聞きつけてやって来たのは、武曲の者たちだけではなかった。

　拡声器でも使っているのではないか、と思うほどの大きな笑い声と共に、一輝たちの頭上に影が掛かる。

　やって来たのは、目算２メートルは軽く超えるであろう身長と、１メートルに迫る横幅。くわえて学生には見えないひげ面を備えた巨漢。北の大地、北海道ほっかいどう・禄存ろくぞん学園の三年。前大会ベスト８の一人、《鋼鉄の荒熊パンツァーグリズリー》加我かが恋司れんじだ。

「でも食い物を粗末そまつにするのはだめだべさ。おらたち農家が美味おいしく食べてもらえるように一生懸命育てた鶏だ。美味しく食べてもらえんと報われんべさ」

　小学生リトルの頃ころ。たった一人で１００ヘクタール、──実に東京ドーム約20個分の農地を開墾かいこんしたという伝説を持つ加我は、そう言うや一輝が床にはたき落とした毒カミソリ入りチキンを巨大な手でつまみ上げて、

「あ、そのチキンは……！」

　一輝が止める暇もなく、骨ごと口に放ほうり込んだ。

　そして自らの強靱きょうじんな顎あごで肉はもちろん、骨もカミソリすら嚙み砕いてひと飲みにしてみせた。

「ガハハ！　象は殺せてもおらは殺せんみたいやね！　暁の！」

「ほ、ホントに人間かよコイツ……」

　猛毒を喰くらっても微塵も不調の兆きざしを見せない加我に、むしろ多々良の方が青ざめる。

　だが、多々良の驚きはこれだけでは終わらない。

「んふ♡」

「ッッ!?!?」

　唐突に、多々良の耳の裏に吹きかけられる吐息といき。

　その吐息に撫なでられて多々良は初めて気づいた。

　いつの間にか、自分が一人の女に抱きつかれているということに。

「はーい、いい子だからちょーっとジッとしてなさい。今診察中だから」

「ガアァ!!」

　ペタペタと、自分の身体をまさぐる女を多々良は腕を力任せに振るって振りほどく。

　実に素早い対処、──ではあるが、その顔色は驚愕きょうがくに染まっていた。

　多々良は《解放軍リベリオン》内の若手の中では名の知られた凶手だ。

　もちろんその実力は本物であり、彼女自身もそれを自覚している。

　そんな自分が、──いつの間にか組み付かれていた。

　パニックになって当然だ。

「な、何モンだ、テメェ……！」

「んふふ♡　これはこれは、元気な患者クランケねぇ。元気なのはいいことよ」

　焦りに声を震わせる多々良に対し、突如現れた白衣の女はぷっくりした唇に余裕の笑みを作り、

「だ、け、ど。思った通り血圧、体温ともに高めで興奮気味ね。身体も小さくて、お肌も荒れ気味で、栄養状態がよくないわ。ちょっと両手を出しなさい」

　そんなことを言った。

　その瞬間だ。

「テメェ、さっきからなに、を、お、おおっ!?」

　多々良の腕が本人の意志に反してチェーンソーを床に放り出した。

　さらには両手の平で丸い椀わんを作って、白衣の女に向けて突き出す。

　まさしく女に言われた通りに。

　そして白衣の女はその両手の椀に、

「カルシウムとビタミンＣ、あとは良質のコラーゲンをもっと取りなさい。それと、はい、これは私が調合した特性のアロマ香。睡眠前に焚たいて高ぶった気持ちを静めるのよ？」

　笑顔でザラザラと錠剤やカプセル、さらには可愛かわいらしいリボンで包装された小包を載せていく。

　もちろん多々良はそんなもの必要としていない。

　すぐにでも床にぶちまけてやろうとするのだが──

（う、うごかねェ!?）

「テメェ、アタイの身体に何をした!?」

「ん～？　んふふ♡　何を驚くことがあるの？　医者が患者クランケの身体を意のままにできるなんて当たり前じゃない～♪」

　脂汗を浮かべながら怒鳴りつける多々良に対し、女はどこまでもにこやかだ。
















　そんなやりとりを見つめながら、一輝は隣の珠雫に問う。

「珠雫。……彼女のことは知ってる？」

　問いに、珠雫は小さく頷いた。

「……ええ、もちろん。知っています」

　珠雫は全国の強豪をリサーチするような性格ではない。

　ここに居る者も、名も知らない者が殆ほとんどだ。

　だが、この白衣の女だけは別だった。

　学生にして日本一の医者。

　そして日本一の医者にして、全国レベルの騎士。

「廉貞れんてい学園三年──《白衣はくいの騎士きし》薬師やくしキリコ」

　この国で唯一、自分よりも上にいると珠雫ですら認めるしかない《水使い》なのだから。

「一年二年とずっと七星剣武祭には出ていなかったので、今年も出てこないものと思っていましたが」

「それよりさ、彼女が多々良さんに組み付いた時に使った技って、もしかして──」

「はい。お兄様の思っているとおり。……アレは間違いなく、私の《青色輪廻あおいろりんね》と同じモノです。──もっとも、私は自分の着衣までは気体化できませんが」

　そして、今多々良の自由を奪っている術がどういうものなのかも、珠雫には理解できなかった。

　もしかすると相手の血液に対して何かしらの干渉を行っているのか。

　そんな予測程度は立つものの、自分にはまだできない技術だ。

（この人と同じＤブロックというのは、少々気が滅入めいるわね）

　同じ水使いであり、かつ技巧派。

　となれば、その技量の優劣がそのまま勝敗に反映されることとなる。

　珠雫としては自分と当たる可能性がある三回戦までに負けておいて欲しい騎士だった。

　──そして、騒ぎに釣られてやって来た全国レベルの騎士たちの中には、一輝にとって懐かしい顔もあった。

「おい、女。テメェ、誰に断って《落第騎士ワーストワン》に手ェ付けようとしてんだ。あ？」

　人混みを割って現れ、乱暴に多々良の胸ぐらを摑み上げた金髪の男。

　かつて破軍学園三年の綾辻あやつじ絢瀬あやせの一件で刃やいばを交え、《神速反射マージナルカウンター》という神に与えられた才能で一輝を苦しめた貪狼どんろう学園のエース。《剣士殺しソードイーター》倉敷くらしき蔵人くらうどだ。

「倉敷君……。久しぶりだね」

「フン、テメェならここまで来ると思ってたぜ。あんときの借りはキッチリ返させてもらう」

　言うと蔵人は視線を摑み上げた多々良に戻し、

「俺だけじゃねえ。ここに居る全員がコイツとやることを楽しみにしてんだ。あんま勝手なマネしてっとハネちまうぞ」

　ドスの利いた声で忠告した。

　その言葉を肯定するように、全国屈指の強者たちが刺すような視線を多々良に向ける。

　これには気性の荒い多々良もたまらなかった。

　集まっているのは全員が全国ベスト８レベルの実力者たち。

　仕掛けるにはあまりに分が悪すぎる。


「────チッ！　放せよッ！」



　多々良は自由の利かない両手ではなく、足で蔵人を蹴りつけて彼の手を解く。

　そして、口元を苦々しい気持ちに歪ゆがませながらその場を後にした。

　そうするしかなかったのだ。





◆◇◆◇◆






　多々良がレセプションルームを去った後、一輝は周りに集まった一同に礼を述べた。

「ありがとうございます。皆さん。……もう少しで挑発に乗ってしまうところでした」

　頭を下げる一輝に対し、諸星は先ほどまで多々良に向けていたすごみを利かせた表情を一転。人なつっこそうな笑顔を浮かべて、

「かまわんかまわん。自分の妹を狙われたときたら、トサカにくるんは当たり前や。つーか、むしろよう抜かんかったなぁ。ワイやったらアイツが抜く前にこっちから抜いとったわ」

　だから気にするなと笑う。

　そんな諸星の横で城ヶ崎がやれやれとため息をついた。

「自慢することではないでしょうに……。雄ゆうは仮にもこの国で一番の学生騎士、全ての学生騎士の規範となるべき《七星剣王》なのですから、もう少し落ち着いたらどうですか」

「あはは。ホッシーはシスコンだからなぁ」

「誰がシスコンや！　んなもんアニキとして当然やろが！　それに連中が仕掛けてきたんは破軍襲撃と合わせて二度目やろ。仏かて三度しか我慢せんのや。人間様がなんで二度も我慢せなアカンちゅう話やん？　なあアンタもそう思うやろ、黒鉄」

「はは……。確かに、暁の人たちにはさんざんな目にあわされてばっかりですからね」

　襲撃事件について言及した諸星の言に一輝は同意の頷きを返す。

　しかし、

「でも、まあ恨みばかりというわけでもないですよ」

「うん？　どういうことや？」

「確かにろくでもない目にあわされて、およそ好意なんて持てはしませんが……、彼らの参入のおかげで普通なら刃を交えることは叶かなわないだろう世界の伐刀者ブレイザーと戦うことができる。その一点に関してだけは、まあ感謝してますよ」

　表だけではなく、裏も。

　本来ならば出てくることがないだろう世界の実力者たちを交えての七星剣武祭。

　それは、望ましいことだ。

　そうであるほうが、──純度が高い。

　この七星剣武祭という、最強の騎士を決める闘争の純度が。

　だから一輝は、その一点にのみ限り、暁の参戦を好意的に捉とらえていた。

　そんな一輝の言葉を聞き、

「……クク、ハハハハッ！」

　諸星は大きな声で笑い声を上げた。なぜなら、

「虫も殺さんような顔しておもろいこと言うやんか。奇遇やな。ワイもそう思っとった」

　そう。彼もまた一輝と全く同じ感情を共有していたからだ。

　今年の七星剣武祭は、やりがいがある、と。

　なぜなら諸星は前々から《風の剣帝》との死合いを望んでいたから。

　彼にしてみれば、王馬を引っ張り出してくれただけでも暁には感謝していた。

　しかし、

「まさかワイ以外にそんな血の気の多いことを考えとる奴やつがおるとはな」

　それも、実害を被った破軍の生徒が。

　普通、言える言葉ではない。

　だが、それを口にできるということは──

（つまりこの男は理解しとるちゅーことや……）

「しかし、普通なら刃を交えることも叶わない……ですか。やはり暁が非合法な世界の傭兵という噂は本当なのですね」

「さっきのちびっ子もちょっと普通じゃなかったしね。まったく好き勝手やってくれるで」

「どうでもええわそんなこと」

　ふと、暁の非合法性を知った城ヶ崎と浅木が零こぼした不満。

　それを諸星は素っ気なく一蹴いっしゅうした。

「連中が何モンだろうが、ワイらのやることは変わらん。なあ黒鉄」

　それから、一輝に水を向ける。

　対し、一輝は小さく頷いて、

「そうですね。敵に公正さや公平さを求めるのは、僕たち《騎士》のするべき事じゃない」

　人好きのする柔らかな笑みを浮かべながら、そう答えた。

　──それは、諸星が望む答えそのもの。

　彼の予感通り、一輝は理解していたのだ。

　自分たち《学生騎士》という存在の本質を。

　そう。《学生騎士》とはスポーツマンではない。

　いずれはこの国の防衛を担う戦士だ。

　そんな人間が相手の非合法性に腹を立てるなど、お門かど違いもいいところ。

　それを理解できていないうちは、どれほどの実力を備えていようと所詮しょせんはスポーツマンでしかない。

　本物の騎士には、絶対に勝てない。だが──

「敵とは本来、不公正なもの。戦いとは本来、不公平なもの。僕たち《学生騎士》の戦いはそれで当然。だから彼らが何者であろうと、どんな手段でこの大会に参加したのだろうと、僕たちには関係ない。彼らの非合法性に物言いをつけるのは、この大会を運営する大人たちの仕事。──僕たちはただ、相対する敵を倒して勝ち進むだけです」

　一輝はそれを弁わきまえている。

　だからこそ一輝は、綾辻絢瀬との試合でも、一人の友人として彼女の行動を嘆きこそすれど、『卑怯ひきょう』だと糾弾きゅうだんしたり、彼女の反則を告発し不戦勝を勝ち取ろうとはしなかった。

　一輝は不公平や不公正を嫌いはするが、──拒みはしない。

　敵に公正さを求めはしない。

　彼はスポーツマンではなく、『戦士』だから。

　そういった一輝の理解、度量を《七星剣王》諸星雄大は、僅かな会話で確信した。

　そして確信したからこそ、諸星は認める。

「くく……《雷切らいきり》が留年生に倒されたって聞いたとき正直残念やった。今年こそアイツの必殺技を完璧に攻略して完勝するつもりやったからな。しゃーけど……代わりにずいぶんと面白おもしろそうな男が上がってきたもんやで」

　この男、相手にとって不足なし。と──

「二日後、リングで会うのが楽しみや」

「そのときは、全力を尽くします」

　ぞわりと、闘志を漲みなぎらせて告げる諸星に、一輝もまた挑むような視線を返す。

　この邂逅かいこうで相手の度量を測っていたのは諸星だけではない。

　一輝もまた諸星と同様に、現《七星剣王》の度量を測っていた。

　そしてやはり同様の答えに行き着いた。

　──初戦は、おそらく死線となるだろう。

　確かな予感。不安と、──それを大きく上回る期待。

　互いに同じ確信を持ち、両雄は一歩も引かず見つめあい──

「あ、それはそうと、や」

　ふと、唐突に諸星が口調から緊張感をなくし、──一輝に指摘した。

「そろそろ着替えに戻った方がええんちゃうか？　おっぱい見えとるで」

「ぶっ!?」

　言われてようやく一輝は思い出した。

　自分が今、スーツで前を全開きにしているという恐ろしく変態的な格好をしていることに。

「それとも自慢の肉体を見せとんのか？　そういう趣味の人？」

「そ、そんなわけないじゃないですかあ！」

　からかわれた一輝は、慌てて胸元を隠しながら顔を真っ赤に否定する。

　そんな一輝のリアクションに周囲から笑い声が漏れる。

　その頃にはもう多々良によりもたらされたギスギスとした空気は何処かに消え去り、和やかなレクリエーションの時間が戻ってきていた。





◆◇◆◇◆






　レセプションルームの隣にある喫煙ルーム。

　その部屋から窓越しに、多々良たちが起こした騒動を眺めている男がいた。

　暗い色調の赤いスーツ。

　色の入った眼鏡の奥で瞳を細めるそのロマンスグレーの男は──

「ずいぶんと躾しつけのなってない生徒がおたくにはいるようですね。月影先生」

　そう。日本の現総理大臣にして、国立暁学園の責任者。月影獏牙だ。

　月影は自らの名を呼んだ声に振り返り、声の主の姿を認めるや喜ばしそうな声を上げる。

「おぉ。これはこれは。……滝沢たきざわ君じゃないか。久しぶりだねぇ」

　滝沢君。

　月影にそう呼ばれた破軍学園理事長・新宮寺しんぐうじ黒乃は、僅かに身体を震わせた。

　自らの旧姓を呼ぶその響きが、彼女が学生時代の月影そのままだったからだ。

　自分が憧れていた、あの頃のままの。


「────……」



　あまりに変わっていない恩師の姿。

　黒乃は動揺を落ち着けるために、煙草たばこに火を付け一服。

　その後に、訂正した。

「今は新宮寺です。先生」

「ああ、そうだった。結婚式で会って以来かぁ。どうかな。元気にしていたかい？」

「おかげさまで。出産も無事に」

「それはよかったよかった。なによりだ。うん」

　本当に嬉しそうに、黒乃の記憶よりも幾分皺しわの深くなった顔を綻ばせる月影。

　その表情は心から黒乃の息災を喜んでいた。

　それこそ、僅かな疑いの余地も存在しないほどに。

　だが、だからこそ、黒乃の表情は苦々しい色になる。

（──先生は、本当に変わっていない）

　この優しい声も、暖かい笑顔も。

　何もかもが、昔のまま。

　憧れていた……あの頃そのまま。

　それに、黒乃は戸惑いと同時に苛立いらだちを覚える。

　いっそ、変わっていてくれれば良かった。

　剝むき出しの敵意や害意を向けてくれたほうがよかった。

　それだったなら、

（……どうしてあの月影先生がこんなことを、なんて、）

　そんな疑問に苛さいなまれる必要なかったかもしれないのに。


（…………）



　だけど、黒乃はそんな自分の気持ちを押し殺して、

「私としては……こんな形で先生と再会することになるなんて、甚はなはだ不本意ですよ」

　あえて自分から、敵意の籠もった視線を恩師に向けた。

　そうだ。今の黒乃はもう彼の生徒ではない。














　破軍学園の長だ。

　自らの生徒たちを傷付けた暁学園の長は、黒乃にとって憎むべき敵。許せぬ相手。

　この事実は最早もはや揺るがない。

　ならばこんな茶番じみた世間話をする必要はない。

　必要なのは、確かめること。

　何故あのような行為に及んだのか。その真意を問いただすこと。

　黒乃は自らの役割を正しく理解していた。

　だからこそ、そのために立ち位置の見えない月影に変わって、黒乃は自らの立ち位置をしっかりと主張する。これに対して月影は、

「フフ。まあ、当然だね。怒って当然だ。何しろ私は君の学園を踏み台にしたのだからね」

　黒乃の敵意の正当性を認める発言をする。

　それはつまり、自分が取った行動が黒乃に対しての害であることを認めたこと。

　認めた上で、行ったという告白でもある。

　言質げんちを取り、黒乃はもう一歩確信に向かい間合いを詰めた。

「どうして、このようなことを？」

「会見で話したとおりさ。伐刀者ブレイザーは国防の要かなめ。だというのに今の日本はその育成の大部分を他国の機関に委ねている。ましてや免許の発行に至っては完全に向こうの権限。こちらでは発行はおろか失効すら自由にすることができない。そんな状態は……国家として健全とは言い難い。そうだろう？　だから私はそれを是正するために行動しているのだよ。この国を預かる者としてね」

　しかし黒乃の踏み込みに、月影は新しい言葉は返さなかった。

　いずれも以前の記者会見で述べられた事ばかり。でも──

「本当に、それが全てとは私には思えません。先生はまだ何かを隠している」

「まさかまさか。うぅん。……武曲学園のやり方を取り入れ、画期的な改革を行った新宮寺くんなら、私の画期的なやり方も理解してくれると思ったんだけどなぁ」

「残念ですが、先生の行動はおよそ私の理解の範疇はんちゅうを超えています。たしかに武曲学園は幕まくノ内うち理事長に変わってから独自の校風や校則を勝手に増やし、連盟が掲げる教育方針にない方法をとって大きな成果を上げています。そのために《連盟本部》に睨まれていることもまた事実でしょう。ですが、……それは全て常識の範囲内で行われていることです。先生の行動とは決して同じではない。テロリストを雇い入れるような、法すら逸いっした無法なやり方とは」

「はて、テロリスト？　何のことだかわからない、と、私の立場では言わなければならないのだがね」

　黒乃の強い否定に月影は困ったように笑いながら、何処までもしらばっくれる。

　やはり直接聞き出すのは無理か。

　そう、黒乃の心に諦めが芽生めばえ始めた時だ。




「でもね。『無法でいい』んだよ。間違った法を壊すには、無法の方がいい」




　月影が、ぞっとするような冷たい声でそう言った。

「……ッ！」

　そして、それだけで十分だった。

　黒乃も何も考えずにこの場所に来たわけじゃない。

　十分な予測と考察は立ててきた。

　月影が今回の行為に及んだその理由について、様々な可能性を巡らせてきた。故に、

「先生、貴方、……やっぱりそうなのですか」

　黒乃は理解できてしまった。

　今の月影の言葉。あえて無法を選ぶという姿勢の片鱗から、月影の本当の目的を。

　そしてそれが……自分が思い描く最悪の展開を示していることを。

「やっぱり、とは、どういうことかな？」

「……そもそも、初めからおかしな話なんですよ。伐刀者ブレイザー教育権の奪還。そのために国立学園を設立し、《解放軍リベリオン》のテロリストたちを生徒に見立て、七星剣武祭で活躍させ、国立学園の地位を揺るがぬものにする。これは──『伐刀者ブレイザー教育権の奪還』という目的を成す手段としてはあまりに回りくどすぎる」

　大体、『伐刀者ブレイザー教育権の奪還』自体は、連盟内での日本の立場を考えればそう難しいことではないはずなのだ。

　日本は世界第三位の経済大国。その経済力もさることながら、価値観の異なる宗教にも非常に寛容であり、異なる神を信仰する国々の間を取り持つ接着剤としての役割も果たしている。国際騎士連盟にとって最早欠かすことのできない国だ。

　だから本腰を入れて交渉すれば、『伐刀者ブレイザー教育権の奪還』程度はまず間違いなく通る。

　それを拒絶し、日本に連盟を脱退されることのほうが、連盟にとってマイナスなのだから。

　そう──

「『伐刀者ブレイザー教育権限の奪還』は交渉でどうにかなる範疇の案件に過ぎない。その案件に対し、一国の首相自身がテロリストと関かかわり合いを持ち、内乱じみた騒動を起こすなど、あまりに異常。案件のレベルに対して、行為が過剰すぎる。……私はずっとそれが気になっていました。だけど、今の言葉で確信しました。

　考え方の順序が、逆だったんです。

　つまり『伐刀者ブレイザー教育権限の奪還』という目的のために『無法』を行ったのではなく、

　先生は『無法』を行うために、『伐刀者ブレイザー教育権限の奪還』を口実として使った」

「……どうして私がそんなことを。何か理由があるのかな？」

「先生個人の動機はわかりません。それを推測できる要素はありませんから。

　ですが、ここまでくれば、この行動の理由は一つしかありません。

　先生は連盟側に交渉の場を作られることを嫌ったんだ。

　譲歩され、『伐刀者ブレイザー教育権限の奪還』という目的を果たしてしまっては、国際騎士連盟の中の日本として在り続ける道がついてしまう。そうなってしまうと、先生の本当の目的──日本と連盟の仲を修復不可能なほどに引き裂くという本当の目的が果たせなくなるから！」

　それこそが月影の本当の目的だと、黒乃は確信した。

　暁学園に《解放軍リベリオン》が嚙んでいることは、黒乃から連盟支部を通し当然本部まで話が行っている。

　となれば、当然連盟としても……もはや交渉の場を持つことも妥協することもできなくなる。

　それはテロリストに屈することになるのだから。

　月影はわかっていて、いやそうなることを望んであえて強硬手段を行使したのだ。

　本当の目的である、『日本と連盟の決定的な決裂』という結末へ持っていくために。

　そして、その黒乃の確信は──





「…………フフフ、さすが、滝沢君だ。君は昔からとても聡明だった」






　驚く程にあっさりと、肯定された。

　月影はまるで別人のように邪悪な笑みを浮かべ、

「そこまで言い当てられては隠すほうが恥ずかしいね。まあ大体滝沢君の予想通りだ。うん。私の最終目的は、国際騎士連盟とこの国の間に存在する関係を、決定的に断ち切ることにある」

「どうしてそんなことを……！　先生ともあろうお方が、何処かの国に買収でもされたのですか!?」


「まさか。私は買収などされていないとも。全てはこの国のため。…………日本はね、国際騎士連盟などという弱者の寄り合いに所属するべきではないのだよ。この国は独力で主権を維持し続ける力を有している。所属していても、他国の尻ぬぐいの手伝いをさせられるだけで、国益に繫がらないからね」




「…………ッ」



　月影の言葉に、黒乃は表情をいっそう険しくする。

　彼の言葉は、ある程度真実でもあるのだ。

　国際騎士連盟とは、すなわち国家同士の協力体制。連盟に所属する国が非連盟加盟国より侵略を受けたとき、兵力や物資の支援を迅速かつ円滑に行うためのパイプだ。

　その性質はいわば医療保険に近い。

　すなわち『戦争』という病が発症してからでなければ、その恩恵を受けることはできず、むしろ他国のために出資を続けることとなる。

　ベトナム、イラク、イスラエル──

　日本はこの半世紀、一度も他国と戦争を行っていないが、物資支援や派兵は幾たびか行わされている。その負担は決して軽くない。

　このことを指して、日本が割を食わされているという意見は民間にも根強い。

『脱連盟』を掲げる月影率いる現与党が半世紀の間に大きな力をつけたのも、こういった時代背景があってのことだろう。

　だから、こういった主張は黒乃としてもわからなくはない。

　わからなくはない、のだが──、

「……本気で考えているのですか!?　こんな資源にも国土にも乏しい島国が、中国、ロシア、米国の三大国の間で、一個の大国として独立を維持し続けられると、……本気で!?」

　黒乃にはとてもそうは思えなかった。

　確かに連盟に席を置き続ける負担は大きい。

　割を食っているというのも決して間違いではないだろう。

　だが、それでもこの半世紀、この国が連盟の傘に守られてきたことも事実だ。

　それを失ったときこの国がどうなってしまうのか。

　黒乃には想像できない。

　想像できないからこそ、黒乃は今のこの国、そして世界の構造を劇的に変化させようとする月影のやり方に恐怖した。

　だがそんな不安がる黒乃とは違い、月影は微塵の動揺も見せず、

「もちろんだとも。私は必ずこの国に、この国が持つべき栄光と版図を取り戻す」

　確信すら籠もった声でそう告げた。

「そのためには、手段を選ばない、と？」

「ああ。その通りだよ。その通りだとも。そのための暁学園だ。……暁学園は必ずこの大会を制する。そうすれば、もはや民衆は国際騎士連盟の支配を望まなくなる。私の計画は、もう止まらない」


「…………」




「フフ。理解できないといった表情だね。でもそれでも良い。別に理解してもらうつもりなんてないからね。何より思想の自由は国民の権利だ。批判するも良し。失望するも良し。…………だが、この国の首相は私だ。この国の行く先は私が決める。誰にも邪魔はさせない」



　巌いわおのような固く重い意志を感じさせる口調で言葉を括くくり、月影は備え付けの灰皿で煙草の火をもみ消す。

　そして、喫煙ルームの出口へ向かいながら、一言──

「事は一介の教育者ごときが差し出がましく口を挟むようなレベルではないのだよ。立場を弁えなさい」

　すれ違いざまに、出来の悪い生徒をしかるような声でそう黒乃に告げた。

　これを以て、黒乃は理解した。

　もはや道は分かたれたのだ、と。

　月影にはもはや留とどまる意志がない。遠ざかるやや硬質な足音がそれを物語っていた。

　そして、自分にもまた、彼を止められるだけの力も無い──

　だが──

「確かに、先生の野望はもう一介の教育者程度がどうこうできる事柄ではないのでしょう」

　黒乃は部屋を出ようとした月影に、振り返ることなく背を向けたまま、

「でもそれは、この大会で暁学園が優勝すればの話です。ならば私がどうこうするまでもなく、貴方の野望は打ち砕かれますよ。──私の生徒たちによって」

　自らの内にある確信を言葉にした。

　決して大きな声ではないのに、力強く響く口調で。

　対し月影はドアノブに手をかけたまま一瞬、動きを止め、

「期待しているよ。……暁のいい引き立て役となってくれることをね」

　一言、言い残して部屋を出て行った。




　こうして、新宮寺黒乃は月影が持つ真の目的を理解した。

　だが彼女は、この大会の最後まで今この場で知ったことを一輝たちに話すことはしなかった。

　話して、この国の命運を託すようなことはしなかった。

　なぜなら、こんなもの試合の裏で行われている賭かけごとと何も変わりはしないからだ。

（あいつらは、こんな汚い場外のやりとりや思惑などは、知らなくていい）

　ただ純粋に、自分たちのために戦ってくれればいい。

　そうすれば──きっと勝てる。

　かつてこの舞台を目指し、頂点で《夜叉姫》としのぎを削った黒乃だからわかる。

　暁がどれほどの実力者だろうと、彼らには決定的に不足しているものがある。

　それは、この七星剣武祭という舞台に懸けている情熱だ。

　それを持たずにこの戦いを勝ち残ろうなど、笑止千万しょうしせんばん。

　他の戦いの舞台ならいざ知らず、こと七星剣武祭に限っては、その情熱なしで勝利などはあり得ないのだから。
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　パーティの翌日。つまり、七星剣武祭しちせいけんぶさい開催の前日。

　一輝いっきと珠雫しずく、そして有栖院ありすいんの三人は夕食に向かうべくホテルのロビーに向かっていた。

　三人は七星剣武祭を前にした最後の晩餐ばんさんを外で取ることにしたのだ。

　そのキッカケとなったのが、昨日のパーティ会場であった一幕。

　一輝がサラに破られた服を着替えたあともパーティは一時間ほど続いた。

　そして宴うたげもおひらきに近づいたころ、一輝と珠雫に諸星もろぼしが声をかけてきたのだ。

『なあなあ黒鉄くろがね。明日の晩飯ばんめしもう何処どこで食うとか決まっとるんか？』

『別に決まってるわけじゃないですけど、ホテルのレストランで済ますと思います』

　特に考えていなかったのでそう答えると、諸星は露骨に顔をしかめ、

『そんなんあかんやろ。折角はるばる大阪おおさかまで来たんやから、その土地の名物を食っとかんと！』

『なるほど。でも大阪の名物というと何になるんですか？』

『まあ鉄板は粉モンやろな。たこ焼きもええけど、ありゃどっちかというと間食やからな。飯として食うならお好み焼きや』

『でもお兄様。お好み焼きなら私たち、東京とうきょうの嵐月らんげつで食べたことありますよね？』

『アホ！　そんなんリンカーンハットのちゃんぽん食って長崎ながさきのちゃんぽん食ってきました言ゆうとるようなもんやで！　その土地でしか食われへん味ちゅうもんがあるんや。……よし決めた。明日の晩飯はお好み焼きや！　ワイが大阪一美味いお好み焼き屋に連れてったる！』

『え、あの』

『じゃあ夕方五時にロビー出たとこで待ち合わせな！』

　──とまあ、このような一幕があり、あれよあれよという間に予定を立てられてしまったのだ。

「まったく恐ろしく強引な人でしたね。大阪の人というのはみんなああなのでしょうか」

「いやそんなことはないんじゃないかなぁ……」

「でもあたしにとっては嬉うれしいお誘いだったわ。あたし、お好み焼き食べたことないもの。だから折角大阪に来たなら一度は食べてみたいと思っていたところなのよね」

「そうだったの？　なら言ってくれれば良かったのに」

「さすがに明日に試合を控えてる二人を付き合わせるのは気が引けるわよぉ」

　普通はそうだろう。

　七星剣武祭はリーグ戦ではなくトーナメントだ。

　つまり一度負ければそこまで。全すべての試合に最高の集中力で挑む必要がある。

　その初戦を控えた前日は、大抵の選手がコンセントレーションに力を注ぐ。

　遊びに誘うのは控えるのが普通。

「でもまさか、その試合を控えている人間から誘いがあるなんて思わなかったわね」

　それも七星剣武祭二連覇という、一輝たち他ほかの参加者とはまた次元の異なるプレッシャーを受けているはずの人間が、よりにもよって明日戦う人間に、だ。

「本当、呆あきれるくらいの図太さですね。気まずいとかそういう感情は無いのでしょうか」

「あったらこんな誘いかけてこないでしょうねぇ」

「……まあ私は元々緊張とは縁のない人間なのでどうということはありませんが、お兄様は大丈夫なのですか？　お兄様は人が良いですから、断りづらいというのなら私がビシッと言いますけど？」

　尋たずねる珠雫の声が心配げなのは、一輝に前例があるからだろう。

　代表選抜戦の初戦。

《狩人かりうど》との対決で一輝は緊張でさんざんな立ち上がりだったから。

　珠雫としては、今日一日兄には誰だれにも邪魔されず、乱されず、来る決戦までの時間を過ごして欲しかったのだ。

　諸星に関しての言葉に棘とげが生えているのもそのあたりに起因することに違いない。

　だけど──

「大丈夫。確かに強引に決められた感じはあるけど、イヤならちゃんとイヤって言ってるよ」

　一輝は流されたわけではなく、自分が自分の意志でこの誘いに応じたと言った。

　そしてその言葉に噓うそはない。

「諸星さんの言うとおり、確かに折角東京からはるばる大阪まで来たんだから、美味おいしい名物は食べておきたいし……それに」

「それに、なんですか？」

「部屋で一人集中を高めるより、《七星剣王しちせいけんおう》と囲む食卓の方が楽しそうだしね」

　一輝は単純に興味があったのだ。

《七星剣王》諸星雄大ゆうだいという男個人に。

　強さだけならば、力だけならば、知る手段は多数あるだろうが、一個人としての《七星剣王》を知る機会など、そうそうない。

　彼が何を考え、何を志してこの道に生きているのか。

　触れてみたい。

《落第騎士ワーストワン》は一人集中を高めることよりも、その興味を優先したのだ。

「……図太さはこっちも良い勝負みたいね」

　有栖院が呆れたように言うのも無理はない。

　この男もまた、明日戦う相手といるのはちょっと気まずいなどという、初々ういういしい感情とは無縁だったのだから。

　そして三人がロビーからホテルの外に出ると、

「おーい。こっちやこっち！」

　ホテルの入り口、噴水の前で諸星がすでに一輝たちを待っていた。

「ごめんなさい。待ちましたか？」

　やや早足気味に駆け寄る一輝たち。

　そんな彼らに諸星は首を横に振り、

「いいや時間ぴったりや。ワイがせっかちやっただけやから気にせんでええよ」

　そう言ってから、何かに気づいたように視線を有栖院に向けた。

「ん？　そっちのカッコイイ兄あんちゃんはどちらさま？」

　有栖院は元代表選手で、一応顔写真は出回っていたが諸星はそれを記憶していなかったのだろう。

　パーティでは見かけなかった新顔に首を捻いねる。

　そんな諸星に珠雫が一歩前に出て、

「彼は有栖院凪なぎ。私たちと同じ破軍はぐん学園の同級生で私の友達です」

　有栖院の身分を示した。

「別に人数指定はなかったので声をかけたんですが、ダメでしたか？」

「いやいや全然かまわんよ。飯は大勢で食う方が美味いからな」

　諸星はにこやかにそう答え、

「まあワイのことは知っとるかもしれんけど挨拶あいさつしとこか。武曲ぶきょくの諸星や」

　有栖院に対して自分の名を名乗ってから、握手を求めるように右手を差し出した。

「ご丁寧ていねいにどうも。有栖院よ」

　丁寧な挨拶だ。断る理由もない。

　有栖院も自分の口で名乗り、差し出された右手に握手を返す。

　そして、すっと眼を細め、

「うふふ……口調は荒いけど紳士なのね。そういう男は好みよ？」

「はぁ!?」

　有栖院から向けられたねっとりとした視線に、諸星の肩がピクンと震える。

　まあ初対面の男に突然こんなことを言われては無理もない。

　彼はやや戸惑ったような表情で有栖院に問い返す。

「えっと……すまん。どっからがギャグなんや？」

「いやねぇ本気よ？　わたしは男の身体からだに生まれた乙女なの」


「お、おう……そ、そうなんか。大変やね…………」



「ふふ、さすが《七星剣王》ね。手もがっしりとして逞たくましい」

「うわぁあああお！」

　サワサワと、長く細い有栖院の指に右手の甲を撫なでられた諸星は顔を青くしながら飛び退のいた。

「あはは。初うぶな反応ねぇ。可愛かわいいわ～」

「アリス。あんまりからかわないの」

「ふふ。ごめんなさい。大丈夫よ諸星さん。冗談だから」

「え、……あ、あはは。そっかそっか。なんや冗談かい。オカマなんて生まれて初めて会おうたもんやからビックリしたで……」

「あたし、ノンケには手はださないから」

「……オカマなんは冗談やないんやね……」

（なんだか僕が初めてアリスと会った日のことを思い出すなぁ）

　諸星の反応を数カ月前の自分と重ねてみて、一輝は懐かしい気分を味わっていた。

（僕はもういい加減慣れちゃったけど、最初はビックリするよねぇ）

　しかしこのあたり諸星は一輝よりも適応力があった。

　彼は一つ咳せき払いを入れ、

「ま、まあええわ。オカマもノンケも食うモンに違いはあらへんやろ」

　そう気持ちを立て直すと、視線を一輝に戻し、尋ねる。

「……ところで《紅蓮ぐれんの皇女こうじょ》がまたおらんけど、まだこっちに来てないんか？」

「うん。もしかしたら当日に滑り込んでくるつもりなのかもしれない」

「そっかぁ。残念やなぁ」

　心底残念そうにため息をつく諸星。

　まあそれはそうだろう、と一輝は諸星の気持ちを理解した。

　自分が昨日、これから戦うことになる相手をこの目で見たくてパーティ会場に向かったのと同じだ。

　Ａランク騎士《紅蓮の皇女》。

《七星剣王》としては、ぜひ一度会っておきたい存在であったに違いな──

「よう食うらしいからぎょーさん金落としてくれると思って期待しとったのに」

「え？　諸星さん、今なんて……」

「あ、な、なはは！　なんでもないで～。こっちの話なんやで～」


「…………？」



　突然目を泳がせ挙動不審きょどうふしんになった諸星に一輝は首を捻る。

　彼は今何を小声で言っていたのだろうか、と。

　だが諸星はそれを深く考えさせないように、

「ほなもうええ時間やし、そろそろいこか。東京ほどやないけどこの時間の商店街は人が多いから、見失わんように付いてきてや～」

　一同に出発の合図を掛け、そそくさと歩き出したのだった。
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　会場の最寄り駅から電車で十分強で着く駅。

　四人はそこで電車を降り、諸星に導かれてアーケードを潜くぐり、商店街へ足を踏み入れた。

　その道すがら、

「あっ！　諸星や！」

「ホンマや、諸星のアホがおるで！　お前何してんねん！　今日試合ちゃうんか!?」

「アホはお前やこのクソガキ！　試合は明日やっちゅうねん！」

「星ちゃん！　今年も優勝期待しとるで！」

「席はとれんかったから現地にはいけんけど、商店街のそこら中にＴＶ置いてみんなで応援すっからな！」

「なははっ！　任せとけ任せとけ！」

「雄ちゃん。今からタクさんと雀荘じゃんそうで打つんやけど、一緒にどうよ？」

「あかん。今東京のお客さんを案内しとるとこやから、また今度な」

「星！　今年も優勝したら今度は大トロ握ったるで！」

「マジか！　オッサン今の覚えたからな！　絶対やぞ！」

「そんかわり負けたら鼻の穴にチューブわさびぶち込んだるから覚悟せぇよ！」

　諸星は老若男女、様々な人々に話しかけられていた。

　応援する者。喝かつを入れる者。からかう者──

　接し方は様々だが、その誰も彼もが表情に親しみを浮かべている。

「諸星さん、すごい人気者ですね」

　目の前の光景にあっけにとられたように珠雫が呟つぶやく。

「ステラさんが町を歩いても、ここまで騒ぎにはなりませんよ」

「まあステラは確かに人気がある騎士だけど、留学生だからね。地元人気ではやっぱり現役の《七星剣王》には勝てないよ」

　七星剣武祭という、全国放送もされる大きなイベントがある以上、学生騎士にも当然ファンはつく。

　学校内だけに留とどまらず、校外にも、だ。

　中でも七星剣武祭の覇者でもある《七星剣王》ともなれば、その数は別格と言っていい。

「それに七星剣武祭二連覇は前人未踏ぜんじんみとうの快挙だからね。それにリーチをかけてる地元の英雄に、みんな期待を寄せてるんだろう」

「ふふ、そんな地元の期待を一身に受けてもすこしも気負った様子を見せないあたり、彼もなかなかの大物ねぇ」

　全くだと一輝も同意する。

「本当にすごい人だと思うよ。──あんなことがあったのに、みんなにこんなに期待されて、そしてそれを受け止めきっているんだから」

「……？　お兄様。あんなこと、とはなんですか？」


「え。…………そ、そうか、珠雫は知らないのか……」



　珠雫からの問いに一輝は、しまったと顔をしかめる。

　一輝がポツリと漏もらした『あんなこと』とは、諸星の過去に纏まつわることだ。

　有名なエピソードで、別に隠すようなことではない。

　珠雫のように問い返してこなかったことから察するに、有栖院も知っているのだろう。

　それくらい有名な話。

　だが珠雫は他人に対して全くといっていいほど興味を持たない。

　ならば、知らないのもあり得ることだ。

　もしくは聞いたことはあっても興味がなく記憶していないか。どちらにせよ、

（どうしよう）

　この話、諸星の前で話していいものか。判断が難しい。

　彼にとっては苦い記憶かもしれない。

　だが幸い諸星は今ファンのエールに答えている途中だ。

　だから一輝はなるべく声を小さくして、隣の珠雫に諸星の有名なエピソードについて話す。




「実は、諸星さんは小学生リトルの時に一度、『引退』してるんだよ」




　それは諸星が小学六年生の時のことだ。

　当時から《浪速なにわの星ほし》の二つ名で全国にその名を轟とどろかせていた若き英雄は、最後の決勝トーナメント開幕を目前に、悲運にも電車の事故に巻き込まれて大怪我おおけがを負ったのだ。

「その怪我は再生槽カプセルを用いても重い障害が残るほどのものだったらしくてね、医者からは二度と歩けないとまで言われたそうだよ」

　魔力で身を守ることができる伐刀者ブレイザーは、基本的にこういった事故には強い。が、限度はある。

　電車の脱線事故などという規模の大事故では、魔力の守りなんてあってないようなものだ。

「当然そんな身体からだで戦うことなんてできない。《浪速の星》は最後のリトルリーグを棄権きけんし、そして同時に戦いの世界から身を引かざるを得なかったんだ」

「そんなことが。でも……今は普通に歩けて、戦ってもいますよね？」

「うん。そうだね」

　一輝たちの前を行く諸星。その足取りに危なげなところはない。

　いやあるはずもない。彼は去年の七星剣武祭を征した英雄なのだから。

　つまり──

「つまり彼は、再起不能といわれた故障をリハビリで克服して、カムバックしてきた選手なんだよ」

《七星剣王》諸星雄大は、栄光の道をただ真まっ直すぐ進んできた男ではない。

　それどころか、一度どん底にまで落ちたことがある男なのだ。

　そして四年という長い月日を掛けて、この戦いの舞台に返り咲き、去年ついにその頂点に立った。

　彼が歩んだ道程は、およそ平坦とはほど遠い。

「並じゃない。並の人間にできることじゃないよ」

「……確かに、そうですね。再起不能レベルの怪我を克服するなんて……」

「いや、それもあるけど、そこだけじゃないよ。珠雫」

「え？」

　再起不能レベルの故障を克服することもすごいと言えばすごいが、そうじゃない。

「何よりもすごいのは、この目の前の光景だ」

　言って一輝は、諸星に笑顔で話しかける地元の人間たちを一望する。

「この場にいる人たちは、誰も諸星さんの敗北を恐おそれていない。誰一人として、身体の調子はどうだ？　なんて気遣うような言葉を投げたりはしていない。そこにあるのは、──絶対的な信頼だ」

　彼らは皆微塵みじんも疑っていないのだ。

《浪速の星》が完全復活を遂げたことを。

　一度再起不能になりながらも、心配すらさせないほどの信頼を築く。

「それは……真っ直ぐに頂点に上り詰めるよりも遥はるかに難しく、すごいことだと僕は思うよ」

　機会があれば一度聞いてみたいものだと、一輝は思う。

　何が諸星にそこまでさせたのか。

　彼を突き動かす核。心の芯にある原動力を。

　それはきっと、諸星の強さに直結する要素のはずだから。

　──そう一輝が意気込む傍かたわら、珠雫は深いため息をついた。

「はぁ……そして、そのすごい人が初戦の相手というわけですか。お兄様は本当に運がありませんね。前世でよほどの罪でも犯したのでしょうか」

「出来の良い妹と可愛い彼女がいることで運を使い果たしているんじゃないかしら」

「まあそれなら運の使い道としては納得できるから全然構わないんだけどね。──ん？」

　と、ここで唐突に一輝だけが歩みを止めた。

　行き交う人混みの中から、うなじに視線を感じたからだ。

　それも、睨にらみ付けるような強い視線を。

　その感覚に一輝は歩を止め、振り返る。

　だがすでにその視線は途切れ、気配は夕刻の賑にぎわいに流され追えなくなっていた。

「お兄様？　どうしたんですか？」

「……いや、なんでもない」

　珠雫にそう返して、一輝は遅れた分を早足で詰め、三人に合流する。

　気のせいというわけではないはずだが、追えない以上気にしても仕方がない。

　と、そんなことをしているうちに、一行は商店街を抜け──

「ここやここや。みんなついたでー！」

　目的の店に到着した。

「ここが大阪、いや日本一のお好み焼き屋、『一番星』や！」
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　諸星に案内された店は商店街を真っ直ぐ突っ切った先にあった。

　入り口に『一番星』と書いた赤い暖[image: 簾]のれんを掛けた、木造二階建ての古民家。

　おそらく一輝たちが生まれるよりも、いや、一輝たちの親が生まれるよりも前からずっとずっとこの場所に建ち続けているのだろう。

　黒ずんだ木の壁面からはどこか威厳すら感じる。

「……なんだかすごく風格のある店構えだね」

「なはは。オンボロって素直に言えばええんやで。まあ大正たいしょうからずっと続いとる店やから見た目はしゃーない。もっともその頃ころはすき焼き屋やったらしいけどな」

「でもあたし、こういう古い日本の建物って好きよ。なんだかノスタルジックで素敵じゃない？」

「アリス外国人じゃない」

「た、たぶん日系だと思うからいいのよっ！　たぶんだけど！　……って、あらこれは？」

　ふと、有栖院が『一番星』の建物の一点を凝視する。

「ん？　どうしたのアリス」

　一体何を見つけたのだろうか。

　気になった一輝は有栖院の視線を追う。

　彼の視線の先は入り口の脇わき。そこにあったのは、錆さびた郵便ポストと表札だ。

　そして表札には──『諸星』の文字。

「え、『諸星』って、……じゃあもしかして、ここ諸星さんの家なんですか？」

　問いかける一輝に、諸星はしまったという表情を作る。

「あーあ。バレてもうたか。店に入るまではナイショにして驚かせよう思ってたんやけどなぁ。まあでもバレたならしゃあないわ。せや。ここワイの実家やねん」

「ていうことは自分の店の客引きをしてたってわけ？　ぬ、抜け目ないわね～、貴方あなた」

「なははっ。そらそうや。ワイは浪速の商人でっせ」

　目を剝むく有栖院にあっけらかんと笑いながら開き直る諸星。

　商魂たくましいとはまさにこのことだった。

「せやけど家うちのお好み焼きが一番美味うまいのもホンマやから安心しぃ。はるばる遠方から来てくれたお客さんに不味まずいモンはださへんよ。自分らは美味しいお好み焼きが食えて幸せ。ワイは家に金が入って幸せ。二つの幸せで万々歳やん？　それって素敵やん？」

「なんか恐ろしくうさんくさい語尾でとんでもなく都合のいいこと言ってるんですけど、信用して大丈夫なんですかこの人。今からでも他の店を探した方がいいんじゃないですか？」

　訝いぶかしげな表情になる珠雫。

　その気持ちもわからなくはないが──

「でも他に当てもないことだし。いいんじゃないかな」

「まあ、お兄様がいいのなら私は構いませんが」

「じゃあ早く入りましょう。外にもいい匂においが漂ってきてるもんだから、あたしお腹空いちゃったわ」

「ほな決まりやね」

　一同の同意を得て四人は暖[image: 簾]を潜る。

　そしてやや立て付けの悪い引き戸をガラガラと押し開け中に入ると──

「おっ」

「わぁ……」

　ふわりと、実に香ばしいソースの香りが鼻腔びこうをくすぐった。

　外で嗅かぐよりも何倍も濃い、食欲を刺激する香りだ。

　これには普段あまり食べ物に対して執着を示さない珠雫も、うっとりと本音を漏らす。

「これは、美味しそうな匂いですね……」

「ホントね。それに、結構繁盛もしてるみたいよ」

　有栖院の言う通り、店内は夕食には早い時間だというのに大変な賑わいだった。

　ほぼ全てのテーブル席が埋まり、あちこちから注文を取る声が上がっている。

　これだけ繁盛しているのだから、大阪一かどうかはともかくとして、不味いということはないだろう。

　──と、そのように一輝たちが店内に立ちこめる香ばしい香りに心奪われる中、

「おーいオフクロ！」

　諸星は喧噪けんそう渦巻うずまく店内によく通る声を発する。

　すると鉄板の前で大量のお好み焼きをひっくり返していた中年女性が顔を上げ、諸星によく似た鋭い目を丸くした。

「あれ、アンタなんでここにおるん？　大会が終わるまではホテルじゃなかったん？」

「大好きなオフクロの顔を見にもどってきてん」

「きっしょ！　冗談でもやめぇや！　サブイボが立つわ！」

「そこまで言うか!?　ホンマ孝行甲斐こうこうがいのない親やで」

「ウチは生涯現役や。自分でひりだしたガキの世話になんかならんよ」

「んなうんこみたいな言い方すんな！　ここ飯屋やぞ！」

「クソガキなんやからしゃーないやん。ねえみなさん」

　そのやりとりに客たちが笑い声を上げる。

　飾らない、なんとも大阪の下町らしい雰囲気だ。

「で、実際何しにかえってきたん？」

「そのホテルで知り合った東京の人らを案内してきたんや。折角大阪に来てくれたんやから、大阪で一番美味いお好み焼き食べてもらいたいやん」

　そう言うと、諸星は親指で後ろに居る一輝たちを指す。

「ああそういうこと」

　諸星の母はそのやりとりで大方の事情を察したようだ。

　彼女は作業の手を止め、汗だくの顔に親しみのある笑みを作る。

「いらっしゃい。雄大の母です。遠路はるばるお疲れ様」

「あ、ご丁寧に、どうも」

「大阪で一番美味いかはわからんけど、おばちゃん気合い入れて作るから期待しとってや」

「はい。楽しみにしてます」

「でもなんかえらい込んでるな今日。席あいとる？」

「ああ丁度テーブル席が一つあいとるから、そこ座ってもらおか。

　──小梅こうめ～。お客様をテーブル席にご案内して～」

　店内に指示を出す諸星の母。

　その声に反応し、一人の和服にエプロンを着けた少女が小走りで一輝たちのもとへ駆け寄ってきた。

　店員と言うには若すぎる、見た目、中学生くらいのおかっぱ頭の少女だ。

「あら可愛い子。もしかして貴方の妹さんかしら？」

「ああ。妹の小梅や。ワイと違って伐刀者ブレイザーやないけどな」

　有栖院の予想を諸星が肯定こうていする。

　こちらは母親と違ってあまり諸星とは似ていない。もしかすると父親似なのかもしれない。

「小梅。お客さんたちを端のテーブル席へ案内してあげて」

　母の指示に諸星雄大の妹・小梅はこくりと頷うなずき、一輝たちの前に出る。

　そして一輝と目を合わせた瞬間──


「…………！」



　小梅は大きく目を見開き、無言のまま驚きの表情と戸惑いの表情を作った。

（ん？）

　一体どうしたのだろうか、と一輝が首をかしげると、横から諸星がフォローを入れてきた。

「ワイの明日の対戦相手が来たもんやからびっくりしたみたいや」

「ああ、なるほど」

　だが驚きは一瞬。小梅はすぐに営業スマイルを立て直す。

　このあたりはさすが、商売人の娘だ。

　彼女はぺこりと綺麗きれいな所作しょさで一礼すると、和服の深い袖そでからスケッチブックを取り出し、

『いらっしゃいませ♪』

　ニッコリと暖かい笑顔でスケッチブックをめくり、そこに書かれた丸っこく可愛らしい文字を一輝たちに見せてきた。

「えっ……」

　その予想外の行動に一輝はもちろん、後ろの二人も顔に戸惑いを浮かべる。

　まあ無理もない。自分の口ではなく筆談で挨拶してくる店員なんてそうそういない。

　だから諸星もこの反応を予測していたのか、横合いから素早く補足する。
















「気にせんでええよ。ちょっと口がきかれへんだけやから」

「ああ、だから筆談なんですか……」

「そいうこと。別に身体を悪くしとるわけやないよ。精神的なもんらしいわ」

　気づかうような一輝の口調に、諸星は大したことじゃないと明るい声で返す。

　そして小梅自身もスケッチブックに、

『あたしはお淑しとやかやねん』

　そんな茶目っ気のある言葉を記してきた。

「よう言うわ。このじゃじゃ馬が」

　兄におでこをコツンと指先で突かれ、小梅は楽しそうに表情を綻ほころばせる。

　口がきけない。突然そう聞かされたときはさすがにどう接したものか困惑したが──、二人の楽しそうなやりとりを見たら自然と笑みがこぼれた。

「仲が良いんですね」

「まあたった一人の妹やからな。可愛いモンやで」

　と、そのとき背中につんつんと突かれる感触。

　なんだろうと振り返ると、

「たった一人の可愛い妹です」

　珠雫がなんだかよくわからないことを主張していた。

（……で、僕にどうしろと言うのだろう）

　わかりかねたのでとりあえず諸星のマネをしておでことツンと突くと、


「～～～～っっ」



　珠雫はむず痒がゆそうに、しかしとても嬉しそうに顔をくしゃりと綻ほころばせた。

　……もしかして諸星兄妹に張り合ったのだろうか。

　珠雫の考えていることを読むのはなかなか難しい。

「しかし、なんやな。早くに来たつもりやのに今日ホンマにこんどるな」

　店内の様子を一望した諸星がポツリと漏らす。

　その呟きに小梅は素早くペンを動かし、

『七星剣武祭を見に地方から来た人やね。今日は初めて見る人が多いよ』

　今日の店の状況を簡潔に記した。そしてそれを見て諸星は決断する。

「さよか。……うーん。これはワイも入った方がええな。みんな案内するだけですまんけど、ちょっと忙しそうやからオフクロの手伝いしてくるわ」

「あら。一緒に食べないの？」

「そのつもりやったんやけど、ちょっと人が多いからなぁ」

　確かに、店内はそれなりに広いにもかかわらず、空いている席は殆ほとんどないような状況。

　鉄板も隅から隅まで大稼働して白煙を上げている。

　傍はたから見ても忙しそうだ。

「わかりました。僕たちのことはいいので親御さんを手伝ってきてあげてください」

　諸星と話ができないのは少し残念だったが、こんな状況で付き合わせるのも心苦しい。

　そう気遣いを示した一輝に諸星は小さく頭を下げる。

「すまんな。こっちから誘ったのに。注文は小梅に言ってくれたらええから。今日はワイの奢おごりやさかい、なんでも好きなん頼んでくれてええよ」

「あれ、客引きじゃなかったんですか？」

　目を丸くして尋ねる珠雫に、諸星はいたずらが成功した少年のような笑みを零こぼす。

「冗談に決まっとるやん。関西人が笑いながら話すことを本気にしたらあかんで自分」

　どうも今までのことは全て冗談で、諸星は初めから一輝たちに奢るつもりだったらしい。

　しかしそれは──

「さすがに悪いですよ。自分たちで払います」

　昨日会ったばかりの殆ど初対面の人間にそこまでしてもらうのは気が引ける。

　だから一輝はそう言って躱かわそうとしたのだが、

「ええんや。別に高いモンでもないしな」

「いやでも」

「ええ言うとるやろ。ワイは三年の先輩やで。先輩の言うことはきかなあかんで」

　と……なんだかんだで、結局押し切られてしまった。

　諸星は色んな部分が強引な男だった。

「じゃあ小梅、あとは頼むな」

　こくりと頷く妹に一輝たちを任せ、諸星は額のバンダナを締め直して焼き場に向かう。

　それを見送るや小梅は一輝たちに再び向き直り、

『ではお席のほうご案内します～』

　ぺらりとスケッチブックを捲めくりメッセージを表示した。

　どうもよく使う言葉はあらかじめ書いてあるらしい。

　そして三人は小梅に店の奥のテーブルへ案内された。

『こちらのテーブル席にどうぞ♪』

「ありがとう」

　お礼を言って一輝たちは席に着き、各々適当に注文を伝える。

　それをスケッチブックに書いて間違いがないか確認してから、厨房ちゅうぼうに戻っていく小梅。

　彼女の背を見送り、後はメニューの到着を待つだけだと、三人が身体をリラックスさせた。

　──そのときだ。




「なーんや。じゃあホンマにキリコさんは諸星とできてるわけやないんや」

「だからそう言ってるでしょ～。そもそも全然好みのタイプじゃないもの」




　そんな会話が、後ろの席から漏れ聞こえてきた。


　二人の女性の声。ウチ一つは…………一輝にとって昨日聞いたばかりの声だった。



　まさかと思い、一同同時にそのテーブルに目を向ける。

　と、向こうもまた一輝たちの存在に気づいたのかこちらに顔を向け、

「え？」

「あ──」

「あらあら」

　五人の視線が同時に交わった。そこにいたのは予想通り──

「薬師やくしさん！」

《白衣はくいの騎士きし》薬師キリコと、強化合宿に来ていた武曲ぶきょく学園新聞部の八心やごころだった。
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　予期せぬところでの予期せぬ意外な再会。

　大会会場の側そばやホテルのレストランならともかく、同じような粉もの屋がひしめく大阪の中心部で他校の七星剣武祭代表生に会うことになろうとは。ものすごい偶然だ。

　最初一輝たちはそう思ったのだが、しかし話を聞くとこれは偶然ではなかった。

　なぜなら──

「えっ!?　諸星さんの大怪我を治療したのって、薬師さんだったんですか!?」

「そうよ。意外な縁でしょう」

　キリコはお好み焼きを食べに来たというよりも、諸星に会いに来ていたからだ。

「いや、意外というか、そもそも薬師さんって諸星さんと同年代ですよね？　……医師免許的にそんなことしてよかったんですか？」

「治ったんだからいいんじゃない？」

（そ、そういう問題なのだろうか……）

　絶対違うと思う。が、この問題を深く突くとやぶ蛇になりそうな気もする。

「じゃあ……薬師さんは昔看た患者の顔を見に来たということですか」

　だから一輝はあえて追及せずに、今日この場にキリコが居合わせた理由だけを尋ねた。

　その問いに、キリコは肯定半分否定半分といった具合の曖昧あいまいな頷きを返す。

「顔を見に、というよりは往診おうしんかしらね」

「え」

　往診。──その言葉に、一輝はドキリといやな胸騒ぎを覚えた。

「諸星さん、完治してないんですか？」

　胸騒ぎは、諸星がまだ障害を抱えている懸念けねんだ。

　だが一輝の懸念をキリコはすぐに否定する。

「ああ大丈夫。ちゃんと完治はしているのよ。ただかなーり無茶な治療をしたモノだから、一応個人的なアフターケアをね。自分の看た患者に万が一があるなんていやじゃない？」

「あ、……つまり薬師さんの個人的な善意、ということですか」

「そういうこと」

「それは……よかった」

　キリコの否定に一輝は胸をなで下ろす。

　折角《七星剣王》と戦えるというのに、昔の怪我で調子を崩しているというのはあまりに残念すぎる。

「まあそんなわけで万が一のアフターケアをしようと思ったんだけど、ホテルの部屋にはいなかったのよね。で、城ヶ崎じょうがさき君に聞いてみたら家に戻ってるっていうからこっちに来たわけ。タクシーを使ったから私のほうがちょっと早かったみたいだけど。……でもそれは失敗だったわ。無駄に早く着いちゃったせいでこちらのマスコミさんにあらぬ疑いをかけられたんだから」

　言ってキリコは恨みがましい視線を八心に向ける。

　聞くところによると、諸星との不純異性交遊を疑われて散々追及されたらしい。

「はは……なんというか、それは災難でしたね」

「まったくよぉ」

「いや、せやかてもうとっくに完治した昔の患者の家に甲斐甲斐かいがいしく出向くなんて、完全に医者と患者の恋の構図やん。ゴシップの臭いがシュールストレミングやん。勘ぐるな言う方が無理やん」

「冗談じゃないわよ、あんな野獣みたいな目付きの悪い男。全然タイプじゃないわ。私は黒鉄くろがね君みたいな甘いマスクの年下が好みなの」

「はいっ!?」

　いきなりとんでもない比較に上げられ、一輝は驚きの声を上げる。

　だがそんなウブな反応を見せる一輝に、

「んふふ♡　……ねえ。よかったらこの後お姉さんが試合前の健康診断してあげましょうか？　たくさんサービスしちゃうわよぉ？」

　キリコはねぶるような視線を向けながらそろりと身をよじり、白衣の胸元を開き自らの胸の谷間を見せつけるようなポーズを取る。

　コレはなかなか強烈だった。

　大きさではステラに敵かなわないのだが、年上にしかない官能的な魅力が一輝の眼球を殴りつける。

（というかそもそもサービスのつく健康診断ってなに!?）

　ほぼ間違いなく高血圧だと診断されそうな気がした。

　だが、そんな具合に一輝が混乱していると、

「失礼ですが──」

　一輝を守るように、珠雫が有栖院の隣から一輝の隣へと移動し、二人の間に割って入った。

　そして誘惑の眼差まなざしを向けるキリコを睨み、

「下品なのはもうステラさんで間に合ってるので結構です」

「もうすこし言い方ってものがあるよね!?」

　この場にステラがいなくてよかったと心底安堵あんどする一輝。

　その横で、……ふと八心が有栖院に問いかける。

「ところでナギさんたちはやっぱし諸星にここに連れてこられたん？」

「あら。よくわかったわね」

「やっぱりそうやったか」

　有栖院は隠す理由もないので正直に肯定する。

　しかし、今のどこか確信めいた口調は──

「もしかして、こういうことってよくあるんですか？」

「うん。まあ、よく、ってほどはないんやけど、交流戦とかで他の学校の強い子が来ると、たまにね。まあはるばる大阪まで来てくれた強敵への諸星なりの歓迎なんやろうなぁ。うちが今日ここにおったのもそれを期待して張っとったからや。なんや面白いこぼれ話が聞けるかもしれへんやん？

　でもよりにもよって明日たった一つしかない勝者の椅子いすを懸けて戦う相手を連れてくるとは、予想してへんかったわ。ホンマ図太い奴やつやで」

「確かに、普通はしないですよね」

「……その招待を堂々と受けるアンタも大概やけどな」

「はは……まあ、自分の図太さは自覚してます」

　でなければＦランクで《七星剣王》を目指そうなどとは思わない。

（だけど、敵を歓迎、かぁ）

　それはなんというか、豪傑じみた印象のある諸星らしい。

　そう一輝が思っていると──

　ぽつりと、珠雫を挟んだ先のキリコが、

「んふふ。……だけど貴方たちが思ってるほど、諸星君は図太いだけの男というわけでもないのよ」

　そんなことを呟いた。

「どういうことや？」

「そのままの意味よ。今日、黒鉄君たちを招待したのは確かに歓迎という面もあるけど、……それ以上に彼の場合、下心があるはず」

「下心？」

　その不穏な響きに、同じ武曲学園の八心が眉まゆをひそめる。

「なんや。もしかして美味い飯を奢って恩売って戦いにくくするとか言うつもりか？　諸星はそういう小賢こざかしいこと考えるタイプやないやろ」

「フフ。そうね。そういうことじゃない。……むしろ逆ね」

（逆？）

　逆とはどういうことだろうか。

　一輝はキリコの言葉の真意について思考を巡らそうとする。が──

「おわっ！　ビックリした！　なんかえらいことになっとるな！」

　それは注文された食事を持ってきた諸星の驚きにかき消された。
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　五人分の料理を二つの盆に載せ運んできた諸星は、居並ぶ面々を見て驚嘆する。

「先生がきとるのは小梅から聞いとったけど、お前もおったんか。八心」

「失礼な奴やね。乙女の顔を見て『おわっ』なんて」

「日頃の行いが悪いんや。マスゴミが。先生や黒鉄たちに迷惑かけてないやろな」

「これっぽっちもかけてないで」

「え」

　あまりにも堂々とした八心の返しにキリコが豆鉄砲を喰くらったような顔になる。


（この人にだけは図太いとか言われたくないな…………）



　もはや図太いを通り越して図々しい。

「というかアンタかて人のこと言えんやろ。試合前日やってのに次の対戦相手自宅に引っ張ってくるとか非常識やん」

「別に無理矢理やあらへんからええやろ」

「わからんでー。アンタ人相悪いからな。断りたくても断れんかったんかもしれへん」

　その指摘に諸星は失笑する。

「アホぬかせ。ワイのガン程度でびびるような奴が七星剣武祭に出てくるかいな。なあ？」

「まあ無理矢理でないのは間違いないですよ」

　一輝の答えに「ほれみぃ」と満足げな諸星。

　だがその表情はすぐに曇った。

「……しかしずいぶんと面白おもしろいメンツが揃そろってんなぁ。ワイもここに座りたかったわ。こんな時に仕事なんてツイてないでホンマ」

　口惜くちおしそうに呟きながら諸星は、慣れた手つきで二つのテーブルに料理を並べていく。

　一輝の前にも注文された豚玉ぶたたまの皿が置かれた。

　小さなピザくらいのサイズがある、なかなか食いでのある大判だ。

「ほい。注文の豚玉三つに海鮮デラックス二つお待ち」

「へえ。やっぱりすごく良い香り。……それに本当に鰹節かつおぶしって踊るのね」

　初めて見る実物のお好み焼きに外国生まれの有栖院のテンションが上がる。

　他のメンバーも鰹節を踊らせて立ち上る美味しそうな香りに促され、割わり箸ばしを手に取った。

　先ほどキリコが言った『下心』とは何なのか。

　一輝はまだ少し気になっていたが、どうにももうその話を続ける空気ではなくなったようだ。

（諸星さん本人にどんな下心があるんですか？　なんて聞けないしね）

　なら自分もまずは食事を済ませてしまおう。

　頭を切り替えて、一輝も自分の割り箸を取り、前に置かれた豚玉の大判に目をやる。

　と、そこでふとした違和感に気づいた。以前東京で見たお好み焼きと何かが違う。

（ああ、そうか）

「この店ってテーブルに鉄板がないんですね」

「ああ、それやると馬鹿ばかみたいにガス代食うし、片面焼けすぎになってまうからな。まああった方が雰囲気は出るんやろうけど、ウチではやっとらんわ。折角最高の焼き加減に仕上げて出してるんやから、その状態で食べて欲しいってのもあるけどな」

　なるほど。大阪一を自負するだけあって色々考えているらしい。

　ならその最高の焼き加減が損なわれないうちに食べるとしよう。

　そう考え、一輝は自分の分の豚玉を適当な大きさに箸で裂き、

「じゃあ、いただきます」

　奢ってくれると言った諸星に一言礼を言いながら口に運んだ。

　そして舌の上でひと嚙かみした瞬間──

（おぉ……！）

　一輝は驚嘆に眼を開いた。

　確かに、以前東京で食べたものとは全くの別物だ。

　美味しい。段違いに。

　味の主役は驚いたことにソースでも豚肉でもなく、生地きじだ。

　それも生地の中にあるキャベツ。これがとにかく瑞々みずみずしく甘い。さらに後に残るコクもある。

「うわ、コレおいしいっ！　ねえ珠雫！」

「……うん。東京で食べたものとは全然違うわ。向こうのはソースの味ばっかりでしょっぱいだけだったけど、このお好み焼きは甘い。生地の甘さをソースのしょっぱさが引き立ててる感じ。ちょっと私には量が多すぎるけど」

　有栖院も珠雫も大層気に入ったようだ。

　特に珠雫はらしくないほど多弁になっている。

　珠雫は食は細いが結構グルメだ。その彼女がここまで褒ほめるのも珍しい。

　他の二人も各々満足げに熱々のお好み焼きを頰張ほおばっている。

　その様子を見て諸星は実に嬉しそうに笑った。

「なはは。せやろ。美味いやろ～。うちのは隠し味がきいとるからな。黒鉄、何かわかるか？」

「隠し味、ですか……」

　話を振られた一輝は舌に意識を集めて咀嚼そしゃくしながら考える。

　主張するのはキャベツの瑞々しく強い甘さと、生地そのものの優しい甘さ。

　それをソースの塩味が引きしめまとめ上げているのがこのお好み焼きの大まかな特徴だ。

　だがそれだけではなく、不思議と『コク』がある。

　咀嚼し飲み込んだ後にも口に残る甘さが。

　これはキャベツのみの甘さではないだろう。

　キャベツの甘みはするりと喉おどに落ちていく類たぐいの爽さわやかな甘みだからだ。

（──たぶん、このコクを生み出しているのが隠し味なんだとは思うけど）


「うーん、…………もしかして、チーズですか？」



　よくよく味を確かめてみると、甘みの残り方がチーズケーキに少し似ている気がしたのでそう答えると、諸星は感心したような声を漏らした。

「へえ。ええ舌しとるな。大正解や。ウチのお好み焼きは隠し味にチーズが入っとるねん」

　入っている量はほんの少し。チーズが味を主張しない程度だ。

　だがその少量がコクと旨味うまみを増幅させるのだと諸星は言う。

「まさに隠し味、という感じなのですね」

「客引きに引っかかったと聞かされたときは少し不安だったけど、これなら大満足よ。ついてきてよかったわぁ」

　確かに、有栖院の言う通りだ。

　東京で食べたものとは天と地。まるで別物だ。

　諸星の言葉に噓はなかったのだ。

　来て良かった。そう思う。思うからこそ──、一輝は諸星に尋ねた。

「あの、諸星さん。こんなに美味しいもの本当に奢ってもらっていいんですか？」

「ええってええって。ていうか連れてきといて金巻き上げたらワイがオフクロにシメられるわ。だから気にせんでええよ。はるばる大阪まで来てくれたライバルへの歓迎や」

「でもなんだか貰ってばかりで悪い気がして……」

『一番星』のお好み焼きは、比較対象がないので大阪一かどうかはわからないが、文句なく美味い。

　七星剣武祭前日という日に、自分の時間を割さいてここに連れてきてくれただけでも、諸星には十分感謝している。そのうえごちそうにまでなるというのは、申し訳ない気分になってきたのだ。

　そんな一輝に対し、諸星は人の良さそうな笑みを浮かべて言った。

「なら、それは明日の試合で返してくれたらええ」

「試合で？」

　よく意味がわからずにオウム返しに問い返すと、諸星は頷く。

「せや。美味いモンたくさん食ったらやる気出るやろ。だから今日はたっぷり英気を養って、明日、最高のコンディションでワイとの試合に臨んでくれ。これ以上ない絶好調でな。そうしてくれたらワイもごちそうした甲斐があるってもんや。──そういう相手をはり倒してこそ、自分の強さの証明になるからな」


「────！」



　そのとき、一輝は気づいた。

　よく見れば、諸星が人の良さそうな笑みの下、その瞳ひとみの奥に──

　総身の産毛が逆立つほどの、殺気にすら等しい強い闘気を滾たぎらせていることに。

　そしてその秘められた闘志に気づくと同時に、

（逆って、そういうことか……）

　一輝はキリコの言葉の真意も理解した。

　そう。諸星の下心とは、対戦相手に優しく接することで戦いにくくすることじゃない。

　まさに、真逆。

　彼は、自分が思いつく限りの最高の歓迎で、自分が戦う相手に英気を養ってもらって、──来きたる自分との戦いに、これ以上ない最高の状態で臨んでもらおうとしているのだ。

　相手の不調や油断で拾う勝ちなど眼中にない。

　望むのは、絶好調の相手との死力を賭した果たし合い。

　その果ての勝利にこそ、意味がある。価値がある。

　それが《七星剣王》諸星雄大の騎士道だから。

「折角の最高の舞台での真剣勝負。自分にも相手にも遺恨いこんは残しとうない。せやから明日はお互い全力で思う存分やり合おうやないか。なあ。《無冠の剣王アナザーワン》」

　互いに全力で。

　その言葉は学生騎士の頂点に立つ《七星剣王》が、Ｆランク騎士である一輝を全力で戦うにあたう相手だと認めているということ。

　ありがたいことだと、一輝は思う。

　全力を賭した戦いの果ての勝利。

　それを至上とするのは一輝とて同じだからだ。

　侮あなどられて当然。たかだかぽっと出のＦランク。

　そんな自分に一度は頂点に立った男が、本気になってくれている。

（今日、ここに来てよかった）

　諸星の真意を知り、一輝はつくづくそう思った。

　強敵に強敵と認められ、全力を求められること。

　騎士にとって、武人にとって、これほどの誉ほまれはない。

　ならばこの下心、断る理由は何処にもない──！

「……そういうことでしたら、喜んでごちそうになります。




　そしてこの恩は、明日ありったけの仇あだで返させてもらいますよ」




「望むところや」





◆◇◆◇◆






　一輝たちはその後一時間ほど『一番星』で過ごし、店を出た。

　諸星は自分が手隙てすきになるまで待って欲しいと言ってきたが、一輝たちが食事を終えた後も店の客入りは落ち着くばかりか増す一方で、諸星も一向に手が空く様子はなく、さすがにこれ以上店の回転を悪くするのは申し訳なかったからだ。
















「ふー。こんなにお腹いっぱいになるまで容赦なくご飯食べたの久しぶりだわぁ」

「確かに。ちょっと苦しいね」

「もう。アリスもお兄様も二枚は食べ過ぎですよ。ステラさんじゃあるまいし」

「いやステラちゃんは二枚じゃすまないでしょ」

（これもステラが聞いてたら取っ組み合いがはじまっていただろうなぁ）

　そうした喧噪がずいぶん懐かしく思える。

　ステラが《夜叉姫やしゃひめ》の元へ修行に出てからまだほんの一週間と少しだというのに。

（……今日もステラがいたら、もっと賑やかだったんだろうなぁ）

　学園ではいつも一緒にいただけに、いざ離れてみると寂しさもひとしおだ。

　だから一輝は思った。

（この大会が終わってから、諸星さんの店に来よう）

　今度はステラも連れて。

　きっと彼女も喜んでくれるに違いない。

　胸中を一瞬吹き抜けた寂しさに一輝はそう誓いを立てた。

　それから、隣を歩くキリコに先ほどから気になっていたことを尋ねる。

「ところで薬師さん」

「ん？　なぁに？」

「僕たちといっしょに出てきちゃいましたけど、諸星さんの診察はしなくてよかったんですか？」

　気になっていたこととはそれだ。

　キリコは結局食べるだけ食べて一輝たちと一緒に店を出てきたので、本来の目的であったはずの諸星の診察を行っていない。

　もしかしたら忘れているのではないかと思っての質問だった。

　だがそれに対しキリコはしまったという素振りは見せず、

「あら。それならもうしたわよ？」

　堂々とそう返した。

「え？　いつ？」

「んふふ♡　私くらいの水使いに掛かれば血の流れもリンパの流れも、服の上からでも手に取るようにわかるのよ。──その気になればその流れから相手の考えを読むことも、その流れに干渉して身体を乗っ取ることもできるわよ」

「すご……ッ！」

　思わず声が出た。

「そうか、昨日多々良さんの身動きを封じていたのってその技なんですね……」

「正解。元々は患者のリハビリの手助けをするために編んだ術だけど、馬鹿を躾しつけるにも使い勝手がいいのよねぇ。……それに」

「それに？」

「他人を意のままに操るのはすっごく気分が良いもの」

　ものすごく良い笑顔でものすごく恐ろしいことを言うキリコ。

　一輝は内心で彼女の世話だけにはなるまいと誓い、

「で、諸星さんの診察結果はどうでした？」

　診察の結果を尋ねてみた。何しろ明日真剣勝負する相手だ。当然気になる。

　するとキリコは、少し誇らしそうに答える。

「呆れるくらい健康で安心したわ。まあさすが私の治療した患者といったところかしらね」

「つまり、諸星さんは絶好調ということですか」

「そうなるわね。……貴方、一回戦は苦労しそうよ」

　お気の毒に、という口調だったが、もちろん一輝本人はそんなことは考えていなかった。

　むしろ──そうでなくては、仇の返し甲斐がないというものだと猛たけるばかりだった。

　そしてそんな話をしているうちに五人は商店街を抜け、駅にたどり着く。

「じゃあ、うちはここで失礼するわ。うちだけホテル組ちゃうし」

「送っていきましょうか？」

　一人実家へ帰る八心に有栖院が気を利かせるが、彼女はそれを謝絶した。

「ええよ。まだそんな遅くないし。うちかて学生騎士やからね」

　そして一歩、一輝たちの輪の外へ出ると、ふと思い出したように振り返る。

「ああそうや。《落第騎士ワーストワン》。一つ聞きたいことがあったんやけど」

「なんですか？　改まって」

　尋ね返すと、八心は呆れとも苦笑とも言えないような難しい表情になり、

「まあ、ウチは結構ええかげんな情報でも面白かったら記事にするんやけど、ちょっと突拍子もなさ過ぎる噂やったから、さすがに裏を取っとこうと思ってな」

　そんなことを言いだした。

　この八心をして突拍子もなさ過ぎる噂と言わしめるとは。恐ろしく不穏ふおんだ。

　一輝はなんだか変な汗をかきながら恐る恐る促す。

「それってどんな噂なんですか？」

「ああうん。……アンタが《比翼ひよく》と戦って勝ったって噂なんやけど、ホンマなん？」


「っ────」



　八心の問いに、一輝は大きく目を見開き驚きを露あらわにした。

《比翼》──世界最強の剣士、エーデルワイスとの戦いは、無人の校庭で行われた決闘だったからだ。

　当然誰の目にも触れていないし、ニュースにもなっていない。

　だからまさか他人からあの戦いのことを聞かれるとは思っていなかったのだ。

　そしてその反応を見て八心は先走る。

「え！　ッて何その反応!?　もしかしてホンマのことなんッ!?　ホンマに勝ったん!?」

「いや、いやいやいや！　ちょっと落ち着いてください！　確かにエーデルワイスさんと剣は交えましたが──」

「ほ、ホンマにか！」

「だから落ち着いてくださいってっ！」

　喰い気味に迫ってくる八心の両肩に手を置き、どうどうと宥なだめてから一輝は噂を訂正する。

「確かに戦ったことは間違いありませんが、その噂で正しいのはそこまでです。僕は勝ってなんていません。戦いの途中で気絶して……気がついたら病院のベッドの上でした。つまり、情けをかけられて生き残っただけです」

　そこを勘違いされてはたまらない。

　八心もさすがにこればかりはデマと思っていたのか、すぐに納得した。

「そ、そうか。さすがにそこはデマか……。まあそうやわな。でも、戦ったって生き残ったってのがホンマなだけでも大ニュースやでこれ！　な、なあ！　帰り際に悪いんやけど、ちょっと戦いの内容を詳しく聞かせてくれへんか？」

　思わぬところで掘り当てたビッグスクープに表情を輝かせる八心。

　だが、そんな八心に一輝は申し訳ない気持ちを覚えながら言葉を返した。

「ごめんなさい。それはできないんです」

「な、なんで!?　負けたことを笑うような記事はかかんよ!?」

「いや、そういう理由で渋っているんじゃなくて、ですね。……単純に、よく覚えてないんですよ」

「覚えてない？」

「はい。……ボロボロにやられていたのは覚えているんですけど、ただ途中からもう無我夢中でしたから、とくに最後の方の記憶が曖昧で……」

　これは噓ではなかった。一輝が覚えているのは、渾身こんしんの《毒蛾どくがの太刀たち》をあっさり返され、《陰鉄いんてつ》を砕かれたあたりまでだ。

　それから自分がどうあの《比翼》相手に立ち回ったのか、そのあたりの記憶が欠損していた。

　だから一輝は覚えていない。

　自分の剣が、世界最強の剣士に一矢いっし報いた瞬間を。

　一応救出した黒乃くろのから聞かされはしたが、他人事ひとごとのように実感がないというのが正直なところだ。

「まあそんなわけで、ただ負けたってことくらいしか話せることがないんです」

「そ、そうなんか……」

　一輝が噓を言う人間でないことは、短い接触で八心も十分に理解していた。

　だからこそ、彼女はそれ以上追及はせずに残念そうに肩を落とす。

「さすがにそれやと記事にするには情報も盛り上がりもたらへんなぁ……。妄想で補完してええ？」

「だめです」

「格好良く負けさせるから！」

「だめです」

「うー。ケチー」

　恨みがましい視線を向ける八心だが、ここは一輝も譲らない。

　彼女に好き勝手に脚色させたら、どんな話になるかわかったものではないからだ。

　やがて、一輝の頑かたくなな態度にさすがの八心も折れる。

「しゃーない。この話を記事にするんは諦あきらめるわ」

「そうしてもらえると助かります」

「……でも、正直ウチの中の《落第騎士ワーストワン》への期待度は今の話を聞いてうなぎ登りや。明日の諸星との試合、めっちゃたのしみにしとるで！　ほなまたね！」

　最後に一輝にエールを送り、一人バス停の方へ向かっていく八心。

　その背中を見送ってから、珠雫は一同に言った。

「なら私たちは一緒に帰りましょうか。どうせ同じホテルですから」

　だが、この提案を──

「いや。僕は電車は使わずに歩いて帰るよ」

　一輝だけが辞退した。

「どうしてですか？　結構距離がありますよ？」

「いや、さ。二枚はさすがに調子に乗りすぎたよ。軽く運動して消化したいんだ」

　それになにより──

「諸星さんの闘気にあてられたみたいでさ。なんだか落ち着かない。ちょっと身体を動かしたい」

　それが理由だった。

　まあ電車で十分程度の距離、一輝にとってはものの距離ではない。

　珠雫もそれはわかっているので、

「そうですか。わかりました。明日の大切な試合に響かない程度にしてくださいね、お兄様」

　一言告げて了承した。

「もちろんそのあたりはセーブするよ」

「一輝。あたしも一緒に行きましょうか？」

「……いや、いいよ。アリスは珠雫についていてあげて」

「──そう。わかったわ」

「じゃあ、また明日、会場で会おう！」

　言って、八心が向かった側とは違う道を小走りで駆けていく一輝。

　その兄の様子を見た珠雫は、

「お兄様。とっても嬉しそう」

　少し嬉しそうな声音で小さく呟いた。これに有栖院も同意の頷きを示す。

「ええ。すっかり《七星剣王》の闘気にあてられたみたいね。まあ、『最高のコンディションで戦いたい』なんて素敵な『下心』を見せられたのだから、無理もないけど」

「返した言葉も、お兄様にしては珍しく挑発的だったものね」

「ふふ。猛る気持ちを抑えきれなかったんでしょうね。

　Ｆランクと馬鹿にされ、誰にも認められず、それでも信じ続けた自分自身の可能性。

　それを《七星剣王》相手に試すことができる機会。

　それだけでもバトルマニアの一輝にとっては十分すぎるモチベーションでしょうけど、その戦いを相手も望んでくれていたのだから。……嬉しくって誇らしくって、居ても立ってもいられないって感じかしら。……ほんと、可愛いんだから」

　明日の諸星戦。一輝は間違いなく、心身共に最高のコンディションで望むことだろう。

　珠雫も有栖院も、一輝の晴れやかな表情からそれを確信し──




「でも、──それじゃあ勝てないわね」




「え？」

　唐突に告げられたキリコの言葉に息を呑のんだ。

「勝てないとは……お兄様が、ですか？」

「ええ。そうよ」

「ど、どうしてそんなことが言えるんですか!?」

　突然自分の兄の敗北を予言した《白衣の騎士》に、珠雫は不快感を露わに問い詰める。

　対し、キリコはすぅっと眼を細め、


「心構えの問題、とでも言えばいいのかしら。黒鉄君は素晴らしい騎士だと思うわよ。Ｆランクながらに七星剣武祭まで上り詰めてきた、その気迫と力量もさることながら、なにより、《七星剣王》を前に微塵の気負いも見せず、挑み掛かろうとするその向上心は素晴らしいの一言に尽きる。…………だけど、そんな軽い心構えじゃ駄目なのよ」



「か、軽い……ですって？」

　その言葉を兄に対する侮蔑ぶべつと受け取ったか。珠雫が目に見えて殺気を放つ。

　だがそんな珠雫を隣の有栖院が落ち着くように宥め、彼女に変わってキリコに反論した。

「軽い、というけれど、その心構えを持っているのは諸星くんも同じではないの？」

　そうでなければ、『最高のコンディションで戦いたい』なんて言いだすはずがない。

　そう考えての反論だった。

　だがこの有栖院の言葉に、キリコは静かに首を横に振って否定を示す。

「……いいえ。貴方たちは諸星雄大という男を大きく見誤っている。

　あの男の『下心』の奥にあるモノ、彼の本質は、黒鉄君のような向上心や闘争心じゃない。

　そんな生ぬるい感情では、……あの重傷は克服できなかった。

　彼を支えているのは、もっと別のモノ。

　彼がより強敵を、より純度の高い勝利を求める理由はもっと異質なモノ。

　──悲愴ひそうなまでの『義務感』よ。

　強い相手と誇り高い勝負をしたい。より高みを目指したい。

　……そんなおめでたいことを言っているうちは勝てないわ。絶対にね」





◆◇◆◇◆






　一方、珠雫たちと別れ、一人徒歩で帰路についた一輝は、真っ直ぐホテルへは向かわなかった。

　向かったのは、繁華街から離れた場所にある小さな公園。

　夜の喧噪から切り離された場所。

　聞こえるのは虫の声だけ──

　そこに立ち、一輝は声を上げた。




「ここなら多少騒いでも人は来ない。いい加減出てきたらどうですか」




　声をぶつける相手は、──『一番星』に入る前にも感じた殺気の籠こもった視線だ。

　同じモノが、先ほどからずっとうなじに貼り付いている。

　そう。一輝が一人で帰ることを選んだのは、この視線の主と話をするためだった。

《七星剣王》も居た中で、他の者に悟らせず一輝一人にのみを正確に射貫く殺気。

　その一事だけでも、追跡者の卓越した技量の程が窺うかがえる。

　そしてその予測は正しかった。

　夜の闇やみの中から一輝の前に姿を見せた追跡者の姿を見て、一輝は息を呑む。

「……まさか、貴方だったとはね」

　夜風に靡なびく和装の裾すそ。

　白刃の切っ先のように鋭い切れ長の瞳。

　そして、一輝と似た風貌ふうぼうに走る十字の傷。その者の名は、

「──王馬おうま兄さん」

　他でもない。黒鉄一輝の実の兄にして、日本人学生唯一のＡ級騎士。

《風かぜの剣帝けんてい》黒鉄王馬だった。


「…………」



　夜闇から姿を見せた王馬は、何も語らずただ刺すような視線を一輝に向けている。

　およそ穏やかな眼差しではない。

　そこに籠もるは、殺気か、敵意か──

　いずれにせよ、視線だけで凄すさまじいプレッシャーだった。

　こうして一対一で向かい合うからこそわかる、王馬の圧倒的な存在密度。

　さほど自分と身長の変わらないはずの王馬が、一回りも二回りも大きく見える。

　だが一輝はそのプレッシャーに飲まれまいと臍ほぞを固め、王馬の視線を正面から受け、問いかける。

「それで、何の用かな。破軍学園でのこともある。よもや兄弟の親睦しんぼくを深めに来たわけじゃないよね」

　まず知るべきはそれだ。

　とにもかくにも、用件を聞かないことにははじまらない。

　この男が何の用もなしに一輝の前に現れるわけがないのだから。
















　そんな一輝の問いかけに、王馬も噤つぐんでいた口を開く。

「無論。──今日貴様に会いに来た用件は一つ。貴様に言うべきことがあったからだ」

「僕に言うべきこと？」

　オウム返しの問いに王馬は浅く頷き、ずんと、鼓膜ではなく臓腑ぞうふに響く独特な声音で──

「今すぐ七星剣武祭出場を辞退しろ。一輝」

　有無を言わさぬとばかりに強い口調で、そう告げた。


「────!?」



　あまりに突然な上に突飛な命令に、一輝は目を剝く。

　どうして自分が、七星剣武祭を辞退しなければならないのか。

「……理由を聞いてもいいかな」

「言われなければわからんか。お気楽なものだな」

　一輝の言葉に、王馬は露骨ろこつな苛立いらだちに眉根まゆねを寄せる。

　そしてその渋い表情のまま、彼は理由を口にした。

「貴様という存在が、《紅蓮の皇女》の足を引っ張っているからだ」

「なんだって……？」

　告げられた理由に、今度は一輝が顔をしかめる。

「僕がいつ、ステラの足を引っ張ったというのさ。謂いわれのない批難はやめて欲しいね」

「事実だ。貴様のような虫螻むしけらに不覚を取ったばかりに《紅蓮の皇女》は、貴様Ｆランク程度と競い合うなどという愚かしい行為で何カ月もの時間を無駄にした。それもこれも、全ては貴様の誤魔化しが原因だ」

「誤魔化し……？」

「相手の虚きょをつく技。戦略。その全て。──貴様は誤魔化しだらけだ。

　みみっちい力で騙し騙し勝ちを拾っていこう。そういう下卑げびた考え。

『強さ』とはそんなところにはない。

　そんな男の背を追いかけたところで強くなどなれようもない。

　事実、あの襲撃の折には失望させられたものだ。あの女が俺おれと同じ器Ａランクならば、その実力はあんなものであるわけがないというのに」

　それもこれも全ては一輝という強者のフリをするペテン師に拐かどわかされたがため。

　王馬はそう断じ、一輝に迫る。

「だから消えろ、愚物ぐぶつ。《紅蓮の皇女》は貴様程度には過ぎた女だ」

「……なるほど。そういうことか」

　その王馬の言葉を受け、一輝は小さく嘆息する。

　ここまで言葉を尽くされれば、王馬が自分の何を指して、ステラの足を引っ張っていると言っているのか理解できた。

　つまり、王馬は王馬の価値観に基づき、自分を批難しているのだ。

　彼にとって『強さ』とは『勝つための技術』ではなく、『存在の力』。

　より強い力を持つ者が勝ち上がるのが道理であり、その道理をねじ曲げようとする技術はペテンでしかない。

（まったくひどい言われようだ）

　本当にひどい。なぜならそれは、王馬の主張は、Ｆランクながらに頂点を目指そうとしている《落第騎士ワーストワン》の存在そのものの全否定に他ならないのだから。

　まあ、この『強さ』への純粋さは兄らしいと言えばらしいが──

　当然一輝としてはそんな主張、受け入れられるはずがない。

　だから一輝は、

「兄さんがどういう考えで僕がステラの足を引っ張っていると言っているのかはよくわかったよ。でも……そんな兄さんの価値観に僕が合わせる理由はないね。

　それに……なにより、たとえ兄さんの価値観が真実だったとしても、

　僕が本当にペテン師でしかなかったとしても、

　そんな僕を、ステラは愛してくれた。もう一度戦いたいと、望んでくれた。

　……僕にとってはそれが全すべてだ。全てなんだよ。王馬兄さん。

　この約束に比べれば、兄さんの言葉なんて風に舞う木の葉よりも軽い。

　そんな言葉では、僕の心は動かせないよ」

　そう、王馬の要求をにべもなく突っぱねた。

　だが王馬もさすがにこの要求を一輝が唯々諾々いい>だくだくと飲むとは思っていなかったようで、特に落胆した様子もなく、

「物わかりの悪い男だ。勘違いするな。俺は頼んでいるんじゃない。──命じているんだ。言葉で聞き入れないというのなら、力で従わせるまでのこと。ただそれだけのこと」

　ただ億劫おっくうそうに、緩慢とした動作で、自らの霊装デバイスを顕現けんげんさせた。

　日本刀よりも一回り大きな、野太刀のだちの固有霊装デバイス《龍爪リュウヅメ》を。

　その瞬間、周囲の空気が張り詰め、公園の木々に留まっていた鳥が逃げ出す。

　彼らは悟ったのだ。

　王馬が《龍爪》を手にした瞬間、この公園全てが彼の間合いになったことを。

　もちろん一輝もそれに気づいている。

　しかし、気づいてながらも彼は微塵も動揺を示さず、むしろ不敵な笑みすら浮かべ、

「いいね。わかりやすいのは嫌いじゃない」

　自らの霊装デバイス。黒曜の刀《陰鉄》を顕現させた。

　とうに覚悟は決まっていた。

　王馬がこの場所に現れたときから、この邂逅かいこうが穏やかに済むとは思っていなかったのだから。

　それになにより──、王馬は言った。

　一輝とステラが今まで過ごした時間を、無駄な時間と。

　一輝にとって、ステラとの出会いは、彼女と過ごした日々は宝そのものだ。

　こればかりは……曖昧に笑って流すことはできない。

　思い知らせなくては気がすまない。

　こんな自分を愛いとおしく思ってくれているステラのためにも──

「ステラが躓つまずいた男が小石かどうか、自分の剣で確かめてみるといい！」

「一端いっぱしに牙きばを剝くな。この、落ちこぼれがッ！」

　こうして、黒鉄兄弟の盤外対決の火ぶたは切られた。





◆◇◆◇◆






《落第騎士ワーストワン》と《風の剣帝》──

　市中で唐突にはじまった二人の戦い。

　まず先制をかけたのは、《風の剣帝》黒鉄王馬の方だった。

　闇の中、薄ぼんやりと蛍火のような輝きを宿す魔剣《龍爪》を提さげ、

「シッ！」

　王馬に走り寄ろうと腰を落とした一輝に、《龍爪》を横一線振り払う。

　まだ双方の間合いが十メートルは離れていよう段階でだ。

　無論、いくらリーチに優れた野太刀であっても、そんな距離から刃は届かない。

　届くわけがない。──だが、

「つッ！」

　一輝は王馬に走り寄ろうと沈めた身を、大慌てでさらに深く沈め、地に這はった。

　瞬間、一輝の真上を冷たい風が吹き抜け、背後に並ぶ公園の木々を軒並み伐採した。

　そう。確かに鋼の刃は届かない。

　だが、風の刃ならば別。

　空を裂き、空と空に真空の狭間はざまを作り上げ刃と成す。

《真空刃》──風使いの攻撃手段としてもっともポピュラーな伐刀絶技ノウブルアーツだ。

　当然王馬が使えないわけがない。

「ハァア！」

　遠い間合いから王馬は《龍爪》を振るい、真空の刃を一輝に嗾けしかける。

　空を裂いて迫る斬撃ざんげき。それの威力は《紅蓮の皇女》ステラ・ヴァーミリオンが使用する長距離技《妃竜の大顎ドラゴンファング》をはじめとする、炎使いの長距離技と比べれば非力なものの、音速を超える速度と不可視故の避けづらさ故に、非常に高い殺傷能力を備えている。

　しかし、──こんなありがちな技一つで大人しくなる《落第騎士ワーストワン》ではない。

「ふ──ッ！」

　一輝は目に見えないはずの大気の刃を、皮一枚で回避しながら前進を開始する。

　僅わずかばかりも失速することなく、するすると無色の刃の間を縫うように。

　その動作は、明らかに不可視の《真空刃》を視認していた。

　どうやって？

　その絡繰からくりは、一輝の視線の先にある。

　彼が視点をあわせているのは、不可視の刃ではなく、王馬の振るう《龍爪》だった。

　音速を超える速度を誇る《真空刃》は、魔剣の描く軌跡、その直線上を飛んでくる。

　ならば、《龍爪》の角度さえ見ていれば回避はそう難しくない。

　銃弾を避けるのと同じ要領だ。

　引き金を引くタイミングと、銃口の角度さえわかっていれば、避けることは容易たやすい。

　特に一輝ほどの動体視力と反射神経を有していれば、あたるはずがなかった。


「…………フン」



　真空の斬撃、その間隙かんげきを縫い、自ら目掛け駆け寄ってくる一輝。

　これに王馬も《真空刃》程度の技では手に余ると判断したのだろう。

　自身もまた前へと駆けた。

　走り来る一輝を迎え撃つように。

　そして今度こそ、風などではない鋼の刃を一輝の首筋目掛け振り下ろす。

「カアァッ!!!!」


「ッ…………！」



（速い……！）

　野太刀という槍やりにも匹敵する刃渡りの超重量武器を持ちながら、王馬の斬撃の鋭さと速さは一輝のそれを大きく上回っていた。

　技量の差か。──否。

　双方、剣の技量は大凡おおよそ互角といったところだろう。

　速度の差は、王馬の能力によるもの。

　王馬は風を操り、大気の抵抗を消しているのだ。

　何の障害もなく振るわれる白刃は、当然空を搔かき分ける一輝の黒刃よりも速い。

　この速さを相手に《一刀修羅いっとうしゅら》無しでカウンターを取るのは不可能だ。

　一輝は刹那せつなの中でそう判断し、一先ず防御の態勢を取り──





　ジャリ…………






「ッ!?」

　次の瞬間、耳朶じだを打った僅かな音に、一輝は全身の血液が氷結するような寒気を感じ──

「おおおぉおおおっ！」

　防御を捨て、全力で後ろへ飛び去り、王馬の斬撃を回避した。

　それにより王馬の振り下ろす刃は公園の砂地にぶつかり──

　留まることなく、大地に底が見えないほどに深い斬痕ざんこんを刻んだ。


「…………っ！」



　黄土色の地面に深々と刻まれた、地割れのような斬痕。

　その光景には、さすがの一輝も冷たい汗を流した。

　ステラの地を震撼しんかんさせる斬撃も大した物だが、王馬の斬撃はその上を往いく。

　なぜなら、大地を震撼させるという現象は……力の分散により発生する事象だからだ。

　力の集約が完璧かんぺきでない、無駄が多い証拠。

　真に力の集約された斬撃は、揺れを起こさない。

　ただその剣が通った場所にある全てを、音もなく、より深く、斬きり飛ばす。

　まさに、大地をゼリーか何かのように斬り裂いた王馬の斬撃のように。

　一体どれほどの質量が集約すれば、このようなことが可能になるのか。

　何百キロ？　何千キロ？

　それは一輝にはわからないが、ただ一つわかることは──

　王馬の斬撃はステラのそれと同じ、……まともに受けることすら叶かなわない超重量の一撃であるということだ。

　しかし──

（その非常識な攻撃力も、……その身体なら頷ける）

「何年か会わない間に、ずいぶんと変わったね。王馬兄さん。……いや、変わりすぎたというべきかな。一体どういう絡繰りなんだい。──その身体は」

「ほう……。初手を交わす前に俺の異形に気づいたか。誤魔化しとはいえど、伊達に《比翼》に傷を負わせたわけではないということか」

　ふと、一輝の言葉に王馬が牙を剝くような笑みを見せる。

「だが──、それを知ったところで貴様にできる事はなにもない。俺の異形は貴様のペテンとは違う、純粋な力なのだから」


「…………」



　確かに、王馬の斬撃はやっかいだ。

　以前一輝はステラの鬼の膂力りょりょくから繰り出される地を砕く斬撃を、柔らかい防御で無力化したことがある。

　受けきれない斬撃を相手にするのは初めてではない。

　だが、あの防御はステラの未熟さ故に可能だったことでもある。

　乱暴に振るわれる剣では空を舞う木の葉を斬り裂くことはできない。

　それと同じ理屈だ。

　荒い力は受け流すのも容易。

　しかし、王馬のそれは違う。その刃筋には一切の迷いもブレもない。

　彼の剣ならば、空を舞う木の葉をも真っ二つにできるだろう。

（となれば、《天衣無縫てんいむほう》もかなり危険か）

　──さて、この修羅の斬撃、いかにして凌しのぐ？

《一刀修羅》を用い、純粋に速度差を詰めれば受け流すこともできようが、一分という時間制限を背負うにはまだ早い。

　もう少し、敵の引き出しの中身を見極めるべきだ。

　ならば、どう動くべきか。

　一輝は己のキャリアの中から対処法を考え、

「つまらぬことを考えている顔だな」

「──！」

　その思考を、王馬の嘲あざけるような声に止めた。

「言ったはずだ。貴様にできる事は何もないと」

　しん、と夜に響く声で告げ、王馬が離れた間合いから一つの動きを見せた。

　また《真空刃》か？

　否。彼は剣を振るのではなく、月を穿うがつが如ごとく、《龍爪》の切っ先を天へ掲げ、

「そして、俺は貴様程度の男に多く時間を割くつもりはない。チョロチョロ逃げ回られても鬱陶うっとうしいから、制限時間を設けることとしよう」

　魔力を練る呪しゅを口にした。




「鎖とざせ。──《無空結界むくうけっかい》」




　瞬間、《龍爪》が纏まとう翠みどり色の蛍火ほたるびがその彩度を増し、

　暴風が戦場を蹂躙じゅうりんした。

「ッ！」

　砂塵さじんを巻き上げる目も開けられぬ程の暴風は、下から上へ螺旋らせんを描きながら吹き上がる上昇気流。

　一輝は十指で大地を嚙み、空へと打ち上げられそうになるのを堪こらえる。


（くっ、目くらましか…………！）



　砂塵と暴風によって、視界と行動力を奪う。

　なかなか効果的な技だと、一輝は感心し、

　だが、次の瞬間にはすぐに、自身の認識の甘さを痛感した。

　──王馬が、この『強さ』に純度を求める男が、敵の戦闘力を削ぐためだけのような技を使うわけがないのだ。

　この《無空結界》には、もっと恐ろしく、直接的な力があった。それは──

「これは……、ッッ!?」


（い、息が、できない…………！）



　酸素の強奪。

　王馬は打ち上げる上昇気流により、戦場の酸素を残らず空へ巻き上げたのだ。

　一輝から、時間という猶予ゆうよを奪うために。

「もって十分。戦いながらならば一分といったところか。それがお前に残された時間だ。そのしみったれた力、出し惜しみしているような時間はないぞ。さっさと全力でかかって来い」


「…………、」



《風の剣帝》の命じるような口調に、《落第騎士ワーストワン》は覚悟を決めた。

　確かに、そのとおりだ。

　出し惜しみしているような時間はないし、なにより──

（出し惜しみできるような相手じゃない）

　行方をくらましていた数年の間に何があったのかは知らないが、王馬は一輝の記憶の中にある姿よりも数段強くなっていた。

　元より劣った自分の力。出し惜しみして対処できる敵ではない。

　それを認め、──一輝は王馬の力量を見極める工程を破棄。

　自らの全身に巡る魔力、その全てに、──火を付けた。




「《一刀修羅》」




　瞬間、一輝の全身から蒼あおい焰ほのおのような光と、剣気が噴き上がる。

　身を切る風のように鋭い剣気に、公園の木々が震え、まだ青々とした葉を散らす。

　多くの強敵との戦いを経て、一輝の剣気は物理的な威圧を持つまでに成長していた。

　だが、そんな質量を持つ程の威圧も、王馬の心胆を震わせることはできなかった。

「自らの総力を短い時間に集中出力することで、総量で及ばない敵に瞬発力で勝ろうという発想か。……まさにペテンの極致だな。見ているだけで虫酸むしずが走る」

　王馬は《一刀修羅》を纏った一輝の剣気に対しても、僅かばかりの動揺も見せず、むしろつまらない物を見せられたとばかりに不快感すら示し、

「こい。その『小石』──俺が蹴けり飛ばしてくれる」

　悠々とした動作で、《龍爪》を構え迎え撃つ姿勢を取った。

　その何事にも動じぬ様は、まるで巨大な岩山を連想させる。

　大地に根ざす、絶対的な存在感。

　それに思わず、一輝の方が気圧されそうになるが──

　それでももう切り札は切ってしまった。

　あと一分。一輝に残された時間はそれだけだ。

　この敵を相手に、一秒だって無駄にはできない。だから──

「ハアァアッッ!!!!」

　勝負を決するべく、黒の騎士が仕掛けた。

　姿勢は低く、地を這う影のように。

「シィィィイィイイイイアアアアッッッ!!!!!!」

　対し、《風の剣帝》も動く。

　振るう剣はまさしく疾風の如ごとく、目にも留まらぬ速度で地を這う影の首を狙ねらう。

　しかし、──《一刀修羅》を纏った一輝の速度は、真実疾風よりもなお速い！

（これなら、いける！）

　一輝が狙うは、一合目、あまりの速度差に断念したカウンター。

　王馬の剣を受け流し、かいくぐりながら胴を斬り払う一閃いっせん。

　一輝は自らの首を斬り飛ばしに迫る疾風の白刃を睨み、自らに言いきかせる。

（恐れるな……！）

　大地に巨大な裂け目を刻む王馬の太刀。

　怖れ、半端に受け損なえば、一撃でその首を跳ね飛ばされるだろう。


（集中しろ…………！）



　死神しにがみの断頭台だんとうだいをくぐり抜けるに求められるは極限の集中。

　僅かばかりの抜かりもなく、降り落ちる刃を流す精度。

　できるはずだ。やれるはずだ。


　それだけの鍛錬たんれんを積つんできただろう…………！　ならば怖れずに──



（いけぇぇええええ!!!!）

　そう自らを鼓舞こぶし、一輝は極限の集中をもって迫る白刃に踏み込んだ。

　──その、瞬間だった。





（…………………………………………え？）






　唐突に……、あまりにも唐突に、──一輝の足が、止まった。





◆◇◆◇◆






（なん、だ、これ）

《風の剣帝》と交錯する刹那の中、自身に生じた突然の異変に一輝は目を剝く。

　だが、驚くのも無理はない。

　今まさに王馬の剣を受け流し、懐に飛び込もうと集中力を極限まで高めた勝負所。

　その勝負所で、唐突に、まるで脳と身体の繫つながりが断たれたかのように、意識はあるのに身体が動かなくなったのだから。

（一体、何が……!?）

　だが、驚いている暇はない。

　止まっているのは一輝だけ。

　この間も王馬の一閃は一輝に迫っているのだから。

（マズイッ！）

　首筋に迫る一閃に対し、一輝は何とか防御だけは間に合わせる。

　だが、それは大地に裂け目を刻む王馬の膂力をまともに受けたということで──

「ぐああああっ！」

　一輝の身体はまるで大型トラックにでも跳ね飛ばされたかのように数十メートル吹っ飛び、石垣に叩たたきつけられた。

「が、はあっ！」

　内臓を叩きつける衝撃に、一輝の口から血霞ちがすみが迸ほとばしる。

　どこかの臓器をやられたのだろう。

　そして、王馬の斬撃をまともに受けた両腕の骨は、肩まで破砕された。

　しかし──今の一輝にとってはそれすらどうでも良かった。

（なんなんだ、さっきのは……！）

　巡る疑問は、勝負所、交錯の瞬間に生じた謎なぞの硬直。

　どうして自分の身体はあんな瞬間に凍り付いたのか。

　今まで長く剣を握ってきたが、こんなことは一度もなかった。

　だからこそ一輝は自らの身体に生じた謎の現象に錯乱さくらんし──

　……そんな一輝に、王馬が呆れたような声で告げる。

「フン。なにを目を白黒させている？　貴様よもや世界最強の剣士と戦っておいて、今まで通りの自分でいられると思っていたのか？　たとえ身体が無事であっても、心に何も残らないわけがなかろう」

「え……！」

「彼女の『贈り物』もまともに受け止めきれずにいるくせに、よくもまあこの俺に吠ほえついたものだ。この身の程知らずが──」

　王馬は不機嫌さを隠さない声音で一輝を罵倒ばとうし、──ゆるりと攻撃の構えを取る。

　腕を上げ、刃を水平に──

　次の瞬間、《龍爪》が今までで一番強い輝きを放ち、その刀身に風を纏った。

　纏う風は周囲の空間そのものを吸引するかの如く、凄まじい勢いで逆巻き、大気を喰らう。

　そうして形作られるは──、幾重にも幾重にも重ねられた斬風による大気の刃。

　万象を削り断つ竜巻の剣。

　そう、これは《紅蓮の皇女》と《雷切》を降した王馬の伐刀絶技ノウブルアーツ──

「《月輪割り断つ天龍の大爪クサナギ》──貴様のようなペテン師には過ぎた技だが、半端に仕留め損なうのも気分が悪い。特別にくれてやるからありがたく死ね」

　言い捨てると同時に、《風の剣帝》が己の威を振るう。

　自らが誇る最強の一撃を、手負いの《落第騎士ワーストワン》目掛け。

（こ、この技は喰らっちゃ駄目だ！）

　是が非でも避けなければ。

　王馬が口にしたエーデルワイスの『贈り物』という言葉の意味。

　それが気になったが、一輝は一先ひとまずその思考を脳から追いやり、いまだ衝撃のダメージが抜けきらない身体に全力で迫る脅威から逃げるように命令を下す。

　しかし──、そんな一輝の身体に再び先ほどの硬直が発生する。

　頭では必死に回避するために身体に檄げきを飛ばしているのに、肉体が凍り付き反応しない。

（ッ！　どうして……！）

　ダメージによる機能停止？

　真っ先に浮かぶ可能性だったが、それはないと自らの負傷具合を確かめ、一輝は否定する。

　確かにダメージは色濃いが、動けないほどではないはずだ。

　では何故なぜ？　わからない。わからないが──

（くっ！）

　このままでは、直撃を喰らってしまう。

　何とかしなくては──

　そう唯一硬直していない脳をフル回転させ考えるも、打開策は見つからず、


　一輝の意識は千と折り重なる風の刃に飲み込まれ────






「喰い千切ちぎれェェェッ！　《虎王とらおう》ォォオォオオオ!!!!」





◆◇◆◇◆






　圧縮された螺旋の斬風。

　触れる物全て微塵に切り刻むその刃が《落第騎士ワーストワン》を飲み込まんとした刹那──

　二人の間に、黄色い槍を携えた男が割り込んだ。

　──大柄な体軀たいくに肉食獣を思わせる鋭い目付きの男。《七星剣王》諸星雄大が。

「喰い千切れェェェッ！　《虎王》ォォオォオオオ!!!!」

　一声。

　大気を震撼させる大声と共に、諸星は手にした黄槍おうそう《虎王》を降り落ちる竜巻の刃に向かって突き出す。

　瞬間、《虎王》から金色の魔力光が迸り、切っ先より噴き出す。

　噴き出した金色の輝きは、瞬く間に一つの形を成した。

　それは、巨大な顎門あぎとを開き牙を剝く虎の首だ。

　そして魔力光で形作られた金色の虎は、開いた顎門で迫る竜巻の剣、その刀身に嚙みつき──

《紅蓮の皇女》や《雷切》という、一流の学生騎士たちを易々と打ち倒してきた王馬の切り札、《月輪割り断つ天龍の大爪クサナギ》を文字通り喰い千切った。

　中程から虎に喰い千切られた竜巻の剣は霧散し、完全に消滅。

　二人の間に割って入った諸星は、一輝を庇かばうように立ち、尋ねる。

「大丈夫か黒鉄ッ!?」


「も、諸星さん…………！　どうして貴方が──」



「忘れモン届けにきたんや」

　言って諸星が倒れた一輝の胸に投げてよこしたのは、一輝の生徒手帳だった。

「先生に電話したら一人で歩いて帰ったいうからな。適当にホテルの方へ向かってみたら、ど派手な兄弟ゲンカの現場に居合わせたわけや」

　そして諸星は一輝から視線を切り、《風の剣帝》を睨み付ける。

「久しいのォ。王馬。こうして直じかに顔を合わせるンは小学生リトルン時以来か」

「……《浪速の星》、いや今は《七星剣王》だったか。諸星」


「ハッ。お前に《七星剣王》と呼ばれるンは遠慮したいもんやな。お前のおらん七星剣武祭で優勝して得た称号なんぞ、なんの価値もないからのぉ。…………まあせやけど、今はそんな話どうでもええ」



　同じ小学生リーグでかつて争ったこともある旧敵同士。

　言葉を交わすこと一瞬、諸星は眉根を寄せ、公園の惨状を一望する。

　深々と刻まれたクレバスのような亀裂。

　暴風になぎ倒された木々。

　ひび割れた石垣──

「ちっと兄弟ゲンカにしてはやり過ぎちゃうんか。ワイが入らんかったら死んどったぞ」

「……ありとあらゆる伐刀絶技ノウブルアーツを喰い千切る無効化伐刀絶技ノウブルアーツ──《暴喰タイガーバイト》。《月輪割り断つ天龍の大爪クサナギ》だけでなく《無空結界》まで喰い千切ったか」

「せや。つまりお前の風の力はワイには通じんちゅーことや。そこんところ理解した上で聞くが、……このばか騒ぎ、まだ続ける気ィか？　これ以上ワイの地元でつまらん喧嘩ゴンタを続けようってんなら、……こっから先はワイが相手になるで」

　ドスの利いた声で威嚇いかくし、諸星は金色の魔力光──あらゆる伐刀絶技ノウブルアーツを無効化する《暴喰タイガーバイト》の力を纏った《虎王》を王馬に突きつける。

　その威嚇に対し王馬は、

「……いいや続ける気は失せた」

　瞳を閉じ、手に持つ《龍爪》を消滅させた。

　王馬の持つ技の中でも最強の威力を誇る切り札を、易々と消滅させてみせた諸星の《暴喰タイガーバイト》。

　その加勢にさすがに分が悪しと踏んだのか。

　否。──そこまで殊勝しゅしょうな男ではない。

　単純に、彼の中から戦闘を継続する理由が消失したのだ。

　王馬は元々薄かった興味を全て失ったとばかりに冷たい視線で、諸星の背後に倒れている一輝を刺し、

「《比翼》の『贈り物』をまともに受け止め切れていないのなら、ここで仕留めずともどのみち明日、貴様に敗れるだろう。わざわざ俺が手を下すまでもない。その無様な姿を見れば、《紅蓮の皇女》も目を覚ますことだろう」

　辛辣しんらつな言葉を投げつけるや、踵きびすを返した。

　そして、歩を進める。

　現れた闇の中へ。

　その途中──

「それにしても……、忘れ物か。運のいい男だ」

　最後に、そんな言葉を残して。

「……顔つきはリトルの頃と比べてだいぶ変わったが、愛想の悪さは変わらずかい」

　立ち去る王馬の背中を見つめ、諸星は呆れたようなため息をこぼす。

　そして王馬の背中が見えなくなってから、諸星は石垣に背を預け倒れている一輝に視線を戻した。

「……で、なんなんよこれは。ステラちゃんがどーたら言うてたけど、もしかして痴話ちわゲンカか？　兄弟で女の取り合いか？　タ○チなんか？」

「……やめてください。僕が死んでしまいます」

　一輝は諸星の軽口に苦笑いを浮かべながら、ゆっくりと立ち上がり、礼を言う。

「それにしても本当に助かりました。ありがとうございます。あと生徒手帳も」

「ええよええよ。気にせんで。……そんなことより、や」

　ふと、諸星が眼を細め、やや深刻な口調で探るように問う。

　彼が気にしていること。それはたった一つ──

「どないした黒鉄。遠目から見てもさっきのお前の動きはおかしかったで？　怪我が原因ってわけでもなさそうやったが──」

《月輪割り断つ天龍の大爪クサナギ》を前に、避けようともしていなかった──ように見えた一輝の行動だ。

　だが、その問いの答えは一輝自身が誰より知りたいものだった。

「正直、僕にもわからないんです。なにがなんだか……」

　本当に何の前触れもなかった。

　身体の調子は、大会に向けて万全を期してきたはず。

　彼には首を横に振るしかできない。

「そうなんか。……遠目から見たら、まるで突っ込んでくる車の前で竦すくみ上がる猫みたいやったが」

　諸星は何気なく、見たままの感想をたとえにして述べる。

　そして、すぐに「まあそれはないわな」と付け加える。

　七星剣武祭にも出場してくるような騎士が、今更敵の技に竦み上がるような臆病おくびょう者であるわけがないのだから、当然だ。

　特に、一輝ならばなおのこと。

《落第騎士ワーストワン》は《紅蓮の皇女》の《天壌焼き焦がす龍王の焰カルサリティオ・サラマンドラ》を前にしても、笑みを浮かべていたような太い肝を持つ男なのだから。

　あり得るはずがない。だが、


「…………！」



　諸星の何気ない言葉に、一輝の脳裏には閃ひらめくものがあった。

『貴様よもや世界最強の剣士と戦っておいて、今まで通りの自分でいられると思っていたのか？　たとえ身体が無事であっても、心に何も残らないわけがなかろう』

　戦いの最中、王馬から投げつけられた言葉。

　しかし、言われてみれば確かに、その通りだ。

　一輝は世界最強の剣士との戦いを経て、ここにいる。

　敗れたにもかかわらず、五体満足で。

　──そんな都合のいいことが、ありえるのか？

　あれほどの死線を潜くぐり、何一つ変わらないようなことが。

　それは……あまりに甘い考えなのではないか？


（…………）



　いやな予感に、一輝の背中から冷たい汗が噴き出す。

　──こういった、戦いの世界ではよくあることだ。

　例えば、ボクシング。

　ひどい負け方をした選手が、相手のパンチに対し極端な恐怖心を抱き、コンマ数秒でパンチが応酬される試合中に、総身が竦みあがり身体が硬直することがある。

　所謂いわゆる、『パンチアイ』と呼ばれる心的外傷トラウマから発生する精神疾患だ。

　もちろん、こんな疾患を抱えて戦うことは不可能。

　故にこういった症状を患った選手を、一部では『壊れた』と表現する。

　──もしかしたら、


　自分は、知らず知らずのうちに…………『壊れていた』のではないか？



　確かに、エーデルワイス戦の後受けた診察では異常はなかった。

　トレーニングでも、いつも通りのポテンシャルを発揮できていた。

　だが、──それらはいずれも、命の危険がない状態でのこと。

　だから今まで気づけなかったが、……王馬から発せられる本物の殺気を身に受けたことで、それが露呈したのでは？

　……この恐ろしい想像。残念ながら、あり得ない話ではなかった。

　むしろ、王馬の言う通り──

　世界最強の剣士と命のやりとりをしておいて、無傷である方が不自然なのだ。

　体か心、いずれかが壊れているくらい、当然なのではないか？

「なんや？　怖い顔して。もしかして思い当たる節があったんか？」


「……………………いえ……特には」



　恐ろしい想像に血の気の引いた一輝の顔を見、尋ねた諸星だったが、……一輝は自らの想像を口には出さなかった。

　出せるはずがない。

　明日戦う相手に弱みは見せられない。

　それもあるが、それ以上に──

『明日、最高のコンディションでワイとの試合に臨んでくれ』

　自分との戦いを、あれほど望んでくれた諸星には、口が裂けてもこんなことは言えなかった。


「────」



　自分の中に生まれた不安を飲み込んだ一輝。

　そんな一輝を諸星はしばしジッと見つめ……

「そうか。……まあ。今はそんなことよりも早よ医者よばんとな。ちょっと座ってまっとれよ」

　それ以上の追及はせずに、自身の生徒手帳で救急車の手配をはじめた。

「すみません……」

　礼なのか、詫わびなのか。

　自分でもわからない言葉を呟き、一輝は自分の胸に砕けた手を当てる。

《一刀修羅》はとうに解け、身体を覆うはのし掛かるような疲労感。

　その疲労感のおかげで全身の痛覚が鈍化し、ダメージほどの痛みは感じなかったが、


（どうしちゃったんだ……。僕は。僕の身体は…………）



　しかし、心中に生じた自身が騎士として『壊れている』可能性への恐怖は、微塵みじんも軽くならなかった。




　──その後、治療を受けホテルへと戻った後も一輝は自らの身体に問いかけ続けた。

　意識を内面へ深く深く差し込み、自身の身体と心を隈くまなく見通す。

　だが、……何処にも患部とおぼしき影は見当たらなかった。

　むしろ、心身共に絶好調としか思えない。

　本当に自分は『壊れている』のか？

　そうでないとしたら、──あの硬直はなんなのか。

　わからない。

　そして理由がわからなければ、克服のしようもない。

　それは不味い。

　こんなわけのわからない爆弾を抱えたまま、《七星剣王》へ挑むのは無謀だ。

　勝負所で身体の動きが止まる。そんな欠陥を抱えたまま勝てる相手じゃない。

　是が非でも、克服しなくては──


　……だが、そう焦る一輝の心を嘲笑あざわらうように…………それはきた。



　光。──朝日。全てがはじまる朝が……





◆◇◆◇◆






『闘争は悪しきことだと人は言う。それは憎しみを芽生えさせるから。

　平和は素晴らしきことだと人は言う。それは優しさを育はぐくむから。

　暴力は罪だと人は言う。それは他人を傷付けるから。

　協調は善だと人は言う。それは他人を慈いつくしむから。

　良識ある人間ならば、そう考えるのが当然のこと。




　しかし、しかしそれでも人は、──強さに憧れる！




　誰よりも強く！　誰よりも雄々しく！

　何人なんぴとも寄せ付けない圧倒的な力！

　自分の自己エゴを思うままに貫き通す、絶対的な力！

　憧あこがれなかったと誰が言えよう！

　望まなかったとどの口で言えよう！

　この世に生まれ落ち、一度は誰もが思い描く夢──

　いずれはその途方もなさに、誰もが諦める夢──




　その夢に、命を懸け挑む若者たちが今年もこの祭典に集つどった!!!!




　北海道『禄存ろくぞん学園』

　東北地方『巨門きょもん学園』

　北関東『貪狼どんろう学園』

　南関東『破軍学園』

　近畿中部地方『武曲学園』

　中国四国地方『廉貞学園』

　九州沖縄地方『文曲ぶんきょく学園』

　そして──新生『日本国立暁学園』




　日本全国計八校から選び抜かれた精鋭三十二名！

　いずれも劣らぬ素晴らしき騎士ばかり！

　されど、日本一の学生騎士《七星剣王》になれるのはただ一人！

　ならば──その剣をもって雌雄しゆうを決するのが騎士の習わし！




　三十二名の若き高潔なる騎士たちよ。

　時は満ちた！　この一時のみは、誰も君たちを咎とがめはしない！

　思うまま、望むまま、持てる全ての力を尽くして競い合ってくれ！





　ではこれより、第六十二回七星剣武祭を開催します────ッッッ!!!!』
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　所離れ、東京とうきょうの破軍はぐん学園。

　病棟の一室で一人の騎士が目を覚ました。

「……ん」

　重い目蓋まぶたを開けると、眼に映るのは見慣れない白い天井。

（ここ、どこ……？）

　少女は見慣れぬ天井に少し混乱する。

　何しろ病院送りになる経験など殆ほとんどないのだから仕方ない。

　まあ、……長い間眠っていたために覚醒かくせいが追いついていないことも原因ではあるが。

　とりあえず、少女は何もわからないまま反射的に身を起こす。

　すると、布団がすれる音にベッドのすぐ側そばにいた金髪碧眼きんぱつへきがんの少女──貴徳原とうとくばらカナタが、備え付けのテレビから視線を移し、

「あっ！　刀華とうかちゃん！　目を覚まされたのですね。……よかった」

　安堵あんどの吐息といきを零こぼし、胸をなで下ろした。

　そのカナタの姿にベッドの上の刀華は──


「カナちゃ、んぁ～～～～ッ!?」



　と、思い切り舌を嚙かんだ。

「舌がまわらにゃひ～……」

「身体からだが鈍ってるのは仕方ありませんね。ずいぶんと長い間眠っていましたから」


「眠って…………」



　はて。どうして自分はそんな身体がこんなに重くなるまで眠っていたのだろうか。

　刀華は思い出そうと、途切れた記憶の糸を手繰たぐり──




『さて七星剣武祭しちせいけんぶさい一回戦ももうまもなく折り返し地点となりました。

　Ｂブロック最後の試合は、本日のカードの中でも注目度が高い組み合わせ！

　破軍学園一年《紅蓮ぐれんの皇女こうじょ》ステラ・ヴァーミリオン選手


対



　巨門きょもん学園三年《氷こおりの冷笑れいしょう》鶴屋つるや美琴みこと選手です！

　解説の牟呂渡むろとプロ。この試合をどう──』




「──ッ！」

　テレビから流れてきた解説の声で全すべてを思い出した。

　自分が暁あかつきの襲撃からステラを守ろうと、生徒会一同を率いて暁の足止めにあたったこと。

　そして、《風かぜの剣帝けんてい》黒鉄くろがね王馬おうまに破れたことを。

　あれからどうなったのか。

　何も知らない刀華は顔を青くしながらカナタに問う。

「カナちゃん、あ、あの後どうなったの!?　ステラさんは!?　黒鉄くんたちは無事なの!?」

「大丈夫。ヴァーミリオンさんは葉暮はぐれさんたちが守り通してくれましたし、黒鉄くんも傷こそ負いましたがとっくに元気になられて現地に入っています。……私たちの方は全員《幻想形態げんそう》での負傷なので、身体には特に問題はありません。会長と副会長が受けたダメージが大きくて昏睡こんすい状態が続いていましたが」

「うたくんも？」

「はい」

　カナタの視線が刀華の後ろへと動く。

　その視線を追い、刀華は気づいた。

　隣のベッドで今もまだ泡沫うたかたが深い眠りの中にいることに。


「……うたくん…………」



「でも会長もそうでしたが、極度の疲労で意識の回復が遅れているだけなので、副会長も命に別状はないそうです。たぶん彼の方も今日明日にでも目を覚ますと思います」


「そう、なんだ……。はぁぁ…………」



　カナタから自分が気絶した後の顚末てんまつを聞き、刀華は大きく息を吐き出す。

（……とりあえず、生徒会長として最低限の仕事はできた、のかな）

　少なくとも、あの襲撃で破軍が完全に壊滅する事態は避けられたように思う。

　ならば、それで十分だろう。

　それもこれも、あのとき共に最前線に残ってくれた仲間たちのおかげだ。

「ありがとう。カナちゃん」

「……フフ。後で他ほかの皆さんにも言ってあげてください。きっと喜びます」

「うん。そうする」




『おおっと！　これは大変なことになりました！』




　と、そのとき。

　テレビから悲鳴にも近い実況の声が聞こえてきた。

「あら。なにやら騒がしいですね？　なにかトラブルでもあったのでしょうか」

「わかんない。どうしたんだろう」

　自然と刀華とカナタの視線はテレビに集まる。

　画面では実況の眼鏡の男性が滝のような汗をかきながら、

『なんと、ステラ・ヴァーミリオン選手がまだ会場に来ておらず、試合開始の合図に応じられません！』

　まさかの事態を告げていた。

「え、ええええっ!?」





◆◇◆◇◆







（試合開始の合図に応じられないって…………！）



　カナタからはステラも無事だったと聞いていたので、この放送は刀華を非常に驚かせた。

「カナちゃん。さっき黒鉄くんは現地入りしているって言ってたけど、ステラさんは一緒じゃなかったの？」

「詳しいことはよくわかりませんが、彼女、《風の剣帝》に後おくれを取ったことをかなり気にしていて、あのあと西京さいきょう先生と二人で特訓をしていたんです。だからもしかしたら、その関係で一緒に行動していなかったのかも知れません」

「……そうなんだ。でも西京先生が一緒ならどうして」

　どうして試合開始時間になっても会場にいないなんてことになるのか。

　困惑する刀華とカナタ。

　そんな二人に、テレビからの続報が届く。

『あ、たった今運営委員会の方から連絡がありました。ステラ・ヴァーミリオン選手は、路線トラブルによる電車遅延のため、到着が遅れると運営委員会の方に連絡が入っていたようです』

『困りますねぇ。こういうことが起きないための前々日の選手パーティなんですが』

『そうですね。他の破軍の選手と一緒に大阪おおさかに入っていてもらいたかったところです。……おっと、ここで《氷の冷笑》鶴屋美琴選手が自身の不戦勝を運営委員会に要求しました！』

「ステラさんはもしかしてこのまま不戦敗になってしまうのですか？」

　心配そうな表情でテレビを見つめるカナタ。

　そんな彼女の心配に対し、刀華は首を横に振った。

「ううん。それはきっと大丈夫」

　刀華は去年七星剣武祭に破軍学園の選手団長として参加している。

　そのときに七星剣武祭のルールは大方把握済みだ。

「前々日の現地入りは別にルールではないし、七星剣武祭の規則で遅刻した場合、その試合は後ろに回されることになってるから……」

『おっと、今私の方に運営委員会からの通達が来ました。『大会規則に従い、Ｂブロック第四試合は延期──、よって不戦勝は認められない』とのことです！』

『まあこれはルールですから仕方ないですね』

『遅刻によるペナルティは存在しないんでしょうか？』

『今回の場合、ダイヤの遅れはちゃんと運営委員会側でも確認ができているのでありません。ですが、こういう事態を防ぐためにも、前々日現地入りは規則化してもらいたいですね』

　七星剣武祭では進行上の全すべての判断を運営委員会が協議して決定する。

　この決定は他の多くの格闘技がそうであるように、一度下されるとたとえそれが間違っていても覆くつがえされることはない。

　つまりこの決定により、ステラの即時敗退はなくなった。

　だからカナタはほっと息をつく。

「……はぁ。ちょっとハラハラしてしまいましたわ」

「でも延期された試合時間にも間に合わなかったらそのときはアウトよ」

（それまでに間に合えばいいのだけど……）

　ちなみに、このステラの試合でＢブロックの一回戦は全て終了した。

　このタイミングで会場にはアナウンスが入る。

『会場の皆様にご連絡します。

　これより、リング整備のため十分間の休憩を挟みます。

　続くＣブロックの一回戦はそのあとの開始となります』

「もう一回戦も折り返しなのね。だいぶ見逃しちゃったんだ。ショック。ねえカナちゃん。黒鉄くんの試合はもう終わっちゃったかしら？」

「いいえ。この後のＣブロックの四組目が彼の試合です。だからこれからですね」

「よかったぁ」

　何しろ一輝は自分を倒し、代表となった選手だ。

　当然、《雷切らいきり》としては見逃せない試合だった。

「ところで相手は誰だれなのかしら？」

「ああ、会長は気絶してましたから、トーナメント表を見ていないんですね」

「うん。ねえカナちゃん。黒鉄くんの初戦の対戦相手って誰なの？」

「……会長にとって、すごく興味のあるカードですよ」

　その刀華の問いに、カナタは苦笑を嚙み殺すような複雑な表情を見せる。

　なんだかすごくいやな予感がした。そして──

「《落第騎士ワーストワン》の一回戦の相手は、……《七星剣王しちせいけんおう》諸星もろぼし雄大ゆうだい選手です」

　その予感は的中した。

「……また一回戦からすごいところを引いてきたのね、黒鉄くんは」

「はい。校内選抜でもそうでしたが、彼はおよそ幸運とは無縁の人間に思えます」

「英雄には自然と試練が付きまとうもの、という考え方もできるかもだけどね」

　それにしても初戦から《七星剣王》とは、ついていない。

　今年は人数が極端に減ったからその調整で一回戦が免除されるシード枠がなくなった。

　一輝いっきはそのわりをもろに食った形だ。

（まるで不幸のブラックホールね……）

「《落第騎士ワーストワン》と《七星剣王》──そのどちらとも戦ったことがある《雷切》としては、この試合、どう見ますか？」

　ふと、隣のカナタが刀華に事前予想を尋たずねる。

　休憩に併せて中継の方もＣＭに入ったので暇だったのだろう。

「そうね……」

　刀華はしばし目を瞑つむって考えてから、答えた。

「……６：４で諸星くん有利、かな」

「６：４。ずいぶんと僅差きんさですね。相手は《七星剣王》だというのに」

「確かに二人の社会的地位ステイタス的にはあり得ない予想かもしれないけど、もちろん理由あってのことよ」

「それはどのような理由なのです？」

「黒鉄くんは諸星くん相手に相性がいいの。諸星くんの伐刀絶技ノウブルアーツ《暴喰タイガーバイト》は知っているよね？」

「伐刀絶技を搔き消す能力ですよね」

「そう。伐刀者ブレイザーが超人たり得るのは伐刀絶技ノウブルアーツ……つまり魔術を扱えるから。だから魔術を喰くらい搔き消す能力は、あらゆる伐刀者ブレイザーに対して圧倒的なアドバンテージをとれる力ということになるわ。《深海の魔女ローレライ》の水も、《紅蓮の皇女》の炎も、《風の剣帝》の風も、全てが諸星くんの前では通用しない。諸星くんの《虎王とらおう》は、魔術をずたずたに喰い千切ってしまうから」

「……確か、会長もそれで接近戦を余儀なくされたんですよね」

　刀華はその言葉に頷うなずきを返す。

　一年前、《雷切》の雷撃は悉ことごとくこの《暴喰タイガーバイト》の前に打ち消された。そのため長距離からの攻撃では埒らちがあかず、仕方なく近距離──受ける暇いとますら与えない神速の《雷切》に勝負をかけたのだが、諸星の槍術そうじゅつは実に巧みで、結局《雷切》の間合いまで詰めること叶かなわぬまま敗北してしまった。

　刀華にとっては苦い敗北の記憶だ。

「改めて聞くと、反則的な能力ですね」

「そうね。対伐刀者ブレイザー戦に用途は限られるけど、その分、全ての伐刀者ブレイザーに優勢をとれるとんでもない力だわ。

　だけど、……黒鉄くんは元々魔術依存の戦いをするタイプじゃない。

　彼の戦いの比率は伐刀者ブレイザーでは珍しいほど『体技』に傾かたむいているわ。

　黒鉄くんが魔術を使うのはここ一番のときだけ。

　そして《暴喰タイガーバイト》はあくまで敵の伐刀絶技を無効化するだけの伐刀絶技ノウブルアーツ。

　それそのものに攻撃力があるタイプの技じゃない。

　だから諸星くんも攻撃手段も全て『体技』……『槍術』なの」

　故に二人の試合は必ず純粋な体術勝負になる。

　まあそうなったとしても槍対剣のリーチの不利は残るが、

「でも、リーチのアドバンテージだけであの《無冠の剣王アナザーワン》を大人しくさせられるとは思えない」

　去年、《雷切》はこのリーチのアドバンテージに封殺ふうさつされた。

　だが一輝の機動力や読み、そしてミドルレンジでの引き出しの多さはすでに学生のレベルを超越している。いかに《七星剣王》とはいえ、一輝ほどのレベルの剣士を自分の間合いに釘付くぎづけにし続けることはかなり難しいはず。だからこそ、

「では……一回戦での《七星剣王》敗退の番狂わせは──」

「大いにあると思うよ」

　少なくとも、一方的な試合にはならない。

　刀華は《落第騎士ワーストワン》と《七星剣王》──その両方と戦ったことがあるからこそ、それを確信する。

　一輝の近接戦闘の実力は、間違いなく全国クラス。

　それも《七星剣王》の座を争えるレベルに達していることを。

（まあ、それでも一回戦から《七星剣王》とは運が悪いとしか言いようがないけど）

　でも彼が好調ならば、……大番狂わせはきっと起こる。

「頑張って。黒鉄くん！」

　それを祈願し、刀華は遠い東京の地から大阪の一輝へエールを送った。





◆◇◆◇◆






『──会場の皆様にお知らせします。

　リングの整備が終了しましたので、これよりＣブロックの一回戦を開始します。

　Ｃブロックの選手の皆様は控え室にお集まりください』




　──すり鉢構造の湾岸ドーム。

　人工芝の中心に設置された円形リングの整備が完了したことを知らせるアナウンス。──

　客席通路のフェンスに寄りかかって先ほどまでの試合を観戦していた一輝たちの耳にもそれは届いた。

「じゃあ、僕はそろそろ控え室に行くよ」
















　アナウンスを受け、一輝は共に観戦していた珠雫しずくと有栖院ありすいんに告げる。

　一輝はＣブロックの四組目。

　急ぐ必要はないが、わざわざ遅れていく理由もないからだ。

「頑張ってきてね。一輝」


「ご武運をお祈りしています。お兄様。…………それにしても、まったくステラさんはどうしようもない女ですね。自分の試合はともかくお兄様の試合に遅刻するなんて」



「普通逆じゃないかな、それ」

「これは後で『姑しゅうとめ必見・新妻をいびる百八の方法』で覚えた殺人技が火を噴きますね」

「はは、……程々にね。それじゃあ」

　兄の大一番に応援にも駆けつけない恋人に憤いきどおる珠雫を宥なだめ、一輝は二人と別れ控え室に向かう。

　二人の前で、一輝は終始リラックスした表情だった。

　とても今から戦いに赴おもむく男の表情とは思えないほど、穏やかな。

　だからだろう。一輝の背を見送ったあと、珠雫は安堵の吐息を零した。

「よかった。お兄様、前みたいに緊張はしていないみたいね」

「ふふ。まあ当然かも知れないわね。一輝はあの《比翼ひよく》とやり合ったんだもの。今更《七星剣王》程度に恐れたりなんかしないでしょう」

　有栖院の言うことはもっともだと珠雫も頷く。

　あの戦いは兄にとって有益に働いたのだろう。

　このとき珠雫はそれを疑っていなかった。

「やっほー。昨日ぶりね。お二人さん」

　ふと、そこに聞き覚えのある声がかかる。

　見れば、一輝が歩いて行った方向から白衣を着た女性が手を振りながら歩いてきていた。

「キリコさん……」

「あらあら。なんだか最近よく会うわね」

「んふ。本当ねぇ。引かれ会う運命なのかしら」

「医者に引かれる運命なんてぞっとしないわね」

　確かに、と有栖院の軽口にキリコは肩を竦すくませ──それからすこし、表情を真面目まじめなものにして尋ねてくる。

「さっきそこで《落第騎士ワーストワン》とすれ違ったわ。……彼、何かあったの？」

「どういうことですか？」

　突然の不穏ふおんな問いかけに真っ先に反応したのは珠雫だ。

「お兄様はとてもリラックスしていたと思いますが」

　何を根拠にそんなことを言うのか、珠雫はキリコに問いを返す。

　対し、キリコは「それよ」と珠雫の言葉を取って指摘した。

「リラックスしすぎてる」

「……？」

「すれ違いざまにちょっと診察してみたんだけど、脈拍も体温も発汗も……血液中を流れるホルモンのバランスも、何もかもが静か過ぎる。普通戦いの前というのはどんな人間でも多少それらの数値に変動が起こるものなのだけど、彼は何一つ変動していなかった」

　それは人間の反応としてありえない。

　事実、昨日諸星を前にした一輝はある程度の興奮状態を示していた、とキリコは言う。

　そして、昨日そうであったのに今日になって全く興奮を示さないということは──

「……それは意図的に自分自身の身体に過度なリラックスを強要しているということ。……昨日はそんな様子なかったわ。程よい戦闘を行うのに最適な興奮状態だったのに。何か不安になることでもできたのかしら」


（お兄様が…………不安に…………？）



「そ、それは本当に本当のことなんですか!?」

「診断に間違いはないわよ。何を不安がっているのかまではわからないけど」

「……ただ必要以上に力まないようにリラックスしているだけじゃないの？」

「そうとは思えないのよね。適度な興奮は戦闘力を高めるわ。……正直、彼がそれを理解していない程度の騎士とは思えない。だからこそ気になるのよねぇ」


「…………」



　キリコに下された不吉な診断。

　場にいやな沈黙が降りる。

　その沈黙の中で、珠雫は昨夜一輝と別れた後、キリコに聞かされたことを思い出した。

　──それは、これから一輝が相対することになる《七星剣王》諸星雄大のことだ。





※　※　※






『悲愴ひそうなまでの義務感？　それって、どういうことなのですか？』

　一輝が勝てない。

　そう言い切ったキリコに対し、珠雫の口調はやや問い詰めるような調子になる。

　彼女からしてみれば、兄が不当に侮辱ぶじょくされたように感じたのだろう。

　だが、キリコも何の理由もなしにこんなことを言っているわけじゃない。

『……今日、諸星君の妹さんがお店にいたでしょう。だから気づいたと思うけど、彼女、口がきけないのよ』

『はい。《七星剣王》から精神的ななにかだと聞かされました』

『彼女、小梅こうめちゃんが口がきけなくなったのはね、諸星君のせいなの』

『な、なんですって!?』

『まあもっとも、私はそうは思わないのだけど、……ただ他ならない諸星君自身はそうだと思ってる』

　それからキリコは語った。

　諸星を支える義務感。その背景を──

　それは今から６年前のこと。

　当時《浪速なにわの星ほし》という通り名で、関西一の少年騎士として知られていた諸星の身に起こった悲劇が、全ての始まりだった。

『休日。諸星君たちが家族で遊園地に向かうために乗った電車が、事故を起こしたのよ。全国的なニュースにもなった事故だから、二人も知っているんじゃないかしら？』

　珠雫はその問いに頷きを返す。

　確かにそのニュース自体は実家で見た。

『たしか、何百人もの死者を出した大惨事だったと記憶しています。それに《七星剣王》が巻き込まれていたことは、今日お兄様から聞かされるまで知りませんでしたが』

『そう。たくさんの人が亡くなったひどい事故だったわ。命があっただけでも、諸星君は運がいい方なのかもしれない。でも、まったく無事では済まなかった。両親と妹の三人は軽傷だったものの、諸星君は──両脚を失う大怪我おおけがを負ったのよ』

『失う……？　欠損、ということですか……っ!?』

『ええ。現代科学と医学の粋すいを結集した再生槽カプセルは、切断された腕や足、場合によっては首の修復すら可能な奇跡の箱だけど、できるのは接合まで。ミンチになった足を新しく生はやすことはできない』

　つまり、諸星の負傷は医学ではどうにもできないものだったのだ。

『だから、命こそ助かったものの、多くの人間に将来を期待され、《夜叉姫やしゃひめ》以来の逸材いつざいだと、地元大阪で英雄扱いされていた《浪速の星》は、小学生リトルリーグの上位陣で行われる決勝トーナメントを前に……引退せざるを得なかったの』

　悔しかっただろう。

　やりきれなかっただろう。

　だが、そのとき諸星はもう、自分一人では歩くこともできない身体だった。

　そんな状態で戦えるわけもない。

　だから《浪速の星》は、苦渋の選択ではあっただろうが、一度はその運命を受け入れた。

　そして持ち前の明るさで気持ちを切り替え、騎士としてではなく新しい人生を歩もうとした。


　だが…………



『そんな彼とは違って、気持ちを切り替えられない人がいた』

　それが、諸星小梅。──諸星の妹だったとキリコは語る。


　何故なぜか。それは…………とても残酷な理由──



『……あの事故があった日、『遊園地に行きたい』とせがんだのは彼女だったの』


『──！　じゃ、じゃあ小梅さんは…………！』



『そう。小梅ちゃんは……自分を責めた』

　あの日、自分が遊園地に行きたいなどと言わなければ──

　兄は両脚を、そしてなにより兄に約束されていたであろう輝かしい未来を失わずにすんだ。

　自分が、我わが儘ままを言わなければ──

　そう……少女は自分を責め続けたのだ。




　心が壊れてしまうほど、強く。




　そしてやがて……少女は言葉を失った。まるで我が儘を言った自分を戒いましめるように。

『そんなことがあったのね……』

『……心の病というものは難しいわ。怪我や身体の病気と違って、症状にも治療法にも個人差がありすぎる。私たち医者は悲しいほどに無力なのよ。だけど、──そんな小梅ちゃんの病気を治そうとしている男がいる』

　キリコがこの話をする前に口にした義務感という言葉から、珠雫たちもその男の察しはついていた。

『それが、《七星剣王》諸星雄大、ということですか』

『そう。妹の身に起きた異変は、一度は騎士の道を諦あきらめた諸星の心に火を付けたの』

　キリコは言う。

　事故から半年も経たたない頃ころ。

　どこで聞きつけたのか、諸星が当時『全身細胞を使った欠損部位の復元魔術』を研究していた自分の元へやって来たと。




　──先生。頼む。ワイをもう一度、戦えるようにしてくれ！




　おそらくは家族にも相談せずに、大阪からはるばる広島ひろしままで這いずってきたのだろう。

　泥だらけでボロボロの身体と、……決意一つぶら下げて。

『私はこれを二つ返事で了承したわ。もちろん熱意に押されてなんかじゃない。私にとっても諸星君の登場は都合がよかったの。丁度、研究のための『実験台モルモット』を探していたから。

　んふふ。ひどい女でしょう。……あの頃の私は自分が何でもできると思っていたから。何でもしていいと思い上がっていたから。欠損部位を作り出すなんていう『神様の領域』に足を踏み込むことにも何の躊躇ちゅうちょもなかった』

『では、今の諸星さんの脚は……』

『ええ。私が彼の全身組織をそぎ取り、一度分子単位までバラバラにしたそれをこね回して作った偽ぎ足なの』

　同じ水使いだからこそ、珠雫は《白衣はくいの騎士きし》の技量に絶句する。

　他人の失った脚丸々二本を復元しきることができる水使いは、おそらく世界にも三人と居まい。

　それにこの方法ならば、元となるのは全て諸星の身体。

　他人の臓器を移植する時のような拒絶反応は起きようがない。

　しかし──

『あれ、でも足なんて人間の半分近い組織を全身組織から作り直したら……残った身体のほうが大変なことにならない？』

　有栖院が口にする疑問。同じことを珠雫も思った。

　そしてその懸念けねんはまさしく的中していた。

『貴方あなたいい着眼点ね。その通り。大変なことになったわ。

　まず当たり前だけど全身の筋肉量が著しく減衰げんすいする。それこそ生命の維持すら危あやういレベルまでね。そして大腿骨だいたいこつのような大きく堅牢けんろうな骨を作るのだから、全身の骨密度も激減して、重度の骨粗鬆症こつそしょうしょうになったわ』

　手術直後の諸星は、肺の伸縮で胸骨を痛めるほどに弱り切っていた。

　事故直後ですらここまで瀕死ひんしにはなっていなかっただろう。

　だが、そんなものはまだ序の口だった。

　すっかり骨と皮だけになった身体を満足に動かすためには、筋肉をもう一度つけ直さなくてはならない。それも、可及的速やかに。なぜなら減少した筋肉量的に、すぐにでも筋力をつけなければ生命活動にすら支障が出るレベルなのだから。

　故にキリコは諸星に強要した。

　その枯れ木のような身体での、一流アスリートと同レベルのハードな筋力トレーニングを。

『当然、そんな身体でそんなことすればただでは済まないわ』

　スカスカの骨は幾たびも砕け、強度を失った筋肉は千切れる。

　柔らかくなった腱けんは軒並み裂け、至る所の神経が断裂を起こす。

　その痛みに歯を食いしばり、折れた足で走り、千切れた腕でダンベルを持ち上げる。

　もちろん『壊れる』度にキリコが治療魔術で破損部位を復元するのだが、それはイコール『壊れる』痛みを何千回と味わうことを意味する。

　もはや拷問ごうもんといって差し支えない荒行。嘔吐おうとや失禁しっきんは日常茶飯事。

　諸星のリハビリの光景はまさに地獄絵図だったとキリコは述懐する。

　そしてついに──

『三カ月。……それだけたったとき、音ねを上げた』

『無理もないわよ。そんな無茶苦茶……』

『むしろ、よく三カ月ももった方かと思います』

　遅すぎるくらいだと珠雫と有栖院は感じた。

　明らかに治療の範疇はんちゅうを超えた行為だ。

　そんなこと、続ける方がどうかしている。

　だが、二人のその考えを、──現実は裏切っていた。

『二人とも勘違いしているわね。音を上げたのは、私の方よ』

『え……？』

『最初はいつもモルモットにそうしていたように、経過観察を日記につけていたわ。だけど、あたりまえのことだけど……彼はモルモットじゃない。自分と同じ『形』をした生き物よ。……そんな生き物が、およそ人間の許容量を逸脱した激痛に藻搔もがき苦しむところを何日も何十日も眺め続けてたら、……正気じゃ居られない。……正直、頭がおかしくなりそうだったわ。夢の中でも、諸星君の苦しむ声が聞こえてくるんだもの』

　三カ月経った頃には、キリコにはもう自分の研究が悪魔の研究と思えてならなかった。

　こんなこと、もうすぐにでもやめるべきだ。

　現在の義足の技術はすごい。

　確かに自前の脚のように細かい動きをしたり、魔力を通すことはできないから、選手として再起するのは不可能だが、それでも日常生活をする分には支障ないほど、高性能なものが揃そろっている。

　なら、もういいじゃないか。

　そう思い、キリコは諸星にリハビリの中止と脚の組織を上半身に戻す再手術を申し出た。

『でも──、諸星君はそんな私に言ったわ』

　あのときの諸星の言葉。キリコは今でもそれを、一字一句忘れずによく覚えている。

　彼は脂汗に塗まみれた顔で、荒い息を吐きながら──




　──なあ先生。小梅が最後に言った言葉、なんやと思う？

　ボロボロ泣きながら、ごめんなさい、や。……その日以来、口がきけんようになってもうたんや。

　全部、ワイが情けないせいや。

　ワイが怪我なんかしたもんやから、小梅にいらん負い目を背負わせてもうた。

　遊園地に行きたい。

　そんな可愛らしい我が儘を、罪やと思わせてもうた。

　……だから、このままでは終われんのや。

　ワイが教えたらなあかん。なんもあやまることはない。気にせんでええって。

　せやけど、こんな情けない身体のままやと駄目や。

　ワイがあの事故で無くしたモン。脚も、力も、地位も──全部取り戻して、言葉やなく結果で『ワイはもう大丈夫や』と示したらんと、アイツは自分を許してくれへん！


　だから…………！



　ワイは小梅が自分を許して、もう一度しゃべれるようになるまで、

　たとえ何度、骨が砕けようと……！　肉が引きちぎれようと……ッ！

　妹（アイツ）の前で、曲がった背中は二度と見せんッッ!!!!

　それが、──兄貴ちゅうもんやッ!!!!




『そう言って諸星は最後までリハビリをやめようとしなかった。やめなかった。

　……そして数年後、彼の死に物狂いの努力は実を結んだわ。

《浪速の星》諸星雄大は表舞台に帰ってきた。以前と比べてもなんら遜色そんしょくのない力を携えて』

　そして上り詰めたのだ。日本の学生騎士の頂点《七星剣王》まで。

『だけど、それでもまだ、諸星君は己に課した義務を果たしていない。小梅ちゃんが言葉を取り戻すその日まで、彼はいつだって死に物狂いなの』

　一輝と本気の勝負がしたいと言った理由も、向上心故ではなく、全ては妹のため。

　地獄の底から這はい上がる原動力となった、兄としての義務感という意志の炎は、いまだ消えずに諸星の中で燃え続けている。

　それを知るからこそ、キリコは言った。

『彼をずっと見てきた私が保証するわ。《七星剣王》諸星雄大はただ勝ちたい、そんな綺麗きれいな向上心だけで倒しきれるような男じゃない。……強いわよ。自分以外の大切な誰だれかのために戦う人間は』
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　話を思い出すだけでも、諸星が戦いに懸ける意気込みのすさまじさに珠雫は戦慄せんりつを覚えた。

　妹の言葉を取り戻す。

　そのために諸星は再起不能レベルの負傷から立ち直り、カムバックしてきたのだ。

　拷問のようなリハビリを乗り越えて。

　その執念。その決意──いずれも並ではない。

（……諸星さんは、間違いなく強い）

　身体だけでなく、心も。

　迷いを抱えたまま、勝てるような相手とは、珠雫にはとても思えない。

（お兄様……！　どうか、ご自分をしっかりと持ってください！）

　だから珠雫は祈るような気持ちで、いずれ一輝が出てくるであろうリング脇わきの青ゲートを見つめた。

　とその視界に──


「あ…………」



　珠雫は青ゲートの真上にある客席に、小柄なおかっぱ頭の少女を見つけた。

　諸星の妹、諸星小梅だ。

　見れば小梅も今の珠雫のように、いずれ兄が出てくるであろう赤ゲートを見つめている。

　……ひどく、辛つらそうな表情で。




『えー。会場の皆様へご連絡いたします。

　長らくお待たせしました。

　ではこれより、七星剣武祭Ｃブロック一回戦第一組の試合を開始いたします！』





「…………」



　試合開始のアナウンスに、珠雫は一度小梅から視線を切り、視点をリングの上へ移す。

　だが頭の中で考える。

　もし自分が小梅の立場だったら、一体どんな気分だろうか。

　一輝が自分のせいで両脚を失い、そして自分の言葉を取り戻すために耐え難い苦痛を乗り越え、今もまた……傷つき傷つけあう世界で戦い続けているのを、脇で見ていることしかできない立場だったら、どんな気持ちだろうか、と。


「…………っ」



　その想像が生み出したのは、身を切るような痛みだった。
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　Ｃブロックの進行は、Ｂブロックのような遅刻によるトラブルもなく、スムーズに進んだ。

　その間、……諸星は適度なウォームアップをこなした後、控え室のパイプ椅子いすに腰掛け、一枚の紙を見つめていた。

『がんばれ！』

　紙にはそうまるっこい可愛かわいい文字で書かれている。

　──昨日、諸星はホテルには戻らなかった。

　一輝を救急車に乗せて店に戻った後も混雑が収まらず、戻る時間を逸いっしたからだ。

　そしてこの紙は、今朝、実家から出るときに小梅から貰った物だ。

　開会式に向かうとき、諸星から頼んだのだ。

『なあ。いつもみたいに、がんばれって、言ってくれるか？』

　それは諸星にとってのおまじないのようなもので、試合の前は毎度頼むことだった。

　そしてこの願いに対し、小梅はいつも、一瞬だけ複雑な表情を作り──

　すぐに笑顔を繕つくろい、このメッセージを書いてくれた。

　いつものように──

「……」

　諸星はそれを見つめながら、小梅が見せる一瞬の表情を思い起こす。

　申し訳なさそうな、辛そうな表情。

　諸星にはわかってる。

　妹が何を思い、あんな表情を見せるのか。

　彼女は、気づいているのだ。

　諸星が自分のために騎士の世界へカムバックしたことを。

　もちろん、一度もそんな恩着せがましいことを諸星が小梅に言ったことはない。

　だが同じ血の通う兄妹。考えることは、ある程度想像がつく。

　そして、だからこそ小梅は躊躇ためらった。

　がんばれと、自分のために戦ってくれている兄に他人事ひとごとのようなエールを送ることを。

　その真実を見透かし、諸星は……優しく笑う。

「……あほう」

（申し訳なく、思う必要なんかなんもない。小梅。……お前は何も悪くない）

　だからなにも気に病まなくていい。

　ゆっくり、自分のペースで立ち直ってくれたらいい。

　何年、何十年かかろうとかまわない。


（それまで、ワイは負けんから。お前が『ワイから奪ったモンなんてなにもない』──その事実に気づいて、立ち直るその日まで、ワイは…………勝ち続けるから！）



　だから──

（そのときはまた、昔のように──）




『控え室の選手にお知らせします。Ｃブロック三組目の試合が終了しました。これよりＣブロック第四組の試合を開始いたします。破軍学園・黒鉄一輝選手。武曲ぶきょく学園・諸星雄大選手。──両選手は入場ゲートへお進みください』




「……シャアッ！　いっちょぶちかましたるでッ!!!!」

（よう見とってくれ。ワイの背中を！）
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──『……えー、先ほどのＣブロック一回戦第三組の試合では、城ヶ崎白夜じょうがさきびゃくや選手がその実力を見せつけ、見事相手を場外10カウントＫＯに追い込み勝利しました。さすがは去年の準優勝者でしたね。牟呂渡むろとプロ』

『ええ。ですがやはり魔導騎士まどうきしの身としては場外カウントアウトはどうにも収まりが悪いですね。選手たちの安全を守るためのルールとは理解していますが、やはり決着はリングの上でつけて欲しいと思ってしまいますよ。はは』

『なるほど。同じように思っている観客は多いかも知れませんね。

　その決着は次の試合に期待しましょう！　さあ皆様、お待たせしました。これより、おそらくは本日もっとも注目度の高い試合カード、Ｃブロック第四組の選手に入場してもらいましょう!!!!』──




　実況の飯田いいだアナウンサーの声と共に、入場ゲートの柵さくが引き上げられる。

　そして、そこからＣブロック第四組の選手が入場してきた。




『まず赤ゲートから姿を見せたのは、前大会優勝者！　武曲学園三年、諸星雄大選手だァ！

　天才的かつ超人的な槍術と、全ての伐刀者ブレイザーの『天敵』とも言うべき『魔術を喰い千切る』能力で、去年日本の頂点まで駆け上がった西の雄！　しかし、その道のりは生半可な物ではなかった！

　小学生リトルリーグ決勝トーナメント前に起きた不幸な事故。両脚全損という騎士生命を絶つには十分すぎる傷を負い、一度は身を引いたこともありました。だが──男は帰ってきた！　再起不能といわれた怪我を克服し、地獄の底からこの国の頂点までッ！

　騎士道の栄光も挫折ざせつも、全てを知る不屈の男！　《七星剣王》諸星雄大！

　今、史上初の七星剣武祭二連覇を懸けた戦いのリングに降臨ンンンッ!!!!』




　その瞬間、──大地が歓声で揺れた。


『『『『ほーしッ!!!!　ほーしッ!!!!』』』』



『お聞きくださいこの大歓声！　あまりの歓声に湾岸ドームが揺れているゥゥッ！　さすが地元の英雄！　凄まじい人気だァッ！』

　地鳴りにすら聞こえる歓声の雨。

　今日本にこれだけの人気を集める学生騎士は他にいないだろう。

　その大きすぎる期待を受け、諸星は──

「シャアアアアアアアアッッ!!!!」

　霊装デバイス《虎王》を顕現けんげんさせ、天を衝つくように思い切り掲げた。

　まるで、俺おれに任せておけとばかりのパフォーマンス。

　その瞬間、会場の興奮はピークに達した。


『『『『オオオオォオォォオォォオォオォオォォォオォオ──ッッッ!!!!』』』』






『なんということでしょう！　諸星選手！　大地を揺るがす大歓声に対しまるで臆おくしていない！　萎縮いしゅくしていないッ！　これだけの人々の期待を！　思いを！　その一身に受け背負いきっているッ！　何という少年！　何という男気ッッ!!!!』

『これが諸星雄大のすごいところですね』

『と、いいますと？』

『先ほど飯田さんが仰おっしゃったとおり、彼は再起不能の大怪我からカムバックしてきた選手です。当然、他の選手よりも自身の体調に不安があるでしょう。でも彼はそれをおくびにも出さない。微塵みじんの不安も見せずに、自らにかかる期待の全てを背負い、そしてそれに応こたえてきた。まるで『俺は大丈夫だ。下手な心配するな』と言わんばかりに。

　……それにね。実は僕も諸星くんが受けた復元手術を受けたことがあるんですよ』

『そういえば牟呂渡プロは片足が義足でしたね』

『ええ。ＫＯＫKing Of Knightsでは四肢の欠損はよくあることですからね。だから復元手術の需要は多いんです。しかし僕を含めて復元手術が成功した例は殆ほとんど無い。どうしてかわかりますか？』

『いいえ。どうしてなんですか？』

『実はね、復元手術自体はほぼ１００％成功するんですよ。ただ、その後のリハビリにみんなついてこられないんです。復元手術は現存する肉体から細胞を取り出し、欠損部位を再構成する術式です。だから、術後は重度の骨粗鬆症や筋肉減少による内臓器官の機能低下による様々な合併症状が発生します。──ですが筋トレしなければ減った筋肉は戻ってきませんから、身体を元に戻すためにはそんな身体でも筋トレをするしかない。だから、復元手術のリハビリは何千何万回も肉離れや骨折を繰り返しながらのものになるのです。……僕はもういい大人ですがね、とても我慢できなかった。三日目には先生に泣きながら『脚を身体に戻してくれ』と懇願こんがんしましたよ。

　でも、諸星くんはそんな地獄のリハビリを乗り越えて来た。

　以前よりも遥はるかに力をつけて。

　並の根性や覚悟でできる事ではありません。

　正直……僕には想像ができない。心技体全てを高次元で備え、これほどの度胸と勇気と根性を持ち合わせるこの七星の王が、敗北する所なんてね』

『なるほど。これは史上初の七星剣武祭二連覇にますます期待がかかります！

　そして、──そんな《七星剣王》の初戦の相手が、今入場してきました！』




　実況の言葉に、大観衆の視線が青ゲートに集まる。

　その注目の中を悠然ゆうぜんと、黒い刀をひっさげた少年が歩いてくる。




『この少年の顔をご存じの方は多いでしょう！　少し前に《紅蓮の皇女》ステラ姫を巡る騒動で話題になった、七星剣武祭史上初のＦランク出場者。しかしそのランクに惑わされることなかれ！　その実力は折り紙付き！　校内選抜戦では去年《七星剣王》諸星雄大をもっとも苦しめた《雷切》東堂とうどう刀華を一撃の下に降くだし、非公式の試合ではＡランク騎士ステラ・ヴァーミリオンまでも打ち破った、異端の実力者！　誰が呼んだか《無冠の剣王アナザーワン》！

　最弱の魔力に最強の剣技を携える今大会注目度ナンバーワンのダークホース！

　破軍学園一年・黒鉄一輝選手が全国のリングに今、上がりましたァァッ!!!!』




　一輝の登場に対して、諸星の時ほどではないが大きな歓声が上がる。

　皆期待しているのだ。

　Ｆランクながらこの日本一を争う舞台に登ってきた異端の実力者が、どれだけこの大会に波乱を起こしてくれるのかを。

　そんな会場の熱狂を眺め、有栖院は息を呑のむ。

「ついにこのときが来たのね。……一輝が、全国のリングに立つときが」

　あの誰にも評価されず、不当な扱いを受けていた薄幸はっこうの騎士は、今や誰からも認められる実力者として全国のリングに立っている。

　同じ学園で、校内選抜戦からずっと一輝を見てきた者としては、感慨深い光景だった。

「ええ……。でもお兄様が目指すのはさらに先。こんなところで負けられない」

　珠雫は固い声でそう返し、隣のキリコに尋ねる。

「キリコさん。お兄様の具合はどうですか？」

「ふぅん。ちょっとまってなさい」

　言うとキリコは左目を瞑つむり、

「《視診ドクタースコープ》」

　右目に魔力を集め、リング上の一輝の身体を『診察』。

　その後、薄く笑みを作った。

「んふふ♡　さすがにこれまで幾度も修羅場しゅらばをくぐり抜けてきただけはある、という感じねぇ」

「どういうことですか？」

「さっきすれ違ったときみたいな不自然さはないわ。体内のホルモンバランスや血圧は適度な緊張感と興奮状態を保ち、完全に戦闘状態に入っている。おそらく待ち時間の間に自分の気持ちに整理をつけたのでしょうね。さすがだわ。……安心して珠雫ちゃん。貴女あなたのお兄さんは間違いなく、──絶好調よ！」





　こうして舞台は整い、役者は揃った。戦いのゴングは今────






『では！　これより七星剣武祭一回戦、Ｃブロック第四組！

　諸星雄大選手　対　黒鉄一輝選手の試合を開始いたしますッ！

　Let's GO AHEAD──!!!!』





◆◇◆◇◆






　開始の合図が鳴り響いたその瞬間、一輝は地を蹴るや《七星剣王》目掛けて駆け出した。

『おっと！　黒鉄選手、開始と同時に行ったァ！　速攻だァァッ！』

　実況が《七星剣王》相手に速攻をかけた一輝に驚きの声を上げ、会場にもまた響どよめきが満ちる。

　様子見すらしない速攻。

　迂闊うかつ。焦あせった。拙速せっそく。──そういう感情もあるのかも知れない。

　だが一方でその試合を観戦している有栖院は、

「いい判断よ！」

　一輝の判断を賞賛した。

「アリス？」

「どうせ距離を置いていても一輝にできる事なんてないわ。一輝はリーチのある技を持たない。だからいかに《七星剣王》の槍やりの間合いをかいくぐり、剣の間合いに持ち込むかが勝負の鍵かぎになるわ」

　ならば、この開幕速攻はアリだ。

「槍という武器は長所も短所もそのリーチの長さに集約される武器。懐ふところに潜もぐり込んだら一気に優勢へ持って行ける！」

「でも、そんなこと諸星君も百も承知。易々と懐になんて入らせてはくれないわよ？」

　キリコの言葉を裏付けるように、守る諸星が動く。

　彼は一輝の速攻に対しても微塵も動揺を見せず、悠々とした動作で槍の霊装デバイス《虎王》の矛先ほこさきを寝かせ、身体を斜はすに構える。──その、瞬間、




　ぞわりと、湾岸ドームにいた全ての人間の背筋に戦慄が走り、皮膚が粟立あわだった。





「ッッ～～～～！」



　それは客席で戦いを眺めていた珠雫たちも同じ。

「な、なんて男なの……！　構えを取っただけで、このプレッシャー……！」

　そう、戦慄の正体は構えと同時に諸星が周囲一体にまき散らした威圧感だ。

　その威圧感に今や先ほどまでの響めきはどこへやら、周囲は静まりかえっている。

　リングの上に立つたった一人の男に、何万人もの観衆全員が飲まれたのだ。

　そして、速攻をかけようとした一輝もまた、その威圧感に歩を止めざるを得なかった。

　昨夜、多々良たたら幽衣ゆいの足を縫い止めた眼光。

　諸星雄大の《八方睨み》によって。


　しかし──



「────ッ」

　それも一瞬のこと。

　一輝はすぐに止まった蹴けり足に力を込め、諸星向かって駆け出す。

『黒鉄選手！　一度は歩を止めるものの怯ひるまない！　果敢に前に出る！』

『さすがにいいハートを持っていますね。並の選手なら《七星剣王》の威圧だけで身体の動きがガタガタになるものですが、微塵も鈍っていません』

　一輝の勇敢さを賞賛する解説の牟呂渡プロ。

　だが、彼の勇猛さは諸星とてわかっていたこと。

　この程度で、威圧いあつだけで《落第騎士ワーストワン》が大人しくなるわけがない。

　動じることもなく、一輝が己の間合いに足を踏み入れた瞬間──

「シッ！」

　閃光一閃せんこういっせん。

　空を貫き、諸星の黄槍おうそう《虎王》が牙きばを剝むく。

　一輝はバックステップで一度射程の外へ逃れるも──、はらりと前髪の一部が宙に散る。

　あまりの槍の速度に引くのが僅わずかに遅れたのだ。

　この諸星の応手に会場には再び歓声が満ちる。

『す、鋭いィィィ!!!!

　まるで実況席まで風切り音が聞こえてきそうな鋭い突きが空を裂く！

　黒鉄選手、これにはたまらず後退！　たった一撃で敵の突撃を寸断したァ！』

『一撃ではありませんよ』

『え？』

『《落第騎士ワーストワン》の胸元をズームしてみてください』

　牟呂渡に言われるまま、実況の飯田が実況カメラをズームする。と──

　会場の大液晶画面に、一輝の服にあいた穴が映し出された。

『こ、これは……！　服に二カ所、刺[image: 創]しそうができていますッ！』

『そう。髪もあわせると計三つ。傍はたから見ると一突きにしか見えない動きで、三点同時に穿うがつ神速の槍術。──これが《七星剣王》の槍術《三連星さんれんせい》ですよ。諸星という選手は魔術を破壊するという対伐刀者ブレイザー戦闘における最強とも言うべき能力を有している故に、その点のみが取り上げられがちですが、この磨き抜かれた槍術こそが諸星雄大の最大の武器だと僕は考えていますよ。これをかいくぐるのは至難の業わざです。《落第騎士ワーストワン》も今ので迂闊に懐へは飛び込めないと警戒を強めるでしょう』

　牟呂渡は自信ありげにそう解説する。

　そしてそれは定石じょうせきだった。

　そもそもこちらと視線を結んでいる槍使い相手に、正面突破は無謀すぎる。

　槍とは直線上に立つ相手に無類の強さを誇る武器なのだから。

　立ち上がりの不意を突けなかった以上、どうにかして横から崩す。それが当たり前。

　だからこそ──次の一輝の行動には、誰もが面食らった。

　彼は走るでもなく、跳ぶでもなく、まるで散歩でもするようにゆっくりとした殺意のない動作で諸星との距離を詰めるや──、あろうことか、諸星の手前１・５メートルの地点。剣は届かず槍の攻撃のみが届く距離で立ち止まったのだ！

『な、なんとぉぉお！　これはどういうつもりだ黒鉄選手!?　こ、これではまるで、突いてこいと言わんばかりだぞォ!?』

　実況も解説も困惑する。

　確かに意味のわからない行動だ。

　見ようによっては、挑発にも思える。

　そして、観客の一部はそう捉とらえたようだ。

『星ィ！　なめられてんぞォ！　ぶちかましたれェ！』

『東京モンなんぞにでかい面つらさせんなァ！』

　怒声が観客席の一角から噴き出る。諸星はその声に応えるように──

『諸星が行ったァァ！　不敵な挑戦者に《七星剣王》が怒りの猛攻ゥ！　《三連星》の連打だァ！』

　一輝に先ほど見せた絶技を見舞う。

　目にも止まらぬ《三連星》の連つるべ打ち。

　それはもはや機関銃による弾幕と大差ないほどの密度で降り注ぐ死の雨だ。

　よけれない。よけようがない。──そのはずなのに、

『あ、あたらない！　当たらないィィ！　神速を謳うたう《三連星》が掠かすりもしない！　何という華麗なステップワーク！　まるで踊るような優雅な立ち回りで矛先を避ける！』

　一呼吸のうちに三点を貫く諸星の《三連星》を、その射程内に身を置きながら、初撃のように縦ではなく横へ横へとステップすることで一輝はその全てを躱かわしきる。

　一輝もまた、何も考えずにこの距離に残ったわけではない。

　確かに《三連星》は凄まじい体技だ。超人の域と言っていい。

　だが彼は知っているのだ。

　この《三連星》よりも遥かに鋭く速い技を。

　そう──《剣士殺しソードイーター》の《神速反射マージナルカウンター》だ。

　人間の限界反射速度すら超越し、さながら八連撃を全て同時に振りかぶっているかのように錯覚するほどの速度。

　アレに比べれば、《三連星》はまだ十分目で追える速度だ。

　八連撃が同時に襲いかかってくるような、あり得ない幻覚を見せるほどの威圧はない。

　冷静に軌道を読めば、一輝にとっては十分に対処できる技だった。

　やがて諸星が攻め、一輝が躱す、そんなやりとりが十秒ほど交かわされた後。

　手に余ると判断したか、諸星が大きくバックステップして間合いを空けた。

『諸星選手たまらず下がった！　なんということでしょう！　黒鉄一輝選手！　まるで最初の威圧のお返しとばかりに、一度も手を出さずに《七星剣王》を下がらせましたァッ！』

『な、なんやこれ』

『噓うそやろ……!?』

『す、すっげええええ！　こんな騎士が本当にＦランクなのかよ！』


『かっこいいーーーーッ！』



『場内から悲鳴と歓声があがっております。盛り上げてくれます両選手！』

『さすが、伊達だてに《狩人》と《雷切》という去年の七星剣武祭代表生を蹴散らして代表入りしてきたわけではありませんね。中間距離でここまで激しく速く動く選手は僕も初めて見ましたよ。ですが──、この戦い、どうにも両選手まだ本気を出していませんね』

　ぼそりと呟つぶやかれた牟呂渡の言葉。それは真実だった。

　一輝に威圧され下がったかに見えた諸星が、口の端を笑みで吊つり上げ……一輝に問う。

「ワイをウォームアップに付き合わせるとはええ度胸やな。どうや？　身体の調子は？」

「……ええ。おかげさまで、よくわかりました」

　そう、先ほどの攻防、一輝も諸星も共に攻め込むつもりなどなかったのだ。

　一輝が危険な距離で足を止め、《三連星》をあえて際きわどく避け続けたのは、自分の身体が怯えに竦すくまないかを確認するため。

　そして、諸星もその一輝の目的を知った上で、付き合ったのだ。

　その諸星の親切に一輝は礼を述べる。

　なぜなら、彼のおかげで確信を得たからだ。




「今日の僕は、間違いなく絶好調です」




　蹴り足のノビがいい。身体のキレがいい。視界が広く、とてもクリアだ。

　スレスレで諸星の刃を避けても、心中には微塵の怯おびえも生まれない。

　昨日の夜、王馬おうまと相対したときのような不自然さは何処どこにもない。

　これなら、いける。──戦える！

　それを実感し、ここに来て初めて、一輝が剣に殺気を乗せて構えた。

　その一輝を見て、諸星は満足げに頷く。

「結構。ならもうサービスタイムは仕舞いや。こっからはこっちも本気でいくで」

　ぞわりと、諸星から放たれる威圧がまた一段と強くなる。

　見つめあっているだけで、息苦しくなるほどの圧迫感はさすが《七星剣王》だ。

　しかし──、一輝は思う。いける。勝てる。と──

　なぜなら、彼は先ほどの攻防で一つの事実に確信を得たからだ。

（諸星さんの槍術には、事前のビデオで感じたとおり……致命的な弱点がある！）





◆◇◆◇◆






「いい表情をしているわ。どうやら黒鉄くんは見抜いたようね。《七星剣王》の穴を」

　破軍学園の病室でテレビ中継を見ていた刀華が、二人の攻防を見て呟く。

「穴、ですか？」

「ええ。たぶん何度もビデオを見て研究してきたんでしょうね。そして、さっきの攻防で確信を得たはず」

「私にはよくわからないのですが、諸星さんの穴とはどういうものなのでしょう？」

「うん。……カナちゃん。『槍』の攻撃手段って何だと思う？」

　問いに問いを返され、カナタはしばし考えてから答える。

「それはもちろん、『突き』でしょう」

「そうね。確かに槍は突く武器よ。だけど……槍にはもう一つ、その絶対的なリーチを生かした面攻撃である『払い』が存在する」

　槍の『刃』は先端部分にしかついていない。

　刀剣などと比べると、確かに『払う』イメージは薄いだろう。

　だがその実、この『払い』がなかなか馬鹿ばかにできない。

　１メートルを軽く超える固い棒での遠心力がついた打撃は、容易たやすく人間の骨をへし折る。

　中国槍術には『突き』を完全に『見せ技』、つまりあえて避けさせるための囮おとりとして使い、打撃主体の『棍こん』のような使い方をする流派もあるほどだ。

「だけど、《七星剣王》諸星雄大の槍術には、この『払い』が一切存在しないの。それもこの試合だけじゃなく、カムバックして以降の試合はずっと、完全な『突き』オンリーの組み立てで『払い』を一度も使用していない。もちろん、私との試合でも、ね」

「まあ……それは気づきませんでしたわ」

　カナタは聞かされた事実にすこし上品な驚き方をする。

「ですけどどうして諸星さんは『突き』しか使わないのでしょう？　使う必要がないと思っているのでしょうか」

「確かに『突き』は強いの。モーションが少なく攻撃速度が速いし、力が槍の先一点に集中する分攻撃力も高い。特に諸星くんの《三連星》なんかは戻りの隙すきすら無いに等しいから、最強の攻撃手段と言ってもいいかもしれない。それこそ、カナちゃんが言う通り『払い』なんて必要ないくらいに。──でも、相手が黒鉄くんレベルの達人になってくると、話は違ってくる」

　刀華は言う。

　どれだけ速かろうが、鋭かろうが、所詮しょせん突きの攻撃範囲は点。

『払い』のような面攻撃ゆえの制圧力は無いに等しい。と。

　そのうえ極めて見切られやすく、また突きを繰り出した後は身体が前に伸びきるため、カウンターを受けやすい。

「それこそ剣道だと『死に太刀』なんて呼ばれてるくらいにね」

「つまり、黒鉄さんの反射神経なら、諸星さんのスタイルを攻略するのは難しくない、と？」

「そういうこと。……普通なら、ね」

　そのとき、刀華が彼女にしては珍しい、意地の悪い笑みを浮かべた。

「普通なら？　とは？」

「残念ながら今黒鉄くんが相対してる男は普通じゃない。もし黒鉄くん自身が今私が言ったようなことを考えているのだとしたら、……ものすごく痛い目にあうわ。去年の私のようにね」

　そして刀華がそのように告げた矢先のことだ。

『おおっと！　ここで再び黒鉄選手から行ったァ！』

　遠い大阪の地で試合が再び動き出した。

　己の内に怯えが存在しないことを確かめた一輝は、即、攻防の中に見えた諸星の『穴』を突くため、間合いを詰める。

『しかし諸星選手も易々とは行かせない！　迎撃の《三連星》ィ！』

　当然諸星は即座に長いリーチを利用しての先制を仕掛ける。が、

（一つ！）

　一撃目。眉間みけんを穿うがちに奔はしった一閃は右へ、

（二つ！）

　心臓を穿ちに迫る二撃目は左へステップし、一輝はこれを華麗に躱す。

　一呼吸のウチに三点を貫く絶技。

　確かに凄まじい技だが、あくまでも、この技は鍛錬の積み重ねの果てにあるものだ。

《剣士殺しソードイーター》の《神速反射マージナルカウンター》のような特殊体質による超人技ではない。

　ならば、一輝にとっては十分対応できる。

（二つ避けた。次が最後だ！　次の三つ目を放った後、諸星さんは一呼吸置く！）

　おそらく、無呼吸での瞬間連打は三つが限界なのだろう。

　だから一輝は、その最後の三つ目に反撃のタイミングを定めた。

　三つ目を避けると同時に、剣の間合いへ飛び込む。

（そこに一撃ねじ込んでオープニングヒットを取る！　倒しきれないかもしれないけど、──主導権はとれる！）

　そして、狙ねらいをつけた三撃目が、今度は一輝の大腿部を狙って飛んできた。

　これに対し、一輝はすぐさま反撃のプランを実行へ移す。

（三つ、──ここだァ！）

　どれだけ速かろうがすごかろうが、所詮突きは『点』攻撃。

　その点から一ミリでも横へ逃げれば、当たりようがない。

　もう一つ左へサイドステップしてから、一息で剣の間合いへ踏み込み、


（すれ違いざまに胴を薙な────）



　その瞬間だった。

　サイドステップで槍の射線から逃れ、脇をすり抜けながら胴を払おうとした一輝。

　彼の視界に、あり得ない光景が映った。

　避けたはずの《虎王》の矛先が、まるで逃げた獲物を追う蛇のように『ぐねっ』と急激に曲がり、左へ逃げた一輝を追尾してきたのだ。


「っっぅう～～～～～～!?!?!?」



　逃げた先へと追いかけてきた矛先。

　その常識外れな光景に驚きながらも、一輝が瞬間的に下した判断は適切だった。

　彼は前へ踏み込むことを諦め、もう一つ左へ今度は大きく飛び、槍の間合いから逃れたのだ。

　だが、やや際どい回避になってしまったため……完全には避けきれなかった。

『な、ななななんとぉおぉお！　華麗に三連星を躱していた黒鉄選手！　防戦一方に見えた諸星選手！　誰の目にも黒鉄選手優勢と見えた攻防が一瞬にして逆転！　黒鉄選手の耳たぶが半分ほど裂かれている！　オープニングヒットは《七星剣王》諸星雄大選手だぁぁああ!!!!』

《七星剣王》のオープニングヒットに沸騰ふっとうする会場。

　だが、一輝は零こぼれる血にも興味を示さず、ただ戦慄せんりつに身を震わせていた。

（な、なんだ今の突きは……！　こんな技、ビデオを見たときには無かったぞ！）

　諸星のビデオはそれこそ穴が開くほど何度も見て研究した。

　しかし、《虎王》がこんな挙動を見せたことなど一度もない。

　新技か？　いや、だとしたら不自然な点がある。

（どうして実況は今の技に触れない？）

　もしかして──

（見えていなかったのか？）





◆◇◆◇◆






　曲がる突きが観衆には見えていない。

　その一輝の予測は──正しかった。


「ああん！　惜しいッ！　いい感じに攻め込んでいたのに…………！」



　ギリギリの場所まで攻め込みながら、そのチャンスを生かし切れなかったことに有栖院が悔しそうに唇を歪ゆがめる。

　惜しかった。もう少しだったのに。と──

　有栖院には、一輝が《三連星》最後の一撃を避け損なったようにしか見えなかったのだ。

　だからこそ、惜しいなどと言う。

　あの瞬間に起きたことを理解していれば、そんな言葉は言えないだろう。

　今の攻防、明らかに諸星が『突き』しか使わない諸星のスタイルの弱点を突いてきた一輝を罠わなにかけた。

　横へ動けば、射線を逃れれば安全という、大前提を崩す奇襲を仕掛けた場面なのだから。

　そしてそれは有栖院以外の者たちも同じだった。しかし──

「本当に、惜しいのかしら」

　曲がる突きは見えておらずも、珠雫は一つの疑問を持った。

「どういうこと、珠雫？」

「見て。今のお兄様の顔」

　遠目からでもわかるほど、一輝は動揺を見せている。

「ただ避け損なっただけじゃ、あそこまで警戒心を剝き出しにはしないはず。何か、私たちの目には見えないなにかが、あのリングの上で起きたのよ。──そしてそれは、まず間違いなく諸星さんによって狙って起こされた」

　一方で、初めからこの展開を予測していた者もいる。

　それが東京の《雷切》東堂刀華だった。

「やっぱり使って来たわね」

　彼女が予測できるのは当然だった。

　なぜなら、──去年全く同じ目に自分もあったのだから。

「まあ私は避け損なってザックリ脇腹を持って行かれたけど」

「あの、会長。今の突きになにか秘密があるのですか？　私にはただの黒鉄さんが《三連星》最後の一撃を避け損なったようにしか見えなかったのですが」

「……さっきも話したけど、『突き』の弱点は点攻撃故の避けやすさにあるの。だけど、諸星くんの『突き』は、その常識を根底から覆す。──彼の突きはね、カナちゃん。こっちが避けた方向に、ぐにょんと曲がって追尾してくるの」

「ま、曲がる突き、ですか？」

「そう。諸星くんはこの『追尾型の突き』を使うことで点攻撃のデメリットを解消しているのよ」

「で、ですが、会長。私には曲がっているようには見えませんでしたが。それに……諸星さんの能力はリーチの変化とは無関係のモノです。伐刀者ブレイザーの能力は一人一種。《剣士殺しソードイーター》のような霊装デバイスの形状を操る伐刀絶技ノウブルアーツを諸星さんが持っているとは考えられませんわ」

「曲がったところが見えないのも仕方ないわ。だってそもそも槍は曲がってなんかないんだもの。そしてカナちゃんの言う通り、これは伐刀絶技ノウブルアーツによる作用でもない。つまり《三連星》と同じ体技なの」

「？？？」

「ともかく、オープニングヒットを取った以上、この流れに乗って諸星くんは主導権を取りに来るはず。……黒鉄くんにとっては正念場ね」

　そして、刀華の言う通り試合は動く。

『ここで《七星剣王》が前に出た！　一転攻勢だァ！』





◆◇◆◇◆






（こっちの混乱が収まらないうちに攻めてきたか！　さすがに心得てるな！）

　この試合はじまって以来初めて自分から前に出てきた諸星に、一輝は苦い表情になる。

　間違いなく、こちらの動揺が見透かされている。

「シィッ！」

　鋭く突き出される矛先が狙うのは、足元。

　一輝の機動力を奪う算段か。

（とりあえず、一旦いったん攻めることは考えないで避けることに集中だ！　躱してリズムを立て直すんだ！）

　自らにまずは落ち着くように言いきかせ、一輝は足元を狙う槍を、脚を半歩後ろへ逃がすことで避けようとする。

　突きには風を斬きるほどの勢いがついている。

　止めることはまず不可能。

　槍は虚しく石板の地面を突き刺し、あわよくば決定的な隙が──

　と、一輝が考えた瞬間にそれは起きた。

　一輝の足元目掛け奔はしっていた槍の矛先が、突然急浮上！

　今度は顔面目掛けて飛んできたのだ。

（うわぁあああ！）

　辛うじて首を傾け直撃は避けるが、頰ほおの肉を浅く削そがれる。

（もう間違いない……！　諸星さんの突きは、どういう原理か知らないけど、曲がるんだ！）

　固く真まっ直すぐなはずの槍が、粘土のようにぐねぐね曲がる。

　あり得ない光景だが二度続けば疑いようがない。

　そして、それは二度程度では済まなかった。

　この後の諸星が繰り出す突き──その全てが曲がったのだ。

　右へ左へ、上へ下へ。まさに変幻自在！

　そしてその全てが一輝が躱した方向へ向かって追尾してくる。

（滅茶苦茶だ！　こんなのサイドステップで躱したら串刺しにされる！）

　際どい回避ができる類たぐいの技ではない。

　一輝はとにかく無我夢中で、槍の間合いから完全に外れることで逃げる他なかった。

『どうしたことでしょう黒鉄選手！　先ほどまでの美しい回避が噓のような、腰の引けた情けない立ち回りだ！　後ろへ後ろへと、まるで一心不乱いっしんふらんに逃げ回っているようだ！』

（一心不乱に逃げ回ってるんですよ！）

　実況の辛辣しんらつな言葉に一輝は苦笑いを浮かべる。

　しかし、逃げることと負けることは違う。

　逃げるとは、負けないための行為。どれだけ無様でも、──その目指す先は勝利一つ。

　そして一輝とて何も恐ろしくて逃げ回っていたわけじゃない。

　逃げながら諸星を観察し、知恵を振り絞り、確実に諸星の『追尾型の突き』の秘密に近づいていた。

（実況の言葉からはっきりわかる。やっぱりみんなにはこれが見えていないんだ）

　もし追尾型の突きが見えているのなら、このような実況にはならない。

　一輝の腰の引けた立ち回りではなく、諸星の不可思議な技が賞賛されるはずだ。

（となると、この『追尾型の突き』の絡繰からくりは間違いなく──）

「どうした！　逃げてばっかやと勝てへんぞ！　黒鉄ッ！」

　空を裂き突き出される鋼の閃光。

　迫る銀閃ぎんせんに対し一輝は今までずっと、その切っ先に注目していた。

　何しろ摩訶不思議まかふしぎな動きでこちらを追いかけてくる槍だ。どうしても意識が奪われてしまう。

（でも、それは間違いだ。意識すべきは切っ先ではなく、──諸星さんの手元！）

　この瞬間、一輝は諸星の追尾型の突きの正体に至った。

　彼は見逃さなかった。

　槍を突き出す瞬間、諸星が手首のスナップと肘ひじの角度を変えることで、槍を突き出しながら軌道を変えている瞬間を。

（やっぱり……そういうことか！）

　そうだ。そもそも槍が曲がるわけがない。

　曲がったように見えたのは、その変化があまりにも鋭かったから、そう錯覚しただけのこと。

　突くと同時に曲げる。曲げると同時に貫く。

　言葉にすればそれだけのこと。

　だが、傍から見れば一突きにしか見えない瞬間三連撃を繰り出しながらのこの動作は、容易なことではない。

　その動作はもはや人間の反射速度を超えている。

　頭を使っていては到底成し得ない。

　諸星は、──刻みつけているのだ。

　肉に、骨に、そして血に──

　気が遠くなるほどの膨大な練習量の果て。

　諸星の突きはもはや脳の指令すら必要とせず、敵を追い殺す。

　その魔法にすら見えるほど極めきった体技。




　それが《七星剣王》諸星雄大の槍術──《ほうき星》だった。





（すごい技だ…………！）



　人の限界を超えた体技。それも《剣士殺しソードイーター》のような生まれ持った体質センスではなく、積み重ねた努力によって成し遂げられた奇跡。

　同じ武芸の道を歩む者として尊敬すら覚える。

　何よりも点攻撃という『突き』の避けやすいという弱点を逆手に取り、弱点すら戦術に組み込むスタイルに一輝は感動を覚えた。

　七星剣武祭に来てよかった。こんなにもすごい騎士と戦えるのだから。

　しかし──

（戦うだけで、満足するつもりはない！）

《ほうき星》が混じりっけのない純粋な体術であることはわかった。

　ならば、こっちにも攻めようがある！

　簡単なこと──《ほうき星》の強みは回避直後の無防備な状態の相手を攻撃できる点にある。

　ならば、

「そもそも避けなければいいだけのこと！」

「ッ──!?」

　ここで、突如一輝が戦い方を変えた。

　喉元を狙う《ほうき星》を《陰鉄》でたたき落とし、回避しつつの後退から、防御しつつの前進へシフトしたのだ。

「くッ!?」

　すぐさま諸星は《ほうき星》の《三連星》で応戦するが、避けなければただの突きだ。

　タネはもう割れている。

　一輝はその悉ことごとくを打ち払い、たたき落とし、ジリジリと間合いを詰める。

『なんとお！　ここで黒鉄選手が変化をつけてきた！　回避をやめ、強引な中央突破を敢行！　火花を散らしながら雨霰あめあられと降り注ぐ鋼の閃光を搔かき分け、着実に間合いを詰めていくゥゥ!!!!』

　この一輝の変調に、諸星はこの戦いがはじまって初めて苦しい表情を見せた。

　並の相手ならばたとえ《ほうき星》の攻略法を理解したとしても、《三連星》の高速連打を搔き分けながら前進するなど不可能。

　だが一輝にはそれができる。

《完全掌握パーフェクトヴィジョン》や《模倣剣技ブレイドスティール》を可能とする照魔鏡しょうまきょうじみた観察眼で、すでに諸星雄大の槍術のクセや傾向をある程度見切っていたからだ。

　逃げる一輝を深追いし、諸星は技を見せすぎたのだ。

「ハアァッ！」

『諸星選手、必至の形相で高速の槍術を繰り出す！　だが黒鉄選手止まらない止まらない！　雨霰と降り注ぐ槍衾やりぶすまを搔き分けていくゥ！』

『これは《七星剣王》は苦しいですね。槍の長所はそのリーチです。懐に入られればその戦闘力は半分以下になります！　諸星選手は是が非でも押し返さなければなりません！』

　だが先読みされている以上、どれほど手数を増やそうと一輝の前進は阻はばめない。

　もはや剣の間合いに踏み込まれるのは時間の問題。

　そして、一輝ほどの剣士が、一度間合いを取れば仕損じることはまずない。

　一輝が諸星の懐を取るとき、勝負は決する！

　そしてついに──、一輝が剣の間合い後一歩の位置まで攻め込んだ！

「クソがァッッ！」

　諸星は最後の抵抗とばかりに《三連星》突き出し、一輝を阻もうとする。

　だが無駄だ。彼の槍術を一輝はすでに盗んでいた。

　故に一輝は、肘の角度、視線の位置から《三連星》の軌道を瞬時に看破。

　一つ二つ軽々と弾はじき、三つ目の引き手にあわせて間合いへ踏み込む！

『ここでついに黒鉄選手が諸星選手を剣の間合いに捉えたァァ！』

『星いぃぃ！　逃げてくれぇええ！』

　追い詰められる《七星剣王》に客席から悲鳴があがる。

　だが諸星は《三連星》最後の一撃を残している。

《三連星》も《ほうき星》と同じく、膨大な反復練習によりそのプロセスを肉体に染みこませた、思考が入り込む余地のない超速の技だ。

　逃げろと言われて逃げられるものではない。

　身体は動く。最後の一本を、一輝の胸元に放つために！

　しかし、もはや一輝は諸星の槍術のクセも軌道も角度も読み切っている。

　撃ち落とすことに、万に一つのしくじりもない！

（この最後の《三連星》を払いのければ剣ぼくの間合いだ！　ここで一気に勝負をかけ──）

　だが、その瞬間──




（いや、待てッッ！　これはマズイッッッ！！！）




　一輝の脳髄のうずいに雷光が奔り──、リング上で信じられないことが起きた。

　直前まで諸星を追い詰めに追い詰めていた一輝が、肩を《虎王》に撃ち抜かれ、そのまま間合いの外まで突き飛ばされたのだ。





◆◇◆◇◆






『おおっとぉ!?　こ、これはどうしたことでしょう！　誰の目にも明らかに攻め勝っていた黒鉄選手、突然の被弾ッ！　肩を射貫かれ、一気に間合いの遥か外まで突き飛ばされてしまったァ！』

「噓でしょ！　お兄様があの状態から仕損じるなんて！」

　予想もしていなかった展開に狼狽ろうばいする珠雫。

　だが隣の有栖院は、視界にもっと信じられないモノを見て顔を真っ青にした。

「珠雫！　一輝の《陰鉄》を見て！」

　悲鳴のような声を上げ、珠雫にも己が見た信じられない光景を見せる。それは──

「う、噓……ッッ！」

『これは！　なんということでしょう！　黒鉄選手の霊装デバイス《陰鉄》が欠けている！　まるで大型の獣に喰い千切られたようにィッ！』

　そう。なんと一輝の魂の結晶でもある霊装デバイス《陰鉄》の刃が、大きくえぐり取られていたのだ。

『一体これはどうしたことでしょう！　霊装デバイスはよほどのことがない限り折れるどころか曲がることすらないはずなのですが……！』

　困惑する解説。

　それも当然のこと。伐刀者ブレイザーの霊装デバイスは超高密度の魔力結晶。飯田は長い間魔導騎士の戦いを実況してきたが、霊装デバイスが傷ついたり欠けたりするのを見たのは片手の指で数える程だ。

　だが、そんな飯田に解説の牟呂渡が興奮した口調で言う。

『いえ、例外が一つだけ存在します！』

『例外、ですか？』

『はい。──《七星剣王》が持つ《虎王》を見てください！』

　牟呂渡の言葉に会場中の視線が諸星に集まる。

　そして、誰もが気づいた。

　いつの間にか、諸星の槍が黄金色のオーラを纏まとっていることに。

　そしてこの槍を纏うオーラがなんなのか、会場にいる全ての人間が知っていた。

『こ、これは、いつの間にか《七星剣王》が《暴喰タイガーバイト》を発動させている！』

　昨夜、あの《風の剣帝》の伐刀絶技ノウブルアーツ《月輪割り断つ天龍の大爪クサナギ》すら消し去ってみせた、《七星剣王》諸星雄大が誇る対伐刀者ブレイザー戦闘最強の能力──《暴喰タイガーバイト》だ。

『し、しかし諸星選手は何故このタイミングで《暴喰タイガーバイト》を……!?　黒鉄選手は伐刀絶技ノウブルアーツをなにも使っていなかったはずですが……』

　と、そこまで言ったところで飯田はハッと一つの事実に気づき、表情を驚愕きょうがくに歪める。


『ま、まさか…………！』



『気がついたようですね。そうです。伐刀絶技を消滅させるということは、そこに存在する魔力を消滅させているということ。そして──、伐刀者ブレイザーが魔力を用いるのは、伐刀絶技ノウブルアーツだけではない。伐刀者ブレイザーの武装、固有霊装デバイスもまた、魔力でできている！

　どうやら諸星選手は《七星剣王》となったこの一年で、恐ろしい力を身につけたようですね。

　去年まではあくまで《暴喰タイガーバイト》は伐刀者ブレイザーが自身の魔力の一部で作り出す伐刀絶技ノウブルアーツを消滅させる程度の出力しかなかった。ですが今年の《暴喰タイガーバイト》は……超高密度の魔力結晶である霊装デバイスそのものを喰い千切ることができるようになっている！』

　この事態に、遠く東京で戦いの行方を見守っていた刀華も息をつまらせる。

「なんて、こと……！」

「会長……、こうなると黒鉄さんは、かなり苦しくないですか？」


「…………かなり、どころじゃないよ」



　そうだ。苦しい、なんてものじゃない。

　固有霊装デバイスは伐刀者ブレイザーの魂そのもの。

　砕けたり折れたりすれば、それは痛烈な精神ダメージとなり伐刀者ブレイザーの意識を容易く断ちきる。

《暴喰タイガーバイト》が固有霊装デバイスすら破壊する力を得ているというのなら──

　諸星相手に剣戟けんげきをするということは、どうぞ殺してくださいと心臓を差し出すのと同じこと。

　幸いにも今回だけは砕かれるまでには至らなかったが、二度目はないだろう。もう一輝は諸星の《虎王》を《陰鉄》で受けることができない。

　それは同時に──《ほうき星》の攻略法を一輝が失ったことをも示している。

（付け入る隙がない……！）

　刀華も、共にテレビを見ていたカナタも、そして会場にいる一輝の仲間たちも、皆が《暴喰タイガーバイト》の恐ろしさに戦慄した。

　だが……リング上の一輝は違った。

　彼はその能力以上に、──諸星雄大という人間に戦慄していたのだ。

（なんて、恐ろしい人だ……！）

　確かに《暴喰タイガーバイト》は強力な能力だ。

　ともすれば、それの力だけで七星剣武祭を制覇できるほどの。

　だが、一輝が対峙たいじする騎士は、そうしなかった。

　この圧倒的な力に溺おぼれず、周到な策で一輝を絡め取った。

　そう。最初の《三連星》から全てが伏線だったのだ。

　まず《三連星》で一輝を間合いへ誘い込み、そこへ突き技の弱点を逆手に取った《ほうき星》を叩たたき込む。

　当然一輝は嵌められたと思うだろう。

《三連星》で見せた隙は、本命の《ほうき星》を叩き込むための罠だと。

　だがそこは一輝も七星剣武祭にまで出てきた強者。

　すぐに《ほうき星》が避けずに打ち払えばいいだけの体技であることを見抜くはず。

　事実、一輝はそれを見抜き、してやったりと攻め込んだ。

　──しかしそれは全て、諸星のシナリオ通り。

《ほうき星》は本命などではなかった。この技の役割は初めからトドメを刺すことではなく、一輝が《陰鉄》で《虎王》を打ち払うという状況へ誘導するための撒まき[image: 餌]え。

　伐刀者ブレイザーの致命的な弱点である固有霊装デバイスに《暴喰タイガーバイト》を叩き込むための！

（こんな力を持っているならもっと大雑把おおざっぱになりそうなものなのに……）

　決して雑にならずに周到に戦略を巡らし、敵の意識の死角を突く。

　もしあの一瞬『伐刀絶技ノウブルアーツを消滅させられるなら、固有霊装デバイスも消滅させられるのではないのか』と懸念するのが後少しでも遅れていたら、一輝は《陰鉄》を喰い千切られ負けていただろう。

「惜しいな。もう少しでそのナマクラを丸呑みにしてやったんやが」


「くっ…………！」



　一輝の前に立つ諸星は、先ほどまでの慌てた様子は何処へやら。不敵な笑みを浮かべて、悠然と貫かれた肩から血を流す一輝を見下ろしている。

　ここにきて、一輝は一つのことを確信した。

　今相対している、この諸星雄大という男。

　見かけや口調の荒々しい雰囲気から、豪傑じみた印象を受けるが──

　その実、寒気がするほどにしたたかクレバーだ。

　諸星の一挙手一投足には常に、一輝を絡め取る戦略の糸が張り巡らされている。

　どれだけ隙を突こうとしても、思いのままに追い込まれていく。

　駆け引きの幅が広く深い。

（懐が遠い……）

　諸星との距離はたった５メートル程なのに、今の一輝にはそれが遥か彼方に霞かすんで見えた。

（これが《七星剣王》の、日本一の間合いか……！）
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「これは、かなり厳しい展開になったわね」

　再び距離を開き、膠着こうちゃく状態へ陥った盤上を見て、有栖院が呟く。

　諸星が《暴喰タイガーバイト》を使い始めた以上、もう一輝は槍を打ち払って進むことはできない。

　つまり──一輝は《ほうき星》を攻略する方法を失ったことになる。

《ほうき星》の存在には気づいていない有栖院たちだが、一輝が回避に手こずっている場面は幾度も見ている。あの突きに何か秘密があることは察していた。

　だからこそその有栖院の呟きに、珠雫もまた苦々しく頷く。

　すでに二回、ギリギリまで追い詰めた──と思った瞬間に逆転されている。

　攻め込んでいるのは明らかに一輝なのに、諸星はまだかすり傷一つ負っていない。

　傍から見ても、どちらが試合を支配しているのかはあきらかだ。

「まさかお兄様が、ここまでいいようにあしらわれるなんて」

　だがそのとき、

「それはどうだろうかな？」

　珠雫の弱音に横から物言いが入った。

　声の主は、──スーツ姿の長身の女性。

「理事長先生……」

　破軍学園の理事長、新宮寺しんぐうじ黒乃くろのだった。

　黒乃は珠雫たちの隣に立ち、煙草を吹かしながら珠雫の勘違いを指摘する。

「確かに傍から見れば、いいようにあしらわれているようにも見える。事実、ここまで試合の主導権を握っていたのは諸星だ。……しかし、あの男とて思い通りに試合を進められているわけじゃない。今は余裕ぶって見せてはいるが、内心穏やかじゃないだろう」

「それってどういうことですか？」

「あの《暴喰タイガーバイト》は諸星が十重二十重とえはたえに罠を張り、勝負を決めに行った一手だった。しかし結果としてはどうだ？　試合はまだ終わっていない。黒鉄がすんでのところで諸星の狙いが初めから《陰鉄》だったことに気づき、自分の身体を盾に《陰鉄》を守ったからだ」

　これは諸星にとって痛恨だったはずだと黒乃は言う。

　なぜならこの不意打ちは、二度は使えない。

　もう一輝は決して《虎王》を《陰鉄》で受けはしない。

「つまり、試合開始直後から積み重ねてきた諸星の戦略は、この一輝の機転で泡と消えたということだ」

　なら、勝負は振り出し──いや、手の内を多く晒している分、諸星が不利。

「それになにより、人の裏をかくのが上手いのは諸星だけじゃない」

　この黒乃の言葉、当然リング上の一輝には聞こえなかったはずだ。

　だが奇くしくも、このとき一輝は黒乃と同じことを考えていた。

「さすが《七星剣王》ですね。諸星さん。先ほどから驚かされてばかりだ」

「卑怯ひきょうとは言わんやろ。隙を誘発するんは戦いの常套じょうとう手段やからな」

「ええ。もちろん言いません。というか……僕も好きなんですよ。そういうの」

　諸星と言葉を交わしながら、一輝は顔を上げる。

　そのときの一輝の顔には、まるでいたずら小僧のようなやんちゃな笑みが浮かんでいた。




「だから──、今度は僕が諸星さんをびっくりさせてあげますよ」




　そうだ。体技による駆け引きや化かし合いを得意としているのは、一輝も同じ。

　ならこの化かし合い。負けっ放しでは終われない。

　一泡吹かせなければ気がすまない。

　そして一輝にはもう、その手段が思いついていた。

　この試合を決しうる、諸星の裏をかくフェイク。そのプロセスが。
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『おおっと！　ここで黒鉄選手がまさかの挑発だァ！　二度、七星の頂、その高さを、遠さを思い知らされてなお、この挑戦者は折れない！　怯まないッ！』

『いいぞ黒鉄！　気合いで負けるなァ！』

『イッキくん！　がんばってーッ！』

　一方的に試合を運ばれながらもめげない一輝の闘志に観客席から歓声が上がる。

　その歓声を聞き流しながら、諸星は目の前の男が発した言葉、その真意を考察する。

（ハッタリ……を、言うような男やない）

　だが、──想像はできない。

　もう一輝は《ほうき星》を剣で払いのけて入ることはできない。

《暴喰タイガーバイト》を展開した《虎王》にそれは自殺行為。投了と何も変わらない。

　そして、《一刀修羅いっとうしゅら》を使うのもまた同じ。

《虎王》の《暴喰タイガーバイト》は《月輪割り断つ天龍の大爪クサナギ》すら易々と飲み込む大食らいだ。

　一輝程度の魔力など、それこそひとたまりもない。

　魔力を消滅させる技を持つ諸星相手に、時間制限を背負う《一刀修羅》は軽々に使える技ではない。

　ならば、この一輝の自信はどこから来るのか。

　諸星には想像がつかなかった。

　そして、想像がつかないからこそ──

（……面白おもしろいやんけ）

　ニヤリと、諸星は口唇を喜悦きえつに歪める。

「ビックリさせてもらおうやないか」

　折角自分が想像もつかない方法を見せてくれるというのだ。

　ならば──見せてもらわなければ損というもの。

　諸星は一輝が何をしてきても対応できるように、肩の力を抜き、槍の切っ先を一輝に向け構える。

「せやけどツマランもん見せたら承知せぇへんぞ。大阪人はツマランのが大嫌いやからな」

「それは見てのお楽しみということで」

　言うと、一輝は深く腰を落とし蹴り足に力をため──

「じゃあ、……行きますよッ！」

　石板のリングを蹴り砕かん勢いで、諸星へ向かい突撃した。

『黒鉄選手がスタートを切った！　は、速い！　この速度は試合開始時から衰えることがありません！　すでに二度退けられた七星の頂！　挑発を入れての三回目！　三度目の正直となるのでしょうかァ!?』

　期待に上擦うわずる飯田の実況。

　観客もまた一輝の挑発が何を意味するのか、期待に沸く。だが──


『いや、確かに速いことは速いですが、これは…………！』



　プロの魔導騎士である牟呂渡は疑問を持った。

　一輝のモーションが先ほどまでと何も変わらず、ただイノシシのように真っ直ぐ突撃するだけだったからだ。

　もちろん同じ不満を諸星も覚える。

（懲こりずに真っ直ぐ突っ込んでくるやと……!?）

　それも、《一刀修羅》も無しに。

　生身で《ほうき星》を突破できないのは散々実証済みだ。

　なのに三度も同じ特攻をかけてくるというのは、あまりにも芸がない。

「黒鉄。言うたはずや。ツマランもん見せたらタダじゃ済まさへんってなァッッ！」

　当然諸星はこれを迎撃する。

　放つは一輝を散々苦しめた追尾型の刺突──《ほうき星》だ。それに──


「喰い千切ちぎれェェ！　《暴喰タイガーバイト》────ッッ!!!!」



　魔力破壊の能力を施し、《ほうき星》は回避も防御も不可能な一閃と化す。

　一輝は迫る矛先を右へ飛び回避を試みるが、それももう何度も何度も見せた行動だ。

《ほうき星》はその動きを逃さず、諸星から見て左側へ軌道を変化。

　横へ逃げた一輝を追い、今度こそその喉を突き貫いた。




　だがその瞬間、──確かに捕らえたはずの一輝が幻の如ごとくかき消えた。




（は!?）

　致命傷を与えたはずの敵が突然消滅。

　わけのわからない事態に諸星は思わず絶句し、──同時に気づく。

　左へ槍を撃ち出した自身の右側へ回り込み、剣の間合いに足を踏み入れた一輝の姿に。

（な、なんやとぉおッ!?）

『ここで諸星選手痛恨のミスッ！　あろうことか刺突を外してしまったァ！　このミスは大きい！　大きすぎる凡ミスだァッ！』

　否である。これは諸星のミスではなく、一輝のファインプレーだ。

　それに気づいているのは、以前にも一度この技を見た珠雫たちだった。

「珠雫、今のは──」

「うん！　間違いないわ。綾辻あやつじ先輩との試合で使った、《蜃気狼しんきろう》！」

　そう。一輝が持つ七つの自作剣技の一つ。第四秘剣──《蜃気狼》。

　特殊な緩急をつけたステップを踏み、自身の前方に残像を作り出し敵の空振りを誘う技だ。

　一輝は今回この《蜃気狼》を『前後』ではなく『左右』に用い、《七星剣王》を欺あざむいたのだ。

（くそったれッ！　残像を摑つかまされたッ！）

　だがそこは諸星も一流の学生騎士。自身が何をされたのか、敵が何をしてきたのか、すぐさま分析し最良の反撃を選択する。

　槍を返す時間も払う時間もない。ならばと槍の刃の反対側。石突きによる打突を繰り出す。

　それは確かに最良の反撃だったが……、しかし残念ながら間に合わない。

　諸星自身、それは理解していた。

《ほうき星》は相手を追尾するという前提から生まれた諸星の死角をつく一輝の戦略により、完全に裏をかかれ、剣の間合いに入られた。

　これは致命的だ。最良の反撃をしても、取り返しがつかないほどに。

　間違いなく、一輝の斬撃ざんげきの方が速く届く。それはもう避けようがない。

　この瞬間、諸星は確かに自分の敗北を覚悟し、

　だからこそ、




　次の瞬間手に返ってきた、石突きが一輝の頰を打ち、突き飛ばした感触に愕然とした。




『あーっとォ！　これは諸星選手が上手いッ！　外したとわかるや即座に石突きによる逆突き！　左に回り込んだ黒鉄選手を打突し間合いからはじき出したああ！　黒鉄選手、またしても剣の間合いに持ち込むことはできず！　《七星剣王》貫禄かんろくのディフェンスだぁああ!!!!』

　三度、一輝の攻撃を退けた諸星に喝[image: 采]かっさいが降り注ぐ。

　だが、諸星の耳にはそんなもの聞こえていなかった。

（ちゃう……。今のはワイのファインプレーやない！）

　諸星にはわかっていた。あの瞬間、どれだけ最善を尽くそうと──

　自分の反撃が先に届くなど、絶対にあり得ないことだと。

　それこそ一輝が勝負を決定づける極限の一瞬の中、致命的なエラーを起こさないかぎりは。

（まさか──）

　戸惑いが諸星の心を揺らす。

　思い出すのは、──もちろん、昨夜の出来事。

　王馬を前に、まるで竦み上がるように身動きを止めた一輝の姿。


（やっぱり、どっかおかしいんか!?　黒鉄…………！）



　そしてその諸星の推察は、……悪いことに的中していた。
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　石突きによる打突の衝撃は頭蓋ずがいを突き抜け一輝の意識を激しく揺さぶった。

　頭蓋の中で脳髄のうずいが踊り狂い、視界がドロドロに溶ける。

　だが、──今の一輝はそれを気にしているどころではなかった。


（また、だ…………！）



　今の今までなりを潜ひそめていた、昨夜王馬との戦いで発現した謎なぞの症状。

　身体が突然思うように動かなくなる事態がまさに勝負所の一瞬、一輝が極限まで集中を高め、諸星を倒しに行った瞬間に再び発現したのだ。

（くそ。本当に、どうしちゃったんだ、僕の身体は……っ）




『貴様よもや世界最強の剣士と戦っておいて、今まで通りの自分でいられると思っていたのか？　たとえ身体が無事であっても、心に何も残らないわけがなかろう』




（本当に、壊れているのか……！）

　エーデルワイスの恐怖が、知らず知らずのうちに致命傷になっていたのか。

　自覚できない正体不明の不調に、最悪の事態が頭を過よぎり、背中から冷たい汗が噴き出す。

　そして、この一輝の異変は彼の仲間たちにも伝わった。

「どういうこと？　今確実に仕留められるタイミングだったのに、一輝の動きが急に鈍ったように見えたわ」

「事実鈍ったわ。諸星君の反撃が迅速だったから気づきにくかったけど、明らかに失速した」

　有栖院の言葉にキリコも同意を示す。

「や、やっぱりお兄様、緊張して……」

　対し、キリコは首を横に振った。

「いえ。それはないわね。それならもっと早い段階で堅さが出ているはずだし、なにより貴女のお兄さんは緊張で身体の動きが鈍るようなレベルの騎士じゃないわ。不調のときは不調のときなりの動き方を心得ているはず。……でも、だからこそそれだけにこれは深刻かもしれないわ」

「し、深刻ってどういうことですか!?　お兄様の身体に何が起こっているんですか!?」

「少なくとも外傷でないことは確かよ。私が診察したから間違いない。彼の身体は万全だし、この試合で受けたダメージも、……まあそこまで大きくない。だからたぶん、トラブルを抱えているのは心の方だと思う。……精神疾患は専門じゃないからはっきりしたことは言えないけど、格闘技をしている選手がかかる精神疾患に『パンチアイ』というものがあるわ。敵の攻撃に対して極端な恐怖心を持ち、身体が竦んで動かなくなる、恐怖を刻み込まれた選手が患う選手生命を絶つレベルの重篤なものよ」

「お兄様が、それだと仰おっしゃるのですか!?」

　兄の身体に尋常ではない何かが起こっている。

　珠雫も薄々それを感じているのだろう。

　彼女は悲鳴のような声を上げ、キリコに詰め寄る。

「落ち着いて。言ったとおり私はそっち方面は専門じゃないわ。だからあくまで可能性の話よ。……でも、確か彼はあの世界最強の剣士《比翼ひよく》のエーデルワイスと戦闘して敗北しているのよね？」


「…………！」



　キリコの言葉に、珠雫の顔から血の気が消え失せる。

　彼女の言わんとするところを珠雫も理解したからだ。

　確かに一輝は強い。だけど、正真正銘の世界最強を相手に渡り合えるほどのものじゃない。

　五体満足で帰ってきたのがむしろ異常。なら──

「見えないところこころに何かしらの傷を負っていてもなんら不思議じゃない」

「そ、そんな……！」

「確かに、キリコさんの言う通りかもしれないわね。……それに、仮に『パンチアイ』でなかったとしても、どっちみちあのタイミングで動きを鈍らせるなんて普通じゃないわ。一輝の表情にもそれが現れてる」

　一輝の表情は遠目から見ても動揺が見て取れる。

　それを押し殺そうと務めて表情を変えないようにしている努力が見て取れるあたり、事態は深刻だ。

　取り繕うことすらできないほどに動揺しているということなのだから。

　だが──


「…………」



　三人の輪のやや外に立つ新宮寺黒乃は、この異常事態に対し一人異なる意見を持っていた。

（これは、『パンチアイ』のような心的外傷ＰＴＳＤではないな）

　彼女は一見して一輝自身ですら気づいていない一輝の不調、その原因を看破した。

　いや、……というよりも──

　彼女はあらかじめこの事態をある程度予見していたのだ。

　こういうことが起こりうるかも知れないと、一輝とエーデルワイスの戦いの結末を知ったときから。

　だからわかる。

　一輝の不調が『パンチアイ』のように彼の選手生命に関かかわるような疾患ではないことが。

　しかし──

（動きが鈍るという現象には変わりない。そして、このトラブルはたぶん諸星にも悟られた。……だとするとこの状況はかなりマズイ）





◆◇◆◇◆






　リングの上。向かい合う一輝の顔色に、諸星は確信する。

（……必死に冷静を取り繕ってるけど、昨夜と同じ顔や）

　自分自身でも理解できない異常に戸惑う表情。

　間違いなく、昨夜のトラブルが再びぶり返したのだ。

　その事実に、諸星は内心で小さく嘆息する。

　絶好調の《無冠の剣王アナザーワン》に勝つ。それができてこそ、小梅に自分の強さを知らせることができるのだから。

（でも、──ここはもうリングの上や）

　リングの上で敵の弱みを見つけて突かないのは勝負に対する冒瀆ぼうとくでしかない。

　惜しむ気持ちはあるが、手を抜くようなことはしない。

（おどれが見せた致命的な穴。遠慮なく仕掛けさせてもらうで！　悪く思うなよッ！）

　諸星は躊躇うことなく、たった一つの勝利をもぎ取るために攻めに転じた。

『打撃のダメージか、まだフラフラと足元がおぼつかない黒鉄選手に諸星選手が襲いかかったァッ！　こ、これは絶体絶命だ！　凌しのぎきれるか《無冠の剣王アナザーワン》──ッ!?』
















[image: ]




『石突きによる痛恨つうこんの一撃から試合は一方的な展開となってまいりました。明らかに黒鉄くろがね選手の動きが鈍にぶっている！　諸星もろぼし選手の刺突を避けきれない場面が明らかに増えてきました！　リングの上にはすでに至る所に流血の花が咲き、凄惨せいさんな状況！　これはそろそろ、レフェリーストップがかかるか!?』

　戦いが行われている湾岸ドームの外。

　普段は人っ子一人いないゴーストタウンであるそこには、会場に入りきれなかった観客たちはたむろし、各々自分の携帯端末で七星剣武祭しちせいけんぶさいの実況放送を見ていた。

　その中の一人がポツリと呟つぶやく。

「こりゃもう決まりだな……」

　素人目にも《落第騎士ワーストワン》の劣勢は明らか。

　周まわりにいる者たちも、その意見に追随する。

「ああ。最初こそ《落第騎士ワーストワン》もいい動きしてたけど、完全に失速してる。もう逃げ回るのが精一杯って感じだ」

「やっぱり強いなぁ。諸星は……」

「はは。そりゃそうや。なんたって諸星は《七星剣王しちせいけんおう》なんやからな！　Ｆランクの色物になんか負けるかい！」

　だが、そんな中、




「いいえ。勝つのはイッキよ」




　ただ一人、その場にいる全員と異なる意見を述べた者がいた。

「え？」

　誰だれだと全員が女の声がした方へ振り返る。

　だがそこには誰も居なかった。

　ただ──目をこらせば、炎のように赤い髪を靡なびかせながらドームの中へ消えていく背中があった。


「あれ……今の…………まさか！」







◆◇◆◇◆






　その頃、破軍はぐん学園病棟──

『あっと！　黒鉄選手、ついにまともに刺突をもらってしまった！　それも大腿部だいたいぶだァァ！』

『よくないですね。これで《落第騎士ワーストワン》の速度はますます落ち込む。レフェリーはもう止めた方がいいかもしれません』

　一方的に押し込まれていく一輝の姿が映されるＴＶの画面を見つめ、

「おかしいわね……」

　ふと、《雷切らいきり》東堂とうどう刀華とうかが疑問の声を漏もらした。

「そうですね。どうして突然ここまで黒鉄さんの動きが悪くなったのでしょうか」

「……ううん。それも確かに気になるんだけど、それ以上におかしいのは、諸星くんよ」

「え？　どういうことですか？」

　返された問いに、刀華は答える。

「……私が数えられている限りで三回。確実に黒鉄くんを仕留められるチャンスがあったのに、諸星くんは勝負を決めにいかなかった」

　それはあまりにも不自然な光景だ。

「まさか、嬲なぶっているのでしょうか？」

「そういうことをする選手じゃないわ。でも、だからこそ不思議なの」

　刀華はちらりと画面に映った諸星の表情を見て、思う。

　まるで、何かを怖おそれているようにも見える……、と。

（一体、諸星くんには何が見えているの？）

　そして、そんな刀華の疑問を裏付けるように、画面で一つ大きな動きがあった。

　逃げ回っていた一輝が、転倒したのだ。





◆◇◆◇◆






「あっ、っ！」

『うわー！　諸星選手から逃げ回っていた黒鉄選手！　ここでなんと自分が作った血だまりに足を滑らせ転倒！　これは諸星選手にとっては大チャンスだ！　ここで勝負が決するか!?』

　一輝はしまったという表情ですぐに起き上がろうとする。

　だが、それは無駄だ。

　このレベルの騎士同士の立ち合いにおいて、このミスは取り返しがつかない。

　勝負は決する。そのはずだった。だが、

『おおっと？　なんと諸星選手攻め込みません！　倒れた敵に追い打ちをかけるようなことはしない、ということでしょうか！』

　その行動を、《七星剣王》らしい堂々としたフェアプレイと受け取ったか。客席が沸く。

『ええぞ星ィ！　それでこそ日本最強の侍や！』

『でももういい加減楽にしてやれや！　見てる方も辛つらくなってきたわ！』


『やっちゃえ諸星君～～～～っッ！』



　だが、盛り上がる自身の応援団とは真逆に、諸星は冷たい汗をかいていた。

（──今ので、五回目）

　五回も確実に一輝にトドメをさせるチャンスを摑つかみながら、諸星はその全すべてを見送った。

　何故なぜか、その理由は──、実のところ、諸星自身にもわからなかった。

　ただ──


（なんや、この感じ……。妙やで…………）



　攻めるごとに、追い詰めるごとに、目の前の半死半生の騎士から感じる『圧迫感』が強くなる。

　その『圧迫感』が、諸星に攻め込ませるのを躊躇ためらわせていたのだ。


　まるで、そうまるで…………






　これ以上踏み込んだら、虎とらなどよりも遥はるかに恐ろしい物ものの怪けの尾を踏むこととなる。




　そんな予感──


「…………ッ！」



　だが、いつまでも逃げては居られない。

（この臆病おくびょうモンが……！　見ろ、アイツの目をッ！）

　正体不明の異常事態に苛さいなまれ、全身を血に染めながらもなお、《落第騎士ワーストワン》黒鉄一輝の目に宿る闘志の光は僅わずかばかりも衰えていない。

　戦うことを諦あきらめていない。

　なのに、──押している自分が戦うことをやめてどうする!?

（そんな背中を小梅こうめに見せて、どないする!?）

　そんなことは《七星剣王》として、なにより兄として許されない。

　その自負が、矜恃きょうじが、諸星の背中を押した。

　諸星はぐんっ、と今日の試合で一番深く腰を落とし、

「行くぞォォッ！　黒鉄ェェェッッ!!!!」

　裂帛れっぱくの気合いが籠こもった一声と共に、この戦いを終わらせるべく一輝に襲いかかった。





◆◇◆◇◆






　諸星が今までで一番の速度をもって、突進しながら繰り出す技は《三連星》。

　狙いは眉間みけん、喉元のどもと、鳩尾みぞおちを穿うがつ必殺の軌道だ。

　間違いなく、諸星はこの一手で勝負を決めるつもりだ。

　思うように動かない身体からだに加え、大腿部の負傷。

　この《三連星》はまず避けられないだろう。一輝はそれを確信し、


（…………っ）



　苦い気持ちを嚙かみしめた。

『この恩は、明日ありったけの仇あだで返させてもらいますよ』

　そう約束したのに、自分はそれを果たせなかった、と。

　自分の全力を望んでくれた誇り高き相手に、礼を尽くせなかったことを一輝は悔くやむ。

　そして、だからこそ、彼は最後まで勝負を投げないことを心に誓った。

　それが自分にできるせめてもの礼儀。

（だからこの場面で《一刀修羅いっとうしゅら》は使えない）

　こんなわけのわからない不調を抱えた状態で、一分という時間制限がある切り札を使うことはやけくそに等しい。自ら勝ちの芽めを摘む行為。ソレは駄目だ。

　この勝負、意識が途切れる最後の最後まで、自分の勝利を諦めずに戦う。

　たとえそれがどれほど無様であっても。

　心を決め、一輝は諸星を迎え撃つべく切っ先を持ち上げる。

　そして迫る絶対的な敗北に満身まんしん[image: 創]そう痍いの身体で刃を構える。

　その状況は、刹那せつなの中で、一輝の脳裏に一つの記憶を浮かび上がらせた。


（そういえば…………、あのときもこんな感じだった）



　それは暁あかつき学園の校庭で行った、エーデルワイスとの死闘の記憶だ。

　視界を奪われ、頭を使う暇もないほどに必死だったが故ゆえに、上手うまく思い出すことができなかった戦いの記憶。

　あのときとリンクする自らのボロボロな有様に、おぼろげだったソレが鮮明になっていく。

（あのとき、僕はどうしたんだっけ）

　考えると、その記憶は驚く程すんなり探り当てることができた。

　迫る世界最強に対し、一輝は──

（ああそうだ。確か盗んだエーデルワイスさんの剣技を使ってみたんだ）

　エーデルワイスの剣は速すぎてその残像を捉とらえることすらできなかったが、身体の動かし方で辛うじてその筋だけは見て取ることができた。

　一輝は覚えている。

　彼女の剣の目にも止まらぬ圧倒的速度。その秘密は加速がないことにあったことを。

　通常、剣をただ振るうにしても、その初速は遅い。

　切っ先が最高速に至るにはある程度の加速を必要とする。

　だが、エーデルワイスの行動には全て……一切の加速が存在しなかった。

　踏み出す歩は踵かかとを上げた瞬間から最高速へ達し、振るう剣は初速が最高速となる。

　０から１００への、極端なストップ＆ゴー。

　だがこれが非常に強力だ。

　急激な緩急はその速度を何倍にも速く見せることができる。

　ゆっくりと動く『初速』が存在しないため、目の焦点を合わせることが極めて困難となるからだ。

　──一輝はあの戦闘の中で、そこまでは看破かんぱした。

　だから、最後の瞬間にそれを《模倣剣技ブレイドスティール》にて再現しようと試みたのだ。

　真似まねできる確証なんてなかった。

　ただ、それが自分の知る限り最強の剣術だったから、使うべきはこの剣術だと思ったのだ。

　ならば、今この場所で自分がやるべきこともまた同じだろう。

　およそ今の調子では再現できないだろうが、

　それでもこの剣技が自分が知る限りの最強であることは間違いない。

　それなら、せめて──

　そう思い一輝は、エーデルワイス戦での感触を思い返しながら、思い通りにならぬ身体に指示を出す。


　世界最強の剣技。そのやり方はたしか────たしか──────






「こう」




　瞬間。

　身体が羽根のように軽くなり、

　穿つ《三連星》の間隙かんげきを風のように疾はやく速く走り抜けるや、

　すれ違いざまに諸星の脇腹わきばらを深々と薙なぎ払った。

　──これまでの不調が噓うそのように。《一刀修羅いっとうしゅら》もかくやという程の速度で。

　交錯は閃光せんこうのような一瞬の出来事。

　悲鳴すら上げることができないまま、血霞ちがすみを散らし勢いよく地面に沈む諸星。


「え…………」



　一輝はその全てが自分の手によるものであることを理解するのに、決して短くない時間を要し、

『『『な、なにいぃいぃぃいいいいいいいいい!?!?!?』』』

　あまりに突然すぎる逆転劇に、会場は絶叫に包まれた。





◆◇◆◇◆






『な、ななななにが、一体何が起こったのでしょうかッ!?　諸星選手が勝負を決めたかと思われた瞬間、逆に諸星選手がリングに沈んでしまいましたァッッ！　交差際ぎわに黒鉄選手の攻撃を受けた故でしょうが、……し、しかし恥ずかしながら私、あまりに速すぎて何が起こったのか全く見えませんでしたァ!!!!』

　声を上擦うわずらせながら飯田いいだが叫ぶ。

　そう。実況席という遠距離ロングから見ている彼らですら、今の一輝の動きには目が付いていかなかったのだ。

　突然一輝の姿が視界から消え、気がつけば諸星をすり抜け際に斬り伏せていた。

『これはどういうことなのか！　今までの黒鉄選手の動きとは明らかに違います！』

　信じられないと目を剝むき、驚くばかりの飯田。

　しかし隣にいる魔導騎士まどうきしの牟呂渡むろとの驚きは、彼の比ではなかった。

『ば、ばかな！　そんなまさか、いや、でも……、それしかあり得ない……！』

　彼は知っていたのだ。

　今、一輝が使った剣術が、脚捌あしさばきが、誰のモノであるかを。

　その気配を察し、飯田は嚙みつくように尋ねた。

『牟呂渡プロ。何か知っているのですか!?　まさか、これが噂うわさに聞く《落第騎士ワーストワン》の《一刀修羅》なのでしょうか!?』


『い、いえ、《一刀修羅》ではありません。黒鉄選手の魔力に変化が見られませんから。これは…………純粋な剣技です！　そして、二刀流と一刀流の違いこそあれど、この動体視力が追いつかないほどの瞬間加速と、目に映らないほどに鋭い斬撃ざんげきを、僕は以前一度だけ目にしたことがあります……ッ』



『それは一体、どこで。ま、まさか、Ａ級リーグではないですよね!?』

　牟呂渡は首を横に振る。

『そんなところではまずお目にかかれませんよ。なぜなら……この剣技は、あまりに強すぎる故に全ての国が捕らえることを諦めた、史上最悪の犯罪者にして世界最強の剣士──




《比翼ひよく》のエーデルワイスの剣技なのですから……！』




　その牟呂渡の言葉に、湾岸ドームは今日一番の混乱と絶叫に包まれた。

『な、なんだとぉおおおお!?』

『《比翼》って、あの《比翼》!?　でもどうして《落第騎士ワーストワン》が《比翼》の剣技を使えるのよ！』

『いや、でも聞いたことがあるぞ！　《落第騎士ワーストワン》は敵の剣術を盗むって！』

　あちらこちらで上がる悲鳴のような驚きの声。

　そして一輝の仲間たちも、今回ばかりは彼らと同様に啞然あぜんとさせられていた。

　黒鉄一輝という男が大概常識破りなのは理解している彼らだが、牟呂渡の言葉が真実だとすれば、──今回のこれは今までの比ではない。


「お、お兄様……！　ま、まさか…………！」



「《比翼》と戦って生きて帰ってくるだけじゃなく、世界最強の剣技を盗んでいたというの!?」

「う、うそよ！」

　有栖院ありすいんの言葉に震え声で異議を唱えたのはキリコだ。

　彼女はそんなはずないと言う。なぜなら、

「それなら、どうして最初から使わなかったの!?」

　それは当然の疑問だった。

　しかしそのキリコの疑問に対し、黒乃くろのが否定を返す。

「使わなかったわけじゃない。ただ単に本人も覚えていなくて使えなかっただけだ」


「あ…………！」



　言われ、キリコも思い出す。

　昨日の別れ際、一輝と八心やごころがしていた会話の内容を。

「そして、その『覚えていない』ことが不調の原因でもあったんだ」

「理事長先生、それってどういうこと？」

「エーデルワイスの剣技は普通じゃないんだ。通常、人間のあらゆる行動は筋肉の連動により作られている。だが、それでエーデルワイスの剣技は使いこなせない。０から１００への極限の静動を生み出すためには、連動する筋肉を瞬時に全て同時に動かし、刹那の中に全筋肉の力を集約する必要がある。そして、それを成すには人間が瞬時に発することができる脳の信号量では足りない」

　全筋肉に指令を出し切れない。

「これを可能とするには、──脳の伝達信号そのものを変えるしかない」

　作るしかないのだ。

　元来人間に備わっている信号とは全く別の、より短くより情報密度の高い、『戦闘用の信号』を。

　それを使いこなせなければ、人間という複雑な構造の生き物に備わった筋肉を、同一の一瞬の中で全力稼働させることなど不可能なのだから。

「黒鉄はこの技術をエーデルワイスとの瞬まばたきすら許されない高速戦闘の中で、エーデルワイスの剣に触れながら獲得したのだろう。黒鉄自身の記憶がぼけていても、脳はそれを覚えていた」

　そして一輝クラスの剣士が一度優れた技術を取り込んだら、どうしてもそれを無意識になぞってしまう。

「だからこそ……集中力が極限まで高まった勝負所で、脳はその『戦闘用の信号』を用いてしまったんだ。──しかし、黒鉄自身と同じで、黒鉄の身体はそれを忘れていた。忘れていた故に、元来の物とは全く違う信号を理解できなかった」

「理解できなかったから反応できなかった。ということなのですか？」

　珠雫しずくの確認に黒乃は首を縦に振り、肯定を返す。

「そうだ。つまり、黒鉄はエーデルワイスに壊されたのではない。むしろ──逆だ。エーデルワイス戦で、あの男は爆発的に進化した。それこそ自分自身の肉体がついて来れないほどに！　……しかし、それも先ほどまでのこと」

　敗北の危機に瀕ひんし、一輝の身体がようやく自らがエーデルワイス戦で獲得した新たな力を、生まれ落ちてからの十六年続けて来たものとは全く異なる身体の動かし方を思い出した。

「超高速で空転していたエンジン脳と車体肉体のクラッチがいまようやく繫つながった。こうなった以上、この試合の先は見えた。諸星雄大はここ十年間の《七星剣王》の中でも最強と言っていい実力者だが、相手が悪すぎる。黒鉄は敗れたとはいえ本物の世界一の剣技と死合うことで、その学習能力の高さを遺憾いかんなく発揮し、もはや学生騎士のレベルを大きく逸脱した技術を手に入れた」

　その実力は、この大会に出るべき水準を大きく超越している。




「今、諸星の前に立っている男は、──正真正銘の怪物（バケモノ）だ」




　だから黒乃は思う。

　一回戦の組み合わせ。運がなかったのは、むしろ諸星のほうだったと──
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「がっ、は…………！」



　諸星は頰に触れる冷たさに目を覚ます。頰に触れていたのは石板のリングだ。

（な、んや、なんで、ワイがねとるんや……）

　あまりに瞬間的に意識を断ちきられたために、諸星は理解できていなかった。

　今の自分の状況を。一輝に攻撃を貰ったことすら。

（とにかく、立ち上がらんと）

　倒れているという無防備な体勢から即座に起き上がろうとするのは武人の本能だ。

　たとえ何が起きたか理解できずとも、その行動だけは反射的に身体が行う。

　だから諸星は意識を取り戻すや即座に立ち上がり、その瞬間──

「ぐ、あぁ、あああああっ！」

　脇腹に焼きごてを押しつけられたような苦痛に悲鳴を上げた。

『諸星選手が身を起こした！　しかし目に見えて深刻なダメージ！　出血がひどい！　両膝ひざが笑っているッ！』

　自らの状態を解説する実況の声に、そして脇腹の激痛に、諸星はようやく気づく。

　自分が負傷していることに。

（なんや、これ!?　ワイは、斬られたんか!?　なんも見えんかったぞ……！）

　錯乱する諸星。その諸星の耳に──

「ああ、ようやくわかった……」

　ぽつりと、対戦相手の口から零こぼれた小さな呟きが届いた。

「くろ、がね……っ、お前──一体、何をした……!?」

　何を理解したというのか。理解した故の、あの速度なのか。

　問う諸星に対し、一輝は──

「諸星さん。待たせて申し訳ありませんでした」

　小さく、会釈えしゃくを返した。

「もうしわけ、ない？」

「ええ。……ようやくです。ようやく全部つながった」

　一輝が述べているのは当然、──昨日の約束についてだ。

　全力を尽くす。ありったけの仇あだで恩を返す。

　諸星雄大という誇り高い騎士と交わした、男の約束。

　今、一輝はようやくそれを果たしきれる確信を得た。だから、




「これで約束通り見せることができます。正真正銘、全力の黒鉄一輝を！」





「…………ッッ！」



　告げた瞬間、諸星の視界から一輝の姿が消失する。

（消え……っ！）

　──た、わけではない。

　踵かかとを上げた瞬間から最高出力を得る、加速の工程を廃絶したロケットスタートに、諸星の動体視力が追いつかなかっただけだ。

　一輝は諸星の左側へ回り込むようにカーブを描きながら疾駆しっく。

　易々と、三度跳ね返された槍やりの間合いをくぐり抜け、剣の間合いへ至り──

「ぐあああああ！」

　諸星の脇を黒い風となり駆け抜けながら、太刀を浴びせる。

　ザックリと、右手を裂かれた諸星は、

「こなくそぉおおおおお！」

　すぐさま振り向き、反撃。焼け付く痛みから一輝の位置を看破し、穿つ《三連星》を放つ。




　だが、そのいずれもはただ何もない空を突くのみ。

　振り返った場所に一輝の姿はなかったのだ。


（も、もうおらんやと…………！）



　あまりの速さに啞然とする諸星。

　だが驚く暇すら与えないとばかりに今度は背中に斬撃が降り落ちる。

「がああああああッ！」

『あー！　またまた貰ってしまった！　諸星選手！　易々と剣の間合いに侵入を許してしまっているッ！　完全に黒鉄選手の動きについて行けていないィィッ！　《三連星》が再びあらぬ方向の空を突くゥ！』

『仕方ありません……！　遠距離ロングから見ている僕たちですら、見失いそうになるほどの急激な静動と圧倒的速度。こんな速さで目の前を動かれては……、とても目で追うことなど不可能です！　おそらく、《七星剣王》にはもう《落第騎士ワーストワン》の姿が見えてすらいないでしょう……ッ！』

　牟呂渡の解説。──それは真実を言い当てていた。


（く、っそ…………！）



　諸星の視界には、信じられない光景が広がっていた。

　幾たびも降り注ぐ斬撃。凄すさまじい速度で自らの周りを移動するステップの音。

　敵がすぐ側に居るのは間違いないのに──、なのに──

（なんやこれ、なんなんやこれは……！）

　音の方へ首をどれだけ動かしても、視界に誰も映らない。

　自分以外、無人のリングがただただ広がるばかり。

　あり得るのか。現実に起こりえるのか。こんなことが！

　直径１００メートル程度の平たい円上リング。遮蔽しゃへい物も何もないその狭い空間で、




　──吐息も聞こえるほど側にいるはずの敵の姿を、完全に見失うなんてことが！





（あ、あかん…………！）



　諸星は斬撃が再度降り落ちてくる気配を感じた。

　これ以上貰い続けるのはマズイ。

　だが、ここまで速度で突き放されては槍で防御するのはもはや不可能だ。

　そこで諸星が取った決断は──

「うおおおぉおおおおおおおおおおおおおお!!!!」

　腕をクロスさせ急所をカバー。

　次いで《暴喰タイガーバイト》も解除し、全魔力を放出することで、身体を包む鎧よろいを作ることだった。

『な、なんということでしょう！　あの《七星剣王》が！　日本で一番強く誇り高い騎士が！　意地も見栄も捨てての完全防御態勢だァァァッッ!!!!』

　諸星の魔力はステラのそれほど高くはない。

　故に、たとえＦランクの霊装デバイスであっても、彼女のように完全に無効化することは不可能だ。

　だが全魔力を放出すれば、《陰鉄》の斬撃をただの打撃にまで弱体化する程度のことはできる。

　急所である頭部を腕で守れば、一撃二撃では致命傷に至らないだろう。

　しかし、この体勢は攻撃する意志を完全に放棄した、守りしかできない体勢。

　当然、一輝は何の怖さもなく踏み込める！

『このチャンスを黒鉄選手は見逃さないッッ！　飛ぶが如ごとく走り抜けながら、四方八方から速度を込めた斬撃を叩たたきつけるッ！　滅多打ちだァァッ！　諸星選手、手が出ないッ！　戦意喪失せんいそうしつか!?』

『そんなことはありません！　《七星剣王》は《落第騎士ワーストワン》の姿を完全に見失っています。そんな彼ができる事は、身を固め防御に徹するのみ。彼は今、生き残るために自分にできる最善を死力を尽くして戦っています！』

　牟呂渡はそんな何処どこまでも試合を諦めない諸星の心意気に感服した。だが──

『……しかし、それでもこの試合はもう止めるべきだ！』

『そんな！　諸星選手の逆転はもうないと!?』

　その問いに、牟呂渡は頷きをもって答える。

『ありえません。二人の技量に差がありすぎる。勝負にならないほどに！』

　牟呂渡はかつてＫＯＫKing Of KnightsのＡ級リーグまで上り詰めたこともある国内屈指の魔導騎士だ。

　そんな彼だからこそわかってしまう。

　二人の間に存在する技量の差が、いかんともしがたい程に大きなモノであると。

　牟呂渡のこの解説に、諸星の応援団が激怒する。

『何いってんのよクソ解説！』


『星ィィ！　諦めたらあかん～～～～ッッ！』



　地元ファンたちの悲痛な叫び。しかし──

『黒い風が駆け抜ける度に、諸星選手を守る魔力の鎧が散っていく！　崩れていく！　砕けていくゥ！　まさか、これで終わってしまうのか！　去年この大会を制し、前人未踏の七星剣武祭二連覇を期待された《浪速なにわの星ほし》！　このまま、何もできないまま終わってしまうのかァァッ!?』

　突然の逆転劇。そこからの信じられないほど一方的な試合。

　予想もつかない展開を見せるＣブロック一回戦第四組の試合が生み出す、興奮と混乱の坩堝るつぼの只中ただなかで──




　応援席の珠雫は、ふと、視界に会場から立ち去る小梅の小さな背中を見た。




　まるで、逃げ出すように。

（小梅さん……）

　その姿に珠雫は思い出す。

　昨日、一輝の姿を見たときに小梅が見せた複雑な表情を。

　そして今日、試合をずっと、痛みに耐えるような辛そうな顔で観戦していた小梅の姿を。


（────）



　同じように戦いに生きる兄を持つ珠雫には、小梅の気持ちがよく理解できた。

　小梅を苛む痛みのわけも。

　そして──その間違いすらも。

　──気がつけば、珠雫の脚は小梅を追いかけ走り出していた。

「ねえ。……前も言ったけど、珠雫のそういう所、あたしとっても大好きよ」

　去り際に呟かれた、全てを察した有栖院の言葉に少し耳を赤くしながら──。
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　湾岸ドームの観客席から防火扉一枚抜けた先の外縁部。

　緩やかなカーブを描く一面ガラス張りの窓から大阪湾が一望できるベンチに、諸星小梅は座っていた。

　兄・諸星雄大が戦っている会場に背を向けて。


（……お兄ちゃん…………もう、いいよ）



　もう、やめて欲しい。


　自分のためなら、もうこんなことは…………



　諸星は一言も小梅に、自分が小梅の言葉を取り戻すために戦っているなどとは言っていない。

　だが、小梅には言われずともそれがわかっていた。

　だからこそ、苦しかった。辛かった。

　自分のせいで傷つき血を流す兄を見ることが──耐えられなかった。

　だから逃げ出してきたのだ。

　そんな小梅に、

「試合はご覧にならないのですか？」

　声をかけたのは、……彼女を追いかけてきた黒鉄珠雫だった。

　小梅は突然自分に向けて発せられた声に、やや驚きながら振り返り、自分と殆ほとんど背丈の変わらない珠雫の姿を目に止める。

　そして思い出した。

（あ、……昨日お店に来てくれた……たしか）

　今兄と戦っている騎士の妹だったはずだ、と。

　どうして彼女がこんな所にいるのだろうか。

　今まさに、彼女の兄が自分の兄を倒し勝利しようとしている場面だというのに。

　そう不思議に思った小梅に、表情から疑問を読み取ったか。珠雫はすこし困ったような笑みを浮かべ自らがここに来た理由を伝える。

「……ちょっと放ほうっておけなかったんですよ。同じ兄を持つ妹として、……小梅さんの辛い気持ちがわかってしまうものですから」

「！」

　どうしてそんなことがわかるのか。

　小梅は目を丸くし、珠雫を見つめる。対し珠雫は──

「キリコさんから諸星さんがなぜ再起したのか。その理由を伺いました」

　小梅の隣に腰を下ろしながら、自分が諸星兄妹の間に存在する事情を知っていることを示す。

　これに小梅は納得した。

　なるほど。確かに彼女ならば、自分たちの事情を全て知っているのも道理だ。

「……小梅さんの気持ち。私にはよくわかります。私も兄のことが大好きですから。そんな兄が傷つき、血を流すのを見るのは辛いことですよね。まして──、それが自分のためだったりしたら、胸が張り裂けそうになります」


「………………」



　その珠雫の言葉は、まさしく小梅の心境を正しく捉とらえていた。

　ここまで言い当てられれば、小梅も今更隠そうとは思わず、沈黙のまま小さく頷く。

「自分のためならやめて欲しいと、思いますよね」

　小梅は頷く。

「愛する男性の重荷になるなんて、耐えられないですよね」

　小梅は頷き──

「!?!?」

　目の前の女がとんでもないことを言っていることに気づき、顔を真っ赤にしながら首をぶんぶん振って否定した。

　自分と兄は断じてそういう関係ではない。

「え？　違う？　そういう愛じゃない？　……そうですか」

（な、なんで残念そうなんだろう……）

　知らない愛の形に触れてちょっと戸惑う小梅。

「まあ……そこまでの関係ではなかったとしても、自分の言葉を取り戻すために戦ってくれている兄に対して、他人事ひとごとのように応援するのは、気が引けますよね」


「…………」



　珠雫が訥々とつとつと、まるで労いたわるような口調で呟く言葉は、まさしく小梅の胸中を的確に表していた。


　そう。小梅だって…………本当は応援したいのだ。



　昔はそうだった。

　もうずっと昔。諸星が小学生リトルリーグで戦っていた頃ころ。

　小梅はいつも応援席で、小さな身体からあらん限りの声を張り上げて応援していた。

　誰よりも強く、カッコイイ、自慢の兄。

　そんな兄を応援するのが好きだった。楽しかった。

　だけど、──今は違う。

　あの事故から、全てが変わってしまった。

　今、諸星が戦っている理由は、小梅の言葉を取り戻すため。

　その兄としての義務感だ。

　だから、どうしても応援できない。

　いつまで経たっても兄の献身に応こたえられない自分に、兄を応援する資格なんてない。

　──お前は一体どこまで兄に甘えるつもりなんだ。

　そう、思えてならないのだ。

　だから小梅はあの事故以来、心から兄を応援できたことがなかった。

　そして今日もまた──、申し訳なさに耐えかねてここに逃げてきた。

（……それを、この人は全部わかってるんだ）

　それがすこし、小梅には恥ずかしい。

　だが、……そういった自分の胸中を理解し、労いたわりの言葉をかけるためにやって来てくれた珠雫に対し、小梅は確かな親しみを感じた。

　だから彼女は携帯電話を取りだし、「ありがとう」と珠雫に礼を述べようとした。

　の、だが──

「でも、別にいいじゃないですか。そんなの気にしなくても」

「……!?」

　続く珠雫の言葉に、小梅の指は固まった。

　そして驚きの表情で珠雫の顔を見返す。

　当然だ。そこまで小梅の心境を理解していながら、彼女がずっと悩んでいた悩みを、珠雫は思い切り力業でぶん投げたのだから。

　しかしもちろんこの言葉には、珠雫なりの道理があった。

「いいじゃないですか。どれだけ甘えても。貴女あなたは、……いえ。私たちはそれが許されるはずです」

　だって──




「私たちは彼らの妹で、彼らは私たちの兄なんですから」





「…………！」



　兄は妹や弟を守るもの。妹や弟は兄を頼るもの。

　それは人間だけでなく、この世に存在する動物の多くに言える約束事だ。ならば、

「他ほかの誰も許されなくても、私たちだけは彼らに甘えていいはずです」

　自分たちにはその権利がある。


「だから私は甘えていますよ。たとえ兄に好きな人がいても、そうすることによって兄をどれだけ困らせても、私は兄を愛することをやめるつもりはありません。…………こんな私の我わが儘ままにくらべたら、いつまで経ってもしゃべれるようにならないことを棚に上げて、諸星さんを応援したいと思う小梅さんの我が儘なんて、とても可愛らしいものだと思いますよ」



　それが珠雫の言葉の理由。そして、彼女がここに来た理由だった。

　見ていられなかったのだ。

　上手に兄に甘えることができず、一人罪悪感に押し潰つぶされている小梅の姿を。

　そして、珠雫が伝えたいことを伝え終えた丁度そのとき。

　背後の試合会場から大きなどよめきが起こった。

『黒鉄選手ここでさらにギアをもう一つ上げた！　ラッシュラッシュ！　諸星選手の魔力ガードを手数で削りまくるッ！　突破は時間の問題だァッ！』

「──試合が終わりそうですね。そろそろ戻ります」

　言って、珠雫はベンチから腰を上げ──、

「貴女は、どうしますか？　いえ。どうしたいですか？」


「…………」



　問われ、小梅は戸惑いを浮かべた。

　珠雫の言うこともわからなくもない。

　でも、兄を事故に遭あわせ、さらには勝手に言葉を無くして心配までさせている自分が、これ以上兄に甘えていいのか。

　ずっと思い悩んでいたその疑問を、すぐに捨てられるはずもない。

　どうすればいいのかわからず、小梅はただ当惑する。だが──、

『ああっ！　ついに諸星選手の魔力ガードが消し飛んだァァ！　諸星選手絶体絶命ィィッ！』

（お兄ちゃん……ッ！）

　細々とした思い悩みを置き去りに、脚は自然と兄の元へ向かうことを選んだ。





◆◇◆◇◆






　一方、リング上。試合の趨勢すうせいは、ほぼ決していた。




『諸星選手、バックステップで距離を取──

　ああ！　黒鉄選手読んでいた！　逃げられない！

　追いすがる敵に迎撃の《三連星》！　当たらない！

　槍を突き出す速度よりも黒鉄選手の踏み込みが速い！

　三つ、四つ、逆に斬撃を貰ってしまうッ！　噴き出す血が白いリングに降り注ぐ！

　黒鉄選手の斬撃は全てヒットするのに、諸星選手の刺突はもう掠かすりもしない！

　あまりにも一方的な戦いに静まりかえる地元の大応援団ッ！

　失礼ながら、私にももうここから諸星選手の逆転を想像することは難しいッ！

　力の差がありすぎる！　技量の差がありすぎるッ！』




　身を守る魔力も尽き、《暴喰タイガーバイト》を発動する余力も無くした諸星は、がむしゃらに槍を突き応戦する。

　だが、もはや彼は一輝の影すら捉えることができていなかった。

　そんな有様では当然、敵を穿つことなどできはしない。

　諸星の槍は虚しく空を突き、ただただ何もできずに斬撃をその身に受ける。

　──勝負になっていない。

　もはや誰の目にも、諸星の敗北は明らかだった。

　しかし、それでも──




『それでも倒れません、《七星剣王》諸星雄大ッ！　リング中央、仁王におう立ちだぁあああ!!!!』




　諸星は膝を屈さなかった。勝利を諦めなかった。


（ワイは……負けられんのや…………！）



　それは、──小梅のため？

　否である。

　最初は……確かに兄としての義務感だけだった。

　自分が弱い背中を見せたせいで傷つき、失われた小梅の言葉。

　それを取り戻さなければと、そう思っていた。

　だが──、この場所、この戦いのリングの上にいざ戻ってきて、諸星の心中には変化が起きた。

　彼は思い出したのだ。

　自分がどれだけ、この戦いの世界を愛していたかを。

　そして、だからこそ強く願うようになった。何よりも、強く。

　ただ言葉を取り戻すだけではなく──

　大切な妹に応援されたい。

　戦う自分が居て、応援する小梅が居て──

　あの懐かしい頃のように、騎士の戦いの喜びを分かち合いたいと。

　──女々めめしい望みかもしれない。でも、

（ワイには何よりも大切なことなんや）

　だからそれが叶かなうまで、

「どうした黒鉄ッ！　ワイはまだ立っとるぞ！　かかってこいやァァッ!!!!」

　小梅が心から応援できるような強い兄であり続けよう。

　その矜恃きょうじが、願いが、諸星雄大という男に不屈の闘志を与えていた。





◆◇◆◇◆






「すごい精神力ね……。まだ折れないなんて……」

　文字通り手も足も出ず、血みどろになりながらも一輝を挑発する諸星の態度に、元の場所に戻ってきた珠雫が戦慄せんりつの声を上げる。

　恐ろしいまでの闘争本能だ。

　それには黒乃も頷きをもって同意を示す。

「さすが再起不能から立ち直った不屈の男だな。この男の心を折ることは無理と考えていいだろう。だが、それでももう肉体の方が限界だ。魔力は完全に底をつき、《暴喰タイガーバイト》も消えた。あの勇ましい挑発も、単純にもう脚が動かないからに過ぎない。今の諸星にはもう何の怖さもない。それは一輝もわかっている。だから、次で決めに行くはずだ」

　そして、盤上は黒乃の言葉通りの展開を見せる。

　一輝の身体から、青色の魔力が迸ほとばしったのだ。

　全身を包み込む炎のような魔力光。

　それは間違いなく、この戦いを今決着させる。その一輝の決意表明だった。

『こ、ここで駄目押しの《一刀修羅》だぁああああ!!!!　黒鉄選手！　《狩人》《雷切》《紅蓮ぐれんの皇女こうじょ》と、数多あまたの名のある強豪を打ち破ってきた切り札を切ってきたァァ！』

『《落第騎士ワーストワン》──恐ろしいほどの勝負巧者です！　一番効果的なタイミングで、一番効果的な手段を用いてくる！　ただでさえ彼の速度に対応できていない《七星剣王》には、これでもう万が一の勝ちの目もなくなったといっていい……！』

　牟呂渡の言う通り。

　素の状態での剣戟けんげきにすら対応できなかった諸星だ。

　身体能力を数十倍に引き上げた《一刀修羅》状態の一輝相手に、なにかできるはずもない。

　一輝はこの一手で諸星の勝ちの目を完全に摘み──




「僕の最弱さいきょうを以もって、《七星剣王》を打ち倒す。──勝負です。諸星さん！」




　長く続くこの試合を決するべく、最後の攻勢をかけた。

　ぐんっ、と身体を深く沈め、蹴けり足に込める力は刹那のうちに全力。

　踵を浮かせると同時に最高速へと至る踏み込みで、──一輝はまさしく翔ぶが如く諸星目掛けて駆け出した。

『黒鉄選手が勝負を決めにいったァァッ！　《七星剣王》絶体絶命ィィッッ!!!!』

　ここが最後の山場と見たか。

　実況の飯田は今日一番の大きな声で叫びを上げる。

　大観衆が『《七星剣王》まさかの一回戦敗退』の大番狂わせに沸騰する。

　その大地が揺れるほどの興奮と絶叫の中で──

　──小梅は、思い出していた。

　今まさに破れようとしている兄の姿を見て、

　今朝、諸星を送り出したときに、彼が小梅に言った言葉を。

『なあ。がんばれって、言ってくれるか？』


（ああ……そうだ…………）



　自分だけじゃない。

　兄もまた、昔のように自分に応援されることを求めてくれていたのだ。

　そのささやかな願いに、──自分は何を返した？

　紙に応援のエールを書いて、諸星に渡した。

　──違うだろう？

　彼が欲したのはそんな紙切れなんかじゃない。

　彼が欲してくれたのは──、

『貴女は、どうしますか？　いえ。どうしたいですか？』

　そして──、


（あたしが、言いたかった言葉は────ッ）







「がんばっでぇえええ！　おにぃいぢゃああぁぁぁああん────っっっ!!!!」






　胸の奥から溢あふれ出すままに、小梅は叫んだ。

　本当はずっと、ずっと言いたかった言葉を。

　兄から生き甲斐がいを奪った自分が言うべきではないと、我慢していた言葉を。

　数年間使われず、錆さび付いた喉では声は言葉にならず、その声量も掠かすれるほどに小さい。

　しかし──


（…………ああ）



　大地が揺れるほどの騒音の中、その言葉は確かに、兄・諸星雄大の耳に届いた。

　当たり前だ。

　彼はこの一言だけを、何年も何年も、待ち続けていたのだから！




「まかせとけぇえええええええええええええええええッッッ!!!!」




　──瞬間、会場中に轟とどろく声で吠ほえた諸星が、その場にいる人間全ての度肝を抜く信じられないことをやって見せた。

「ぶち抜けェェエエッッ!!　《虎王とらおう》ォォオォオオオオオオオオ!!!!」

　死に体の諸星に向かい、《一刀修羅》まで使っての自身の最高速で突っ込んでくる一輝。

　その一輝の眉間目掛け諸星は、残った全ての力を振り絞り、《虎王》をぶん投げたのだ！

　諸星はこの試合を通して終始、『槍の間合い』で戦ってきた。

　そこへ来ての、初めてみせる『投擲とうてき』という長距離攻撃。

　この土壇場での変調に、黒乃は声を上げて驚いた。

「ま、マズイッ!!!!」

　何故か。

　確かに投擲は意外だった。諸星らしい、意識の死角を討つ攻撃と言える。

　だが、長距離からの槍の投擲。──そんな攻撃、一輝レベルの騎士に当たるはずがない。

　そう。当たるはずがないのだ。普段なら！

　しかし、今この瞬間は別！

（エーデルワイスの剣技は０から１００への急激なストップアンドゴーこそが強み！　だがそれは同時に、急な減速や方向転換ができないということでもある！）

　当然だ。動いているときは常にトップギアなのだから。

　攻めているときは無類の攻撃力を誇る世界最強の剣術。

　だがその実、この剣術は急な状況変化、すなわち──奇襲に極めて脆もろいッ！

　しかも今一輝は《一刀修羅》まで使っている。

　エーデルワイスの剣技を使っていなくとも、急停止や急旋回が不可能なレベルの速度。
















（つまり今この一瞬に限ってのみ、槍の投擲という本来黒鉄に通じるはずもない攻撃が、ドンピシャで刺さる！）

　これに対する対処法は、剣で撃ち落とすことのみ。

　だが──それはできない。

　なぜなら、飛翔ひしょうする《虎王》には金色の輝き──《暴喰》が纏われているからだ。

　諸星の魔力はもう底をついていたはず。

　なのになぜ《暴喰タイガーバイト》が使えるのか？

　その理由は《虎王》にあった。

《虎王》の長い柄。その半分が消滅して、手槍ほどのサイズになっていた。

　諸星は固有霊装デバイスという魔力の塊を分解することで、《暴喰タイガーバイト》一発分の魔力をひねり出したのだ。

　つまりこの投擲──




　受けることも避けることも、一輝にはできない！




（諸星、この男……！　間違いなく狙ねらっていたッ！）

　そう。諸星はあろうことか一見してこのエーデルワイスの剣技の欠点を看破かんぱしていたのだ。

　そしてその瞬間から、彼は罠わなを張っていた。

　一輝が《一刀修羅》を使い、自分でも制御不可能な速度で攻め込んでる来るよう仕向けるために。

　肉を削り、骨を削り、魂を削って作り上げたのだ。

　自分が一輝の急な変化になんの抵抗もできないという偽りの事実。

　──血染めのブラフを！

　そしてそのブラフは真実この会場にいる全ての人間を欺あざむいてみせた。

　観客はもちろん、黒乃クラスの騎士でさえ！

（黒鉄はもう最高速に入ってる！　この投擲は避けられない！）

　黒乃は戦慄する。

　自らの予想を覆し、全てを欺いた諸星の計り知れない戦闘センスに。

　それは、側に居た有栖院や珠雫も同じだった。

（踊らされていたというの!?　この会場にいる全ての人間が！）

（これが……《七星剣王》ッ！）

　彼らは思い知る。

　七星の頂点。《七星剣王》の名を担う男の、──日本の頂点の底力をッ！




　──だがこの次の瞬間、会場にいる全ての人間はさらなる驚きに凍り付いた。




　空を疾駆しっくする《虎王》の矛先ほこさきが、一輝の額を貫いた瞬間、

　彼の姿が陽炎かげろうのように消えたのだ。

（な……、に……）

　絶句する諸星。

　そんな彼に上から影がかかる。

　見上げれば、そこには太陽を背負い、上空から剣を振り下ろす黒い剣士の姿。

　先ほど《ほうき星》を避けてみせた《落第騎士ワーストワン》の七つの秘剣の一つ──《蜃気狼しんきろう》だ。

　一輝は今回、《蜃気狼》を前後でも左右でもなく、上下に用いたのだ。

　下に自身の残像を残し、強化した脚力で上へ飛翔することによって。

　諸星が槍を投げつけたのは、最初から残像だった。

　つまり、──一輝はわかっていたのだ。

　諸星が、今この瞬間こそに、牙きばを剝むいてくることが。

　何故か？　その理由を、


（…………ああ、そうか……）



　諸星は、刃を振り下ろす一輝の表情を見て、理解した。

　彼の表情には、自分のフェイクに引っかかった諸星を嘲あざけるような色は微みじんもない。

　そこにあるのは、──恥ずかしくなるほどの、尊敬だった。


（お前は、信じてくれとったんやな…………）



　今まで十重二十重とえはたえと自分を罠に絡め取り、苦しめてきた《七星剣王》。

　この偉大なる王が、易々と自分の思い通りに敗れるわけがないと。

　つまるところ、それが敗因。

　この場にいる誰よりも、諸星本人よりも、黒鉄一輝が諸星雄大という騎士を尊敬していたが故に、

　会場全ての人間を欺いた諸星の血染めのブラフも、

　ただ一人、この目の前の騎士だけを欺くことができなかったのだ。




　──そして、この瞬間に雌雄しゆうは決した。




　一輝は落下する勢いのまま剣を振るう。

　今の奇襲に全てを懸けていた諸星には、もう武器も魔力も、逃げるだけの体力も残っておらず──、一輝の剣は、諸星の袈裟けさを深々と裂いた。

　鮮血が舞い、諸星の両膝がガクリと崩れ落ちる。

　その、最中だった。

　諸星は最後の力を振り絞り、──手を伸ばすと一輝の両肩を摑んだ。

　そして、彼は言う。

　自らを超えていく騎士に。

　自らを最後まで強者と信じてくれた敵に。


「…………まけんなよ」



　自らの願いを託すように。

　そして……《七星剣王》諸星雄大は、ついに地面に崩れ落ち、同時に試合終了の合図をレフェリーが発して、戦いは決着を迎えたのだった。





◆◇◆◇◆






『し、試合終了ぉおぉおおおおお!!!!

　逆転に次ぐ逆転！　息つく暇もない波乱のＣブロック一回戦第四組ッ！

　死闘を征したのは、《無冠の剣王アナザーワン》黒鉄一輝選手だ──ァァッ!!!!

　前人未踏！　七星剣武祭二連覇を懸けた《七星剣王》まさかの一回戦敗退ッ！

　大番狂わせが起きてしまいましたァァァッ!!!!』

　試合が終わった瞬間に、医療班が駆けつけて倒れた諸星を担架に乗せる。

　精根尽き果て、自らの脚でリングを降りることもできない諸星。

　そんな諸星に──、彼のために駆けつけた応援団は拍手を送った。

『おつかれー！　ようやったよ！　アンタはようやった！』

『オレらは引退前からずっとお前を応援しとったけど……、今日のお前が一番最高やったでッ！』

『意識を失い、担架で退場する地元の英雄に拍手が降り注ぎます。再起不能と言われた怪我けがから立ち直り、今日という日までただの一敗もせず頂点に立ち続けた不屈の男。《浪速の星》諸星雄大。敗れたとはいえ、最後に見せたあの意地は、日本最強の学生騎士にのみ贈られる《七星剣王》という、唯一無二の二つ名に何ら恥じることのない、素晴らしい姿でした……ッ！』

　そして一方で勝者の一輝は、運ばれて行く諸星を見送りながら、

「はい。負けません。絶対に──」

　諸星の最後の言葉に、強い気持ちを込めて返事をし、踵きびすを返してリングを降りる。

『そして今、前年度七星剣武祭覇者を打ち倒し、堂々の二回戦進出を決めた《無冠の剣王アナザーワン》がリングを後にします。最弱の魔力に最強の剣技。その評判に偽りなし！　この勝利を目撃した全ての人間は確信したことでしょう。

　この少年は──本物だと！

　ただのＦランクなのではない。間違いなく、強豪ひしめく第六十二回七星剣武祭の頂点を争える力を持つ騎士であると！』

『めちゃくちゃすごかったで！　東京の兄ちゃんッッ！』

『イッキ君サイコーッ！』

『この勢いのまま優勝だ！　お前ならできるぞォッ！』


「…………」



　帰り道に降り注ぐ拍手の雨。

　一輝はそれに、少し照れくさい気分になりながらも、

（ありがとうございます）

　心の中でその場にいる皆に礼を述べ、自身が出てきたゲートへと引き返す。

　その足取りは《一刀修羅》の反動と、慣れない動きをしたことによる疲労で重い。

　だが、彼の背は少しも曲がっていなかった。


　誇らしかったのだ。──あの強い騎士に勝つことが出来た、自分自身が。



　不安の多い勝負だった。

　控え室を出るとき、怖くてたまらなかった。


　だけど──勝った。勝ち抜いた。七星剣武祭、鬼門の一回戦を！



　これで、あと四つ。四つ勝てば、たどり着ける。


　ずっと目指し続けて来た場所。憬れの場所──



（七星の頂は……もう決して遠くない！）

　その実感と共に、一輝はゲートを潜り退場しようとする。

　と──そのゲートの奥から、




　パチパチパチ……。




　と、拍手しながら一つの人影が歩いてきた。

「ほら。やっぱり勝った」


「…………！」



　控え室からゲートまでの道には照明がない。

　故にゲートの中は真っ暗だ。

　だからまだ距離のある人影の顔はよく見えない。

　しかし、見る必要なんて一輝にはなかった。

　その声だけで、誰かを知るには十分だったから。

　そう、ゲートから歩いてきたのは──

「まあ当然よね。だって、《無冠の剣王アナザーワン》を倒すのはアタシなんだもの」

　燃えるような紅蓮ぐれんの髪と、ルビーのように美しい瞳ひとみを持つ少女。

《紅蓮の皇女》ステラ・ヴァーミリオンだった。
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《七星剣王しちせいけんおう》諸星雄大もろぼしゆうだいを打ち倒し、二回戦進出を果たした黒鉄くろがね一輝いっき。

　そんな彼をゲートの前で待ち祝福したのは、新幹線の遅れでいまだ会場に姿を見せていなかった彼の恋人──《紅蓮ぐれんの皇女こうじょ》ステラ・ヴァーミリオンだった。

『あ、あれは……！　《紅蓮の皇女》ステラ・ヴァーミリオン選手だァッ！　ステラ選手が会場に到着していました！』

『おおホントだ！　本物の《紅蓮の皇女》だ！』

『髪の毛本当に真まっ赤かなのね。綺麗きれい……』

『結構身長あるんだな。ていうか脚あしなっげえ……！』

　ゲートから出てきた赤髪の美少女の姿に歓声が上がる。

　諸星が登場したときにも負けない大歓声だ。

　さすがはＡランク騎士の注目度といったところだろう。

　だが、彼女の登場に一番喜んでいるのは間違いなく──


「ステラ……。よかった。もうついていたんだね…………」



　黒鉄一輝、この男だろう。

　ステラが間に合ったこともそうだが、なにより……顔を合わせるのも久しぶりなのだから。

　胸が、焼けるように熱い。身体からだに受けたどの傷よりも。

　こうしてステラを前にすると実感する。

　自分がどれだけ、彼女を恋しがっていたかを。

「まあ本当は試合には間に合わせるつもりだったんだけど、落石が線路を塞ふさいでいてね。撤去していたら時間がかかちゃったのよ。新幹線の先端にドリルでもつけてたらいいのに。格好いいし」

「はは……それは災難だったね……」

（それにしても撤去していたら、って……）

　もしかして、人力？

（……うん。詳くわしくは聞かないでおこう）

「それにしても、すごい相手だったわね。最後のほうしか見れていないけど、それだけでも十分すぎるほど伝わってきたわ」


「そうだね。…………でも、僕は勝った。次は、君の番だ」



「ええ。わかってるわ」

　一輝の言葉に即答するステラ。

　彼女の瞳ひとみには燃えるような自信が煌きらめいている。

　昏睡こんすいする刀華とうかを前に見せていた、痛ましいまでに自信を打ち砕かれた彼女の姿はもうどこにもない。

　どうやら西京さいきょうとの修行で満足のいく成果を得たようだ。


（よかった…………）



　そう心底安堵あんどする一輝の横を通り抜け、ステラは観衆の前に立つ。

　そして、よく通る声を張り上げて、

「遅れて申し訳ありません！　ステラ・ヴァーミリオン、ただいま到着しました！」

　その場にいる全員に自分の到着を告げた。

『ステラ選手、元気のいい声で遅刻を謝罪しました。礼儀正しくて好感が持てます』

『しかしステラさんが間に合ったとなると、延期していた試合はどこで行うのでしょうね？』


『ええ、それについては丁度今、運営委員会の方で協議しているようです。おそらく最終戦か、もしくはＣブロックの全試合が終了し、キリがいいので次の試合でやるかのどちらかになるとは思いますが、…………おっと、今協議が終わったと私の方に連絡が来ました。ご来場の皆様、延期していたＢブロック第四試合について、運営委員会の方から発表がありますので、一度スクリーンのほうをご覧ください』



　実況の飯田いいだの言葉に促され、会場中の人間が一斉にドームの巨大スクリーンに目をやる。

　するとそこに、一人の禿頭とくとうの老人が映し出された。

『あ。海江田かいえだだ』

『ホントだ！　《裁さばきの雷いかづち》海江田勇蔵ゆうぞうだ！』

　主に齢よわい四十を超えているだろう観客が、その禿頭の老人の姿に色めきだつ。

　なぜなら彼は、《裁きの雷》の異名でちょうど彼らの世代にＫＯＫKing Of Knights・Ａ級リーグで活躍した勇者だったからだ。

　そして、そのかつての勇者は今大会の運営委員会の長でもあった。

　海江田は委員会を代表し、協議の結果を公表する。

『えー、ご来場の皆様、および選手の皆様、こんにちわ。第六十二回七星剣武祭しちせいけんぶさい運営委員会委員長の海江田です。たった今、ステラ・ヴァーミリオン選手遅刻のため延期していましたＢブロック第四試合をいつ行うか、運営委員会のほうで話し合いがついたので、発表させていただきます。協議の結果、Ｂブロック第四試合はこの次の試合で行うこととなりました』

　協議の結果は、事前に実況の飯田が予想していた通りとなった。

　Ｃブロックの試合が全すべて終了し、キリがいいと、満場一致の決定だったと海江田は言う。

　そしてその説明の後、選手たちに一応の確認を取る。

『──ステラ選手は、それで問題ありませんか？』

「アタシは構いません」

　即答するステラ。

　元より遅刻してきた身だ。

　どんな決定だろうと異議を唱えるつもりなど、彼女にはなかった。

　だが──

「こちらは大問題アリ、ですよ」

　ステラの明るい故によく通る声とは正反対の、──凍こおり付く程に冷たい故にざわめきの中でも冴さえ冴ざえと耳朶じだを打つ声音が、その決定に不満を告げた。

　その声の主は──もちろん一人しか居ない。

　すり鉢ばち状のドーム。観客席から下の人工芝までの高さ10メートルを跳躍し、音もなく着地したアッシュブロンドの女性──《氷の冷笑》鶴屋つるや美琴みことだ。

「私を抜きに勝手に話を進められては困りますね。委員長」

『いやいや、もちろん貴女あなたにも確認するつもりでしたぞ。しかし、問題とは、次の試合では都合が悪いということですかな？　もしそうであるなら最終戦に移動させることも可能ですよ。今回の延期に鶴屋選手の過失はありませんから、そこは運営委員会としても臨機応変に対応するつもりです』

　だが、鶴屋はこの海江田の言葉に首を横に振る。

　わかっていない。

　そう呆あきれるように。

　鶴屋が異議を申し立てているのは、いつ試合をするかなどということではなかったのだ。

「別に、次試合をすること自体は構いませんよ。ですが──遅刻者に何のペナルティも課さないというのは、納得できかねます。私はステラ選手の遅刻という行為に対する正式なペナルティを要求します」

　鶴屋はリングを挟み向かい合うステラを指でさし、そう要求する。

　これに対し、ざわめきを見せたのは観衆たちだ。

『おいおいなんだそりゃ』

『騎士らしくないぞ！　正々堂々と戦えよ！』

　彼らの多くは、ペナルティがついた試合などは望んでいなかったのだ。

　正々堂々、若き騎士たちが己の全力をぶつけ合う。

　そういう試合こそを望んでいた。

　それ故に、一部小さく、『えー、でも美琴さんの言ってること間違ってないでしょ？』『そうだよ。勝手に遅刻してくるほうが悪いんだ。ペナルティはあってもいいだろ』などという鶴屋の主張を容認する声もちらほら聞こえてきたが、大半はこの鶴屋の要求に否定的だった。

　しかし──鶴屋は動じない。

　冷たい、嘲るような冷笑を顔に貼り付けたまま、主張を曲げない。

（フン。好きなように罵ののしればいいわよ。でもどれだけ罵られてもここだけは譲れないわ）

《紅蓮の皇女》ステラ・ヴァーミリオン。

　まともに当たって勝ち目がある相手じゃない。

　だからこそ、自分の利は全て生かし切る。

　たとえどれほど嫌われても、──勝ちさえすればいい。

　勝つこと。それこそが騎士の価値なのだから。

　それが《氷の冷笑》鶴屋美琴の考え。ある意味、彼女もまた一輝や諸星と同じ、『騎士』という存在がどういうものか、その本質を理解している人間だった。

　だがこの主張、鶴屋はやや分が悪かった。

『ふむ……。確かに、遅刻者に対するペナルティは大会でも前例があることです。しかしそれはいずれも悪質な遅延行為や、連絡無しでの遅刻に限ったこと。落石によるダイヤの乱れはこちらでも確認ができたことですので、運営委員会としては今回の遅刻にペナルティを与える必要はない。──あえてペナルティというならば、到着してすぐの試合を行うことで十分ではないか、と運営委員会では考えております』


「ぐ…………！」



　実は鶴屋に言われるまでもなく、運営委員会の方でもステラに対するペナルティ適用は検討されていたのだ。

　だが、過去の例などを遡さかのぼり、その必要はないと総合的に判断された。

　だから、鶴屋の主張は通らない。


　そう──例えば────






「いえ。不十分です」




　他ほかならぬステラ・ヴァーミリオン自身が、自らにペナルティを求めない限りは。

「す、ステラ!?」

　突然のステラの行動に、側そばに居た一輝は目を剝き驚く。

　だが、ステラはそれを意にも介さず、言葉を続ける。

「《氷の冷笑》の主張は至極もっともなこと。そもそも前日に他の選手と同じように現地入りしていたのなら、今回の落石事故によるダイヤの乱れに巻き込まれることもなかったはず。──これは明らかにこちらの過失であり、それに対する罰は必要だと思います」

　これには一輝はもちろん、観衆や、運営委員会──

　この場にいた全ての人間が啞然あぜんとした。

　当然だ。七星剣武祭という、一敗も許されないトーナメントで、あえて自らの立場を悪くする意味があろうはずないのだから。

『こ、これは驚きました。他ならぬ貴女の口からその言葉が出ますか……』

　そんな海江田の驚きに、ステラは当然と頷く。

「そもそも、ペナルティのことはツルヤさんが言いださなければアタシ自身から切り出そうとしていたことですから。ヴァーミリオンの皇族は誠実さと公正さを重んじます。遅刻した罪に対する罰を逃れようなどとは初めから考えていません」

『むむぅ。なるほど……』

「……そこで、アタシから一つ、次の試合について提案があります」

『提案、ですか？』

「はい。このまま通常のルールで試合を行っては、遅刻しなかったツルヤさんにあまりに不公平です。ですからアタシとツルヤさんの試合には、アタシに対するペナルティを盛り込んだ特別ルールを使用して欲しい。

　──具体的に言えば、次の試合をツルヤさんをはじめとしたＢブロックの生き残り全員対、アタシ一人の、４対１の変則試合にしてもらいたいのです」

『な、なんですって!?』

　ステラの提案するペナルティに対し、しわがれた喉のどで引きつった悲鳴を上げる海江田。

　当然、驚いたのは海江田だけではない。

　ドーム内の観衆全員が、同時に響どよめきの声を上げた。

『お、おいおい何滅茶苦茶なこと言ってるんだこのお姫様は……！』

『ペナルティって言っても限度があるぞ!?』

　誰もが聞き間違いかと思うような内容だ。

　自分に利する内容だとわかっていながらも、鶴屋もさすがに問い返さずにはいられなかった。

「ほ、本気で言っているの!?　貴女……!?」

　対し、ステラはにこやかな表情で頷うなずく。

　そして年長の海江田に向けるのではなく、ほぼ同年代の少女に向ける気安い口調で、

「本気よ。遅刻はルールによっては即失格にされても何らおかしくない重大な過失。それを考えれば、このくらいのペナルティはむしろ当然じゃないかしら。もちろん、アタシ以外の全員が同意してくれたら、だけど」

　余裕たっぷりに、そう返した。

　そんなステラの後ろで、顔を青くするのは一輝だ。

（ま、マズイ……！）

　何故か。当然、ステラが言いだした滅茶苦茶なペナルティもそうだが──

　何よりマズイのは、そのペナルティで参戦することになる、ゲスト。

　すでに終了したＢブロック一回戦を勝ち残った三人。それは……

（全員『暁あかつき学園』だ！）

　他ほかの選手なら、この話に乗ってくる可能性は低い。

　当然だ。自分は勝ち残ったのに、どうして鶴屋のためにステラと戦わなければならないのか。

　その理由がない。

　だが──暁学園だけは違う。

　彼らは、非連盟勢力による七星剣武祭の制覇せいはという仕事をするために雇われた、──傭兵ようへいだ。

　当然、七星剣武祭で活躍することなど端はなから眼中にない。

　自分たちの誰だれかが決勝まで勝ち残ればそれでいい。

　ならば、


（こんな美味おいしい話、乗ってくるに決まってる…………！）



　おそらくは暁学園の最高戦力であろう王馬おうまと同じＡ級騎士。

　それを相手に４対１という圧倒的有利な戦力差で戦えるのだから。

　これ以上ない、潰つぶすチャンス。当然──逃すわけがない。

　そしてその一輝の予感は──




「フフフフ。……これはこれは、実に面白おもしろい」




　当たり前のように的中した。

　客席で話を聞いていた《道化師》平賀ひらが玲泉れいせんが、勝手に自滅した難敵に対して、愉快さを隠さない声で笑い、

「七星剣武祭という、誰一人として楽な相手が居ない大会で、自らに対する戒いましめとして４対１の試合を申し出ますか。さすがは音に聞こえた《紅蓮の皇女》。気位が違いますねぇ」

　客席から鶴屋美琴の側へ飛び降りた。

「力しか能のない猪武者いのししむしゃの分際で、言ってくれるじゃねェか」

「ククク。……吐いた言葉は飲み込めぬぞ。赤の姫君よ」

　平賀に次いで、防寒着で顔を隠す少女、《不転ふてん》の多々良たたら幽衣ゆいと、黒いライオンに跨またがる少女《魔獣使いビーストテイマー》風祭かざまつり凛奈りんなもまた、鶴屋の隣へ降り立ち、ステラと向かい合う。

　その行動が、彼らの意志を示していた。

「我々『暁学園』としては問題ありません。公正な大会運営のために力をお貸ししましょう」

『む、むぅ。なるほど。……鶴屋選手はどうですかな？』

「……わ、私もその条件なら、文句はありませんよ」

　肝心の鶴屋の回答がややたどたどしいのは、本人ですら望んでいなかったような好条件を提示されたからだろう。

　しかしそれでも、賛成は賛成だ。

『ふむぅ……』

　選手全員の賛同を聞き、モニターの海江田は目蓋まぶたを閉じ、眉間みけんに深い皺しわを刻む。

『お、おいおい何悩んでるんだよ。まさかこんな滅茶苦茶なペナルティを許可するつもりか!?』

『４対１なんて試合になるわけないじゃない！　ただのリンチよ！』

『いや、でもそもそもこれはステラさんの方から言いだしたことだしなぁ』

『なんかおもしれーからやらせろー！』

　海江田が熟考する中、観客席の方は妙なテンションになっていた。

　ステラの提示したあまりに奇天烈きてれつな内容の特別ルールに好奇心を擽くすぐられたか、最初鶴屋がペナルティを求めたときには難色を示した観客たちも、この特別ルールに肯定的な態度を取り始めたのだ。

　中には、意見が異なる者同士で口論をし始める者たちまで出てくる始末。

　だが、そんな喧噪けんそうがおよそ一分ほど続いたころ。

　海江田が閉じていた目蓋を開き、

『わかりました。選手たちに異論がないのなら、ステラ選手からの提案、自身へのペナルティを含めた変則試合を許可しましょう』

　運営委員会の長として、大号令を下した。

『本気かよ！』

『運営委員会は何を考えてるんだ!?』

『静粛に！　静粛に！　選手同士の同意の上での試合ルールの追加は、学生騎士こそが主役である七星剣武祭ではままあることです。特別珍しいことではありません。ややペナルティの内容が行きすぎている感があるのは事実ですが、これはステラ選手側から申し出たことですから、通常時と同じ処理をすることにします』

　ブーイングを上げる一部の観衆をそう言って黙らせ、海江田は改めて二人に確認する。

『それではルールの確認ですが、ステラ選手の勝利条件は、鶴屋選手はもちろん、他のＢブロックのメンバー、平賀選手、風祭選手、多々良選手の計４名全員を倒すこと。鶴屋選手の勝利条件は、自分自身かゲストの誰かがステラ選手を倒すこと。──それでよろしいですかな？』

　対し選手二人は、

「それで結構」

「ええ。寛大な処置、感謝します。委員長」

　共にこの変則試合を受け入れることを承諾した。

　ならば、もう運営委員会の仕事は終わりだ。

『うむ。……では飯田さん。後はお願いします』

『え、あ、は、はいっ』

　海江田は実況の飯田に進行役を返すと、スクリーンから消える。

　飯田は最初こそ、あまりに常識を逸脱した進行に面くらい、動揺を見せていたが──

『え、えー。な、なにやらすごいことになってしまいました。

　私も実況解説の仕事をやって長いですが、４対１の公式戦などを実況するのは初めてです。

　ですが、選手同士の合意も、運営委員会からの許可も出た以上、しっかりと実況させていただきましょう！』

　すぐに立ち直り、一輝たちの試合を仕切っていたときと変わらぬ口調で、進行の音頭を取り始めた。

『それではこれよりＢブロック第四試合、ステラ・ヴァーミリオン選手と鶴屋美琴選手の試合を開始します！　両選手、およびゲスト選手、リング上に集合してくださいッ！』

「じゃあいってくるわね。疲れているみたいだから、別に寝ていていいわよ。とくに見所のある試合にはならないでしょうし」

　飯田の指示を受けたステラは、最後に一度一輝の方を振り返ると、そんな強気なことを言った。

　昨年ベスト８の一人《氷の冷笑》鶴屋美琴と、裏社会の傭兵三人を一度に相手取るというのに、その表情はまるで祭りを前にした子供のようににこやかですらある。

　一輝には、それが理解できなかった。

「……ステラ……どうしてこんな、無駄にリスクを高めるようなことを……」

　黙っていれば、ペナルティを受ける必要なんてなかった。

　このステラの行動。どう考えても、ステラに益するところなんて微塵みじんもない。

　少なくとも一輝にはそうとしか思えなかった。

　だから尋たずねずには居られない。

　どうしてステラがこんなことをしたのか。

「彼らを四人まとめて相手取っても、勝てる確信があるのかい？」

　その問いに、ステラは小さく首を横に振って否定。

「さあ。どうなんでしょうね。少なくとも、確信、といえるほどのものはないわ。……そもそも、どんな力を使うのかすらよくわかっていないのもいるし」


「ならどうして…………」



「だって、こうするしか、なかったんだもの」

　小さく呟き、ステラが見つめるのは……海江田と入れ違いでスクリーンに表示された、七星剣武祭のトーナメント表だ。

　彼女はその中のＢブロック、──明日行われる二回戦第一試合の組み合わせを、忌々いまいましげに見つめ告げる。

「だってこのままだと、二回戦のＢブロック第一試合はヒラガとカザマツリの暁同士がぶつかることになるでしょう。そしたらまず間違いなく、一人がなあなあで戦線離脱することになる」

　それは当然の成り行きだ。

　先も言ったとおり、暁は普通の学生ではなく、チームで戦う傭兵なのだから。

　七星剣武祭の個人の栄光になど、端から興味がない。

　故に、無駄な争いで仲間の体力を削そぐようなことはしまい。

　まず間違いなく、──次のＢブロック二回戦第一組の試合は《道化師》か《魔獣使いビーストテイマー》どちらか一人に勝ちを譲り、片方は戦うまでもなく棄権するだろう。

　そんなの──

「……許せるわけないじゃない」


「ステラ…………」



　ここまで言われれば、一輝にももう理解できた。

　ステラがあんな滅茶苦茶なペナルティを自分から嬉々ききとして提示した理由。

　それは、彼女が海江田に説いたような、皇族云々とかいう綺麗きれいな理由じゃない。

　ステラの目的は、ただ一つ──

「アタシたちの学園で、アタシたちの仲間にあれだけのことをしてくれた連中が無傷で目の前から消えるなんて、……絶対に許さない」

　刀華や綾辻あやつじたち。自分たちの大切な友を傷つけた者たちへの報復だった。

「──一人残らず、消し炭にしてやるわ」

　低い……まるで噴火寸前の火口が泡立つ音のような声で呟き、ステラは歩き出す。

　あの襲撃からずっとぶつける先がなく押し殺していた怒りに呼応し、紅蓮の髪が燃えるように輝き、燐光りんこうを散らす。

　その視線は真まっ直すぐに、すでにリング上がっている暁の者たちを見据えていた。


（…………）



　そんなステラを一輝は、熱くなりすぎだ、と思った。

　だが、彼女の友のために怒れる優しさに口を挟む気には、もうなれなかった。

　だから彼は静かにステラの背中を見送る。

（もう、僕にできるのは信じることだけだ）

　西京との修行を経たステラの力を──

（頑張がんばれ。ステラ……！）




『それでは！　これよりＢブロック第四試合を開始しますッッ！　Let's GO AHEAD!!!!』




　こうして、異例の試合の火ぶたは切られたのだった。
















　あとがき




　落第騎士の英雄譚五巻、ご購読ありがとうございます。

　作者の海空りくです。




　この後書きを書いているのは七月のことなのですが、いやあ相変わらず日本の夏は蒸し暑くて過ごしにくいですね。

　海空の部屋はクーラーも扇風機もないので真夏はとても作業できる環境ではありません。

　でも、それもあと一カ月のこと。

　海空、この度小学生からずっと住んでた家から引っ越す事になりまして、夢のマイクーラー＆マイテレビが手に入ることになりました。わーい。

　しかも次に住む家ではペットが飼えるので、それも楽しみです。

　ぬこ。ぬこかいたいぬこ。

　たぶん次巻の後書きはぬこの話ばっかりしてると思います。仕方ないね。




　さてこの巻でようやく始まりました七星剣武祭。

　鬼門の一回戦を一輝が突破した途端にステラが色々やらかしましたが、一輝とステラは実力者だらけの七星剣武祭を勝ち抜き、決勝で巡り会うことが出来るのか。

　二人の戦いの軌跡。

　皆さんに楽しく見守って貰えるように、頑張って書いていこうと思います。




　それでは、推敲に協力してくださっている編集さん。

　いつも素敵なイラストを描いてくださっているをんさん。

　落第騎士の英雄譚を応援してくださっている読者の皆様。

　今回もありがとうございました。

　これからもこの作品をよろしくお願いします。







著者

海空りく（みそら りく）

　真夏の引っ越しで精も根も尽き果てました……




イラスト

をん

　福岡在住のイラストレーター。

　最近、身近な物が色々壊れ続けてます。

　とりあえず体だけは無事でありますようにッ




http://ashybrid.nobody.jp/








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜アンケートページはこちら＞

https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=5980

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「海空りく先生」係

「をん先生」係




http://ga.sbcr.jp/














































ＧＡ文庫




落第騎士らくだいきしの英雄譚キャバルリィ５




海空りく
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